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．
は
じ
め
に

⑴

本
稿
の
目
的

西
郷
菊
次
郎
は
、
西
郷
隆
盛
の
奄
美
大
島
流
謫
時
代
に
、
龍
愛
（
り
ゅ
う
・
あ
い
）
と
の
間
に
生
ま
れ
た
長
男
で
あ
る
。
後
に
第
二
代

京
都
市
長
と
な
り
、
京
都
の
近
代
化
、
都
市
基
盤
の
整
備
に
尽
く
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
西
南
戦
争
を
生
き
延
び
、
激
動
の
人
生
を
歩

ん
だ
人
物
と
し
て
著
名
で
あ
る
が
、
し
か
し
そ
の
事
績
に
関
す
る
学
術
的
研
究
は
意
外
に
少
な
い
。
西
郷
菊
次
郎
に
関
す
る
学
術
論
文
の

多
く
は
、
京
都
市
長
時
代
の
都
市
改
造
事
業
を
対
象
と
し
て
お
り
⑴
、
そ
れ
以
前
の
彼
の
来
歴
や
事
績
そ
の
も
の
を
検
証
す
る
作
業
は
、

ま
だ
十
分
と
は
い
え
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

西
郷
菊
次
郎
に
関
す
る
史
料
と
し
て
は
、
鹿
児
島
県
立
図
書
館
に
子
孫
の
も
と
に
伝
わ
っ
た
履
歴
書
・
辞
令
類
の
写
し
が
所
蔵
さ

れ
⑵
、
ま
た
別
に
一
部
書
簡
も
公
刊
さ
れ
て
い
る
⑶
。
こ
れ
ら
を
も
と
に
数
種
の
伝
記
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
⑷
、
そ
の
中
で
最
も
詳
細
な
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検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
の
は
佐
野
幸
夫
氏
の
『
西
郷
菊
次
郎
と
台
湾
』
で
あ
ろ
う
⑸
。
こ
の
伝
記
は
、
台
湾
総
督
府
で
の
宜
蘭
庁
長
時
代

の
治
水
事
業
な
ど
の
功
績
に
詳
し
く
、
彼
の
再
評
価
の
き
っ
か
け
を
つ
く
っ
た
著
作
と
い
え
る
。
し
か
し
個
々
の
事
績
の
出
典
が
明
記
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
や
、
下
記
の
よ
う
な
点
で
、
な
お
も
検
討
の
余
地
が
残
っ
て
い
る
。

西
郷
菊
次
郎
研
究
に
関
す
る
最
大
の
問
題
点
は
、
こ
れ
ま
で
の
伝
記
・
論
文
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
彼
の
経
歴
の
空
白
部
分
を
埋
め

ら
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
彼
が
外
務
省
に
採
用
さ
れ
る
以
前
の
明
治
十
四
年
か
ら
十
六
年
ま
で
の
三
年
間
や
、
明
治
二
十

四
年
に
外
務
省
を
致
仕
し
た
後
の
三
年
間
な
ど
、
彼
の
人
生
に
は
詳
細
不
明
な
時
期
が
あ
る
。
ま
た
、
外
国
滞
在
中
の
事
績
に
つ
い
て
も

検
討
が
尽
く
さ
れ
て
お
ら
ず
、
特
に
明
治
二
十
年
か
ら
の
二
度
目
の
米
国
留
学
に
つ
い
て
は
、
そ
の
所
属
先
の
大
学
名
や
専
攻
分
野
な
ど

に
関
し
て
こ
れ
ま
で
全
く
検
討
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
近
年
注
目
さ
れ
て
い
る
台
湾
で
の
事
績
に
つ
い
て
も
、
宜
蘭
庁
長
と
な
る
ま

で
の
赴
任
初
期
の
事
績
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
検
証
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
後
述
の
よ
う
に
、
こ
の
空
白
の
期
間
に
は
彼

の
そ
の
後
の
人
生
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
出
来
事
が
あ
り
、
特
に
彼
が
明
治
十
四
・
十
五
年
に
横
浜
居
留
地
に
居
住
し
て
い
た
事
実
に

は
、
重
要
な
意
味
を
見
出
せ
る
と
筆
者
は
考
え
る
。

こ
の
よ
う
な
未
検
討
の
時
期
の
足
跡
を
た
ど
る
こ
と
の
で
き
る
一
次
史
料
は
、
断
片
的
な
が
ら
い
く
つ
か
存
在
す
る
。
横
浜
時
代
の
活

動
は
当
時
の
英
字
新
聞
に
も
一
部
記
載
が
見
ら
れ
、
ま
た
菊
次
郎
の
米
国
留
学
に
関
し
て
は
、
外
務
省
外
交
史
料
館
や
留
学
先
大
学
に
関

係
史
料
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
特
に
今
回
、
米
国
で
菊
次
郎
の
未
公
開
の
自
筆
英
文
書
簡
四
通
が
保
管
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

ま
た
台
湾
で
は
、
国
史
館
台
湾
文
献
館
所
蔵
の
台
湾
総
督
府
関
係
文
書
に
菊
次
郎
の
台
湾
に
お
け
る
記
録
が
散
見
さ
れ
る
。
さ
ら
に
同
時

代
の
薩
摩
出
身
者
た
ち
の
日
記
や
書
簡
、
当
時
の
新
聞
記
事
に
も
、
こ
れ
ま
で
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
菊
次
郎
に
関
わ
る
記
述
を
見
出
す
こ

と
が
で
き
る
。
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そ
こ
で
本
稿
で
は
上
記
の
史
料
か
ら
、
先
行
研
究
で
は
未
解
明
の
彼
の
経
歴
の
空
白
部
分
を
補
い
、
さ
ら
に
海
外
滞
在
中
の
事
績
と
そ

こ
で
培
っ
た
人
脈
に
つ
い
て
分
析
し
た
い
。
こ
の
こ
と
は
、
後
年
の
京
都
市
長
着
任
へ
と
至
る
プ
ロ
セ
ス
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
つ
な

が
る
か
ら
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
本
稿
は
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
未
検
討
で
あ
っ
た
西
郷
菊
次
郎
の
横
浜
・
米
国
・
台
湾
で
の
事
績
と

京
都
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
検
討
す
る
、
基
礎
的
な
作
業
ノ
ー
ト
と
い
え
る
。

⑵

西
郷
菊
次
郎
の
略
歴

具
体
的
な
検
討
に
入
る
前
に
、
こ
れ
ま
で
に
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
西
郷
菊
次
郎
の
略
歴
に
つ
い
て
ま
と
め
て
お
き
た
い
。
京
都
市
長

就
任
ま
で
の
彼
の
半
生
は
、
お
お
よ
そ
三
期
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

〔
第
一
期
〕
誕
生
か
ら
西
南
戦
争
後
の
上
京
ま
で
で
あ
る
⑹
。
万
延
二
年
（
一
八
六
一
）
に
奄
美
大
島
の
龍
郷
に
生
ま
れ
た
菊
次
郎
は
、

明
治
二
年
に
鹿
児
島
に
引
き
取
ら
れ
、
明
治
四
年
に
上
京
、
明
治
五
年
二
月
よ
り
開
拓
使
の
留
学
生
と
し
て
ア
メ
リ
カ
へ
と
派
遣
さ
れ

た
。
明
治
７
年
の
帰
国
後
に
は
、
下
野
し
た
父
を
追
っ
て
鹿
児
島
へ
戻
り
、
や
が
て
十
七
歳
で
西
南
戦
争
に
従
軍
し
、
熊
本
攻
防
の
折
に

高
瀬
で
右
足
に
被
弾
、
膝
下
を
切
断
す
る
重
傷
を
負
っ
て
い
る
。
官
軍
に
投
降
し
、
鹿
児
島
に
帰
還
、
そ
の
後
明
治
十
四
年
に
上
京
し
て

叔
父
西
郷
従
道
の
庇
護
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。

〔
第
二
期
〕
明
治
十
七
年
か
ら
の
外
務
省
勤
務
と
、
翌
年
以
降
の
ア
メ
リ
カ
滞
在
の
時
代
で
あ
る
。
彼
の
官
歴
の
始
め
は
、
明
治
十
七
年

の
外
務
省
御
用
掛
で
あ
り
、
翌
年
に
は
米
国
公
使
館
へ
の
勤
務
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
⑺
。
明
治
二
十
年
に
依
願
免
官
と
な
っ
た
後
、
明
治

二
十
三
年
に
は
宮
内
省
式
部
官
と
な
り
、
さ
ら
に
翌
年
に
再
び
外
務
省
試
補
・
外
務
省
翻
訳
官
に
任
じ
ら
れ
た
が
、
同
年
中
に
依
願
免
官

と
な
っ
て
い
る
。
伝
記
に
よ
れ
ば
、
明
治
二
十
年
の
依
願
免
官
か
ら
二
十
三
年
の
式
部
官
登
用
ま
で
の
間
に
、
二
度
目
の
ア
メ
リ
カ
留
学
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が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
大
学
名
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
説
明
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
国
立
公
文
書
館
所
蔵
の
履
歴
書
に
は
、
こ

の
ア
メ
リ
カ
留
学
の
記
載
自
体
が
み
ら
れ
な
い
⑻
。

〔
第
三
期
〕
外
務
省
免
官
後
の
鹿
児
島
で
の
生
活
を
経
て
、
台
湾
総
督
府
で
活
躍
す
る
時
代
で
あ
る
。
明
治
二
十
四
年
の
外
務
省
翻
訳
官

の
免
官
後
は
、
三
年
余
り
を
鹿
児
島
で
過
ご
し
た
と
さ
れ
る
⑼
。
や
が
て
二
十
八
年
四
月
よ
り
陸
軍
省
雇
員
と
し
て
澎
湖
島
混
成
枝
隊
へ

派
遣
さ
れ
、
五
月
よ
り
台
湾
総
督
府
の
参
事
官
心
得
と
な
り
、
さ
ら
に
七
月
に
台
湾
南
部
の
安
平
出
張
所
長
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
翌
年

四
月
よ
り
台
北
県
支
庁
長
・
台
北
県
基
隆
支
庁
長
を
命
ぜ
ら
れ
、
明
治
三
十
年
五
月
に
宜
蘭
庁
長
と
な
る
。
臨
時
台
湾
土
地
調
査
局
事
務

官
を
兼
任
の
後
、
明
治
三
十
五
年
十
一
月
に
依
願
免
官
と
な
っ
て
い
る
⑽
。

そ
の
後
、
明
治
三
十
七
年
十
月
に
京
都
市
会
に
お
い
て
市
長
候
補
者
に
推
薦
さ
れ
、
京
都
市
長
に
就
任
す
る
。
四
十
二
年
に
再
任
さ
れ

る
も
、
任
期
途
中
で
病
気
を
理
由
に
退
任
し
て
い
る
。
鹿
児
島
で
の
静
養
を
経
て
、
明
治
四
十
五
年
に
島
津
家
の
永
野
金
山
の
鉱
業
館
長

に
任
命
さ
れ
、
大
正
九
年
に
退
任
、
昭
和
三
年
に
六
十
八
歳
で
死
去
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
彼
の
生
涯
の
中
で
最
も
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、
京
都
市
長
時
代
の
事
績
、
す
な
わ
ち
京
都
三
大
事
業
の
実
施
で
あ
ろ

う
。
第
二
琵
琶
湖
疏
水
の
開
削
、
そ
れ
に
よ
る
上
水
道
の
整
備
、
さ
ら
に
市
街
地
の
道
路
拡
張
と
市
電
敷
設
と
い
う
都
市
基
盤
の
整
備

は
、
衰
退
し
つ
つ
あ
っ
た
京
都
を
再
生
さ
せ
た
近
代
化
政
策
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
⑾
。
そ
の
彼
の
擁
立
に
は
、
か
つ
て
京
都
府

知
事
と
し
て
琵
琶
湖
疏
水
事
業
を
推
進
し
、
そ
の
後
も
京
都
の
都
市
整
備
に
心
を
寄
せ
て
い
た
北
垣
国
道
の
力
が
大
き
か
っ
た
こ
と
が
重

視
さ
れ
て
い
る
⑿
。

こ
の
北
垣
と
菊
次
郎
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
彼
の
人
生
の
様
々
な
局
面
に
お
い
て
見
出
せ
る
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
上
記
の
第

一
期
に
お
い
て
も
、
す
で
に
そ
の
萌
芽
が
見
出
せ
る
。
そ
こ
で
次
章
で
は
、
菊
次
郎
の
第
一
期
に
お
け
る
海
外
体
験
お
よ
び
そ
の
後
の
人
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脈
形
成
に
つ
い
て
分
析
し
た
い
。

２
．
明
治
初
期
の
菊
次
郎
と
横
浜
居
留
地

⑴

開
拓
使
派
遣
に
よ
る
留
学
と
北
垣
国
道

明
治
五
年
二
月
、
初
回
の
ア
メ
リ
カ
留
学
時
に
は
菊
次
郎
は
ま
だ
十
二
歳
で
あ
っ
た
。
重
視
す
べ
き
は
、
こ
の
留
学
が
開
拓
使
か
ら
の

派
遣
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
北
垣
国
道
は
、
明
治
四
年
八
月
か
ら
明
治
七
年
九
月
ま
で
開
拓
使
に
出
仕
し
て
い
る
⒀
。
設
立

当
時
の
開
拓
使
は
、
次
官
黒
田
清
隆
の
下
で
薩
摩
閥
が
強
く
、
留
学
生
に
も
薩
摩
出
身
者
が
多
か
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
⒁
。
し

か
し
北
垣
は
明
治
五
年
三
月
に
は
黒
田
不
在
時
の
代
理
に
任
じ
ら
れ
て
お
り
、
実
質
的
に
は
黒
田
に
次
ぐ
地
位
に
あ
っ
た
た
め
⒂
、
留
学

生
の
選
抜
に
も
関
わ
っ
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
北
垣
は
維
新
前
か
ら
西
郷
隆
盛
と
交
流
が
あ
り
⒃
、
西
郷
の
息
子
が
留
学
生
に

選
抜
さ
れ
た
こ
と
を
把
握
し
て
い
た
可
能
性
は
高
い
。

一
方
、
こ
の
時
期
の
開
拓
使
に
は
旧
幕
臣
の
榎
本
武
揚
や
大
鳥
圭
介
ら
も
出
仕
し
て
お
り
、
北
垣
と
も
親
交
の
厚
か
っ
た
こ
と
は
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
大
鳥
圭
介
は
、
こ
の
開
拓
使
の
留
学
生
派
遣
に
深
く
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
開
拓
使
の
留
学

生
た
ち
は
明
治
五
年
二
月
十
八
日
に
ア
メ
リ
カ
号
で
横
浜
か
ら
出
航
し
て
い
る
が
、
大
鳥
圭
介
は
留
学
生
の
引
率
お
よ
び
大
蔵
少
輔
・
吉

田
清
成
の
随
行
員
と
し
て
こ
れ
に
同
乗
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
⒄
。
大
鳥
は
帰
国
の
後
、
工
部
省
勤
務
を
経
て
工
部
大

学
校
の
校
長
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
教
え
子
で
あ
っ
た
田
邉
朔
郞
（
琵
琶
湖
疏
水
お
よ
び
第
二
疏
水
の
設
計
者
）
を
北
垣
に
引
き
合
わ
せ

る
人
物
で
も
あ
る
。
な
お
榎
本
武
揚
も
、
後
に
外
務
省
で
の
菊
次
郎
の
擁
護
者
と
し
て
登
場
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
開
拓
使
を
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通
じ
て
の
大
鳥
・
榎
本
・
北
垣
ル
ー
ト
の
一
端
に
、
西
郷
菊
次
郎
の
名
前
が
現
れ
る
こ
と
に
留
意
し
て
お
き
た
い
。

西
郷
菊
次
郎
の
初
回
の
ア
メ
リ
カ
留
学
に
つ
い
て
は
、
そ
の
滞
在
地
が
重
要
と
な
る
。
開
拓
使
の
留
学
生
の
一
行
に
は
、
菊
次
郎
の
従

兄
に
当
た
る
市
来
宗
介
や
村
田
新
八
の
息
子
で
あ
る
岩
熊
も
含
ま
れ
て
い
た
が
、
伝
記
に
よ
れ
ば
菊
次
郎
は
市
来
・
村
田
と
と
も
に
、
フ

ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
で
生
活
し
た
と
さ
れ
て
い
る
⒅
。
そ
の
出
典
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
時
期
、
同
じ
く
フ
ィ
ラ

デ
ル
フ
ィ
ア
に
滞
在
し
て
い
た
大
久
保
利
通
の
息
子
た
ち
の
動
向
が
参
考
と
な
る
。
大
久
保
の
二
人
の
息
子
、
長
男
利
和
と
次
男
の
牧
野

伸
顕
は
、
前
年
の
岩
倉
使
節
団
と
と
も
に
渡
米
し
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
中
学
校
に
留
学
し
て
い
た
。
牧
野
の
回
想
に
よ
れ
ば
、
菊
次

郎
と
の
関
係
に
つ
い
て
「
私
と
は
子
供
の
頃
か
ら
の
友
達
で
、
菊
次
郎
も
十
歳
か
ら
十
二
、
三
歳
ま
で
の
間
米
国
に
留
学
し
、
米
国
で
も

附
合
い
、
又
米
国
か
に
帰
っ
て
来
て
か
ら
私
が
英
国
に
行
く
ま
で
、
そ
れ
か
ら
私
が
帰
朝
し
て
か
ら
も
、
前
と
少
し
も
変
わ
ら
ず
に
交
際

し
続
け
た
」⒆
と
い
い
、
ア
メ
リ
カ
留
学
中
に
も
度
々
接
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
こ
の
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
は
、
ア
メ
リ
カ
の

か
つ
て
の
首
都
で
あ
り
、
早
期
か
ら
鉄
道
網
の
整
備
さ
れ
た
先
進
的
都
市
と
し
て
、
明
治
初
頭
の
日
本
人
の
留
学
先
に
選
ば
れ
た
も
の
と

み
ら
れ
る
。

こ
の
大
久
保
兄
弟
の
受
け
入
れ
に
際
し
て
は
、
す
で
に
明
治
三
年
か
ら
当
地
に
あ
っ
た
高
橋
新
吉
ら
、
い
わ
ゆ
る
「
薩
摩
辞
書
」
の
刊

行
メ
ン
バ
ー
が
世
話
係
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
⒇
。
こ
の
高
橋
新
吉
は
、
村
田
新
八
と
は
従
兄
弟
と
し
て
深
い
交
流
が
あ
り
、

そ
の
息
子
岩
熊
の
留
学
も
世
話
し
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
21
。
さ
ら
に
高
橋
は
、
薩
摩
辞
書
の
刊
行
に
は
西
郷
隆
盛
の
力
も
大
き
か
っ
た

と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
22
、
西
郷
菊
次
郎
の
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
受
け
入
れ
に
当
た
っ
て
も
、
同
様
に
窓
口
に
な
っ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ

る
。
高
橋
新
吉
は
、
明
治
九
年
に
開
催
さ
れ
た
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
で
の
万
国
博
覧
会
に
も
派
遣
さ
れ
て
お
り
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
と

の
関
わ
り
が
深
い
人
物
と
い
え
る
。
こ
の
高
橋
は
、
後
に
ア
メ
リ
カ
領
事
と
な
り
、
菊
次
郎
の
二
回
目
の
米
国
滞
在
に
も
関
わ
っ
て
い
る
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点
に
留
意
し
て
お
き
た
い
。

⑵

中
井
弘
と
の
面
識

西
郷
菊
次
郎
は
、
明
治
七
年
に
帰
国
し
た
後
、
西
南
戦
争
で
重
傷
を
負
い
、
敗
戦
後
は
鹿
児
島
と
奄
美
で
療
養
に
つ
と
め
て
い
る
。
明

治
十
四
年
に
西
郷
従
道
の
誘
い
に
従
っ
て
上
京
し
、
そ
の
姿
が
薩
摩
関
係
者
等
の
日
記
に
現
れ
る
よ
う
に
な
る
。
本
節
で
は
こ
の
明
治
十

四
年
の
菊
次
郎
の
動
向
と
、
そ
こ
に
現
れ
る
人
脈
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

こ
の
時
期
の
菊
次
郎
に
つ
い
て
は
、
西
郷
隆
盛
の
名
誉
回
復
を
図
る
勝
海
舟
と
吉
井
友
実
の
日
記
に
登
場
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

る
23
。
本
稿
で
は
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
に
従
う
と
と
も
に
、
従
来
見
落
と
さ
れ
て
き
た
点
に
つ
い
て
も
分
析
し
て
み
た
い
。
ま
ず
西
郷
菊

次
郎
の
名
が
最
初
に
現
れ
る
の
は
、
吉
井
友
実
の
『
三
峰
日
記
』
明
治
十
四
年
八
月
十
五
日
条
で
あ
る
24
。
そ
の
前
日
、
西
郷
隆
盛
の
忠

僕
で
あ
っ
た
熊
吉
が
吉
井
を
訪
ね
て
き
て
、「
南
洲
の
子
供
の
件
」
を
相
談
し
た
。
そ
こ
で
吉
井
は
、
そ
の
夜
西
郷
従
道
邸
を
訪
ね
る
と

と
も
に
、
翌
日
の
午
餐
に
「
宮
島
・
中
井
・
西
郷
菊
・
大
久
保
利
和
等
」
を
招
い
た
。「
宮
島
」
と
は
宮
島
誠
一
郎
で
あ
り
、
大
久
保
利

和
は
前
述
の
よ
う
に
、
菊
次
郎
と
同
じ
時
期
に
ア
メ
リ
カ
に
留
学
し
、
交
流
の
あ
っ
た
間
柄
で
あ
る
。

本
稿
で
注
意
し
た
い
の
は
、
こ
こ
に
同
席
し
て
い
た
も
う
一
人
の
人
物
、「
中
井
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
薩
摩
藩
出
身
で
志
士
と
し
て
も

知
ら
れ
る
中
井
弘
で
あ
る
。
維
新
後
は
外
務
官
僚
を
経
て
後
に
工
部
省
大
書
記
官
と
な
り
、
工
部
卿
で
あ
っ
た
吉
井
と
親
し
く
、
そ
の
日

記
に
頻
出
す
る
人
物
で
あ
る
。
中
井
は
、
明
治
六
年
に
ア
メ
リ
カ
お
よ
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
視
察
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
。
維
新
以
前
か
ら
西
郷

隆
盛
と
も
接
点
が
あ
り
25
、
か
つ
菊
次
郎
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
ア
メ
リ
カ
滞
在
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
席
に
呼
ば
れ
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
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注
目
す
べ
き
は
、
中
井
は
こ
の
後
明
治
十
七
年
に
滋
賀
県
知
事
に
転
じ
て
お
り
、
そ
れ
は
琵
琶
湖
疏
水
計
画
に
強
く
反
対
し
た
籠
手
田

安
定
前
知
事
を
更
迭
し
、
北
垣
国
道
と
連
携
し
て
疏
水
事
業
を
推
進
す
る
た
め
の
伊
藤
博
文
ら
に
よ
る
登
用
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
26
。
中

井
は
北
垣
の
盟
友
と
し
て
深
い
交
流
を
重
ね
て
い
る
が
、
そ
の
後
明
治
二
十
六
年
に
は
中
井
自
身
が
第
五
代
京
都
府
知
事
と
な
り
、
平
安

遷
都
千
百
年
紀
念
祭
、
第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
、
京
都
舞
鶴
間
鉄
道
建
設
と
い
う
「
京
都
三
大
問
題
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
翌
年
、

中
井
は
在
職
の
ま
ま
急
死
す
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
こ
れ
ら
大
事
業
の
成
功
へ
の
道
筋
を
整
え
た
手
腕
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
27
。

周
知
の
よ
う
に
、
明
治
三
十
七
年
よ
り
京
都
市
長
と
し
て
菊
次
郎
が
手
が
け
る
こ
と
と
な
る
「
京
都
三
大
事
業
」
と
は
、
こ
の
中
井
の

「
京
都
三
大
問
題
」
を
ふ
ま
え
て
命
名
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
28
、
市
制
特
例
期
の
京
都
市
長
を
も
兼
ね
て
い
た
中
井
の
事
績
を
意
識
し
た

も
の
と
も
い
え
る
。
そ
の
中
井
と
菊
次
郎
の
間
に
直
接
の
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
点
で
、
注
目
す
べ
き
記
事
と
い
え
よ
う
。

な
お
、
こ
の
明
治
十
四
年
の
菊
次
郎
の
姿
は
、
他
の
薩
摩
関
係
者
の
日
記
中
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。『
樺
山
資
紀
日
記
』
の
明
治

十
四
年
十
月
二
日
条
に
は
、「
王
子
村
制
紙
社
ニ
赴
キ
縦
覧
」、「
藤
島
正
健
誘
導
、
西
郷
菊
次
郎
並
文
蔵
・
荒
川
同
行
」
と
あ
る
29
。
こ

の
当
時
の
樺
山
資
紀
は
警
視
総
監
の
地
位
に
あ
り
、
同
日
記
の
前
日
条
に
、「
贋
札
犯
人
供
出
機
械
等
点
検
。
精
工
ヲ
尽
シ
タ
リ
（
中
略
）

印
刷
局
長
来
庁
点
検
ア
リ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
贋
札
問
題
へ
の
対
応
を
迫
ら
れ
て
い
た
。「
印
刷
局
長
」
と
は
、
同
じ
薩
摩
出
身
の
得
能

良
介
で
あ
る
。
当
時
王
子
村
に
は
日
本
最
初
の
洋
紙
工
場
と
、
そ
れ
に
隣
接
し
て
印
刷
局
の
印
刷
所
が
あ
り
、「
誘
導
」
の
藤
島
正
健
と

は
紙
幣
寮
勤
務
経
験
の
あ
る
大
蔵
官
僚
で
あ
っ
た
。
こ
の
贋
札
事
件
と
関
わ
っ
て
洋
紙
製
造
の
視
察
が
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
同
行
者
と
し
て
文
中
に
「
文
蔵
」
と
あ
る
の
は
、
樺
山
資
紀
の
甥
に
当
た
る
橋
口
文
蔵
で
あ
る
。
後
に
札
幌
農
学
校
長
と
な
る
橋

口
文
蔵
は
、
こ
の
年
留
学
先
の
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
農
業
大
学
か
ら
帰
国
し
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
洋
紙
の
製
造
技
術
が
関
係
す
る
事
件

の
た
め
、
こ
れ
ら
洋
行
帰
り
の
二
人
を
伴
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
30
。
樺
山
資
紀
は
西
郷
隆
盛
の
幼
な
じ
み
で
あ
り
、
菊
次
郎
を
後
見
す
る
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立
場
に
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
が
、
こ
の
樺
山
資
紀
と
甥
の
橋
口
文
蔵
に
つ
い
て
は
、
後
に
菊
次
郎
の
台
湾
総
督
府
へ
の
赴
任
に
際
し
て
も

関
わ
り
を
持
つ
こ
と
に
な
る
点
で
注
意
し
た
い
。

⑶

横
浜
居
留
地
に
お
け
る
フ
ァ
ブ
ル
ブ
ラ
ン
ト
と
の
関
わ
り

従
来
の
研
究
で
は
、
こ
の
明
治
十
四
年
か
ら
三
年
ほ
ど
の
間
、
菊
次
郎
は
東
京
永
田
町
の
西
郷
従
道
邸
に
滞
在
し
た
と
さ
れ
る
。
し
か

し
実
際
に
は
、
こ
の
時
期
の
菊
次
郎
は
、
横
浜
の
居
留
地
で
生
活
し
て
い
た
こ
と
を
以
下
に
示
し
た
い
。
こ
の
横
浜
で
の
経
験
は
、
彼
の

後
の
人
生
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

菊
次
郎
の
横
浜
居
住
に
つ
い
て
記
す
の
は
、
明
治
十
五
年
三
月
四
日
の
「
東
京
日
日
新
聞
」
で
あ
る
。

兼
て
横
浜
本
町
五
丁
目
七
十
三
番
に
寄
留
す
る
鹿
児
島
県
士
族
に
て
、
同
港
郵
便
局
在
勤
の
高
橋
良
教
氏
に
同
居
せ
ら
る
ゝ
西
郷
菊

マ
マ二
郎
氏
は
、
何
か
都
合
あ
り
て
か
一
両
日
中
本
町
通
居
留
地
八
十
三
番
館
仏
人
某
の
許
へ
転
寓
せ
ら
る
ゝ
よ
し
、
又
本
年
一
月
に
同

氏
の
許
へ
来
り
た
る
名
刺
の
数
は
、
内
国
に
て
八
百
余
、
海
外
よ
り
七
百
余
、
都
合
千
五
百
余
枚
な
り
し
よ
し
、
以
て
氏
が
交
際
の

広
き
と
亡
父
が
名
望
の
猶
今
日
に
存
す
る
を
見
る
に
足
る
べ
し
。

文
中
の
「
同
港
郵
便
局
在
勤
の
高
橋
良
教
氏
」
と
は
、
明
治
十
年
に
大
蔵
省
関
税
局
御
用
係
と
し
て
ア
メ
リ
カ
に
留
学
し
、
後
に
駅
逓

官
や
逓
信
参
事
官
を
経
て
、
横
浜
郵
便
電
信
局
長
や
逓
信
省
会
計
局
長
な
ど
を
歴
任
す
る
人
物
で
あ
る
31
。
注
目
す
べ
き
は
、
彼
が
明
治

十
二
年
に
「
亜
米
利
加
合
衆
国
ヘ
ン
シ
ル
ヴ
エ
ニ
ア
洲
ヒ
ラ
デ
ル
ヒ
ア
府
人
ヂ
ー
ベ
ー
ク
エ
ル
、
オ
ル
プ
次
女
、
ア
ナ
、
ニ
ー
ト
ン
、
オ
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ル
プ
」
と
国
際
結
婚
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
願
書
に
は
「
鹿
児
島
県
士
族
高
橋
良
顕
四
男
」
と
あ
る
32
。
し
た
が
っ
て
高
橋
良
教

と
は
、
高
橋
新
吉
の
弟
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
菊
次
郎
の
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
留
学
時
に
窓
口
と
な
っ
た
高
橋
新
吉
が
、
横
浜
居

住
に
際
し
て
も
仲
介
役
と
な
っ
て
い
た
可
能
性
が
推
測
さ
れ
る
。

菊
次
郎
は
さ
ら
に
居
留
地
の
フ
ラ
ン
ス
人
の
も
と
に
転
居
す
る
わ
け
で
あ
る
が
33
、
そ
の
理
由
は
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
手
掛
か
り

と
な
る
の
は
、
か
つ
て
村
野
守
治
氏
が
紹
介
し
た
西
郷
従
道
よ
り
菊
次
郎
宛
て
の
五
通
の
書
簡
で
あ
る
34
。
こ
れ
ら
は
、
横
浜
居
留
地
の

外
国
人
で
あ
る
「
フ
ァ
ブ
ー
ル
」「
シ
ョ
ネ
ノ
」
や
「
サ
ラ
ヘ
ル
」
ら
と
の
交
際
に
関
わ
っ
て
、
横
浜
在
住
の
菊
次
郎
に
手
助
け
を
求
め

る
内
容
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
年
不
詳
で
あ
る
が
、
村
野
氏
は
こ
れ
を
菊
次
郎
が
外
務
省
に
勤
務
し
た
時
期
、
す
な
わ
ち
明
治
十
七
年
の
も

の
と
推
定
し
て
い
る
。
し
か
し
以
下
の
考
証
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
は
明
治
十
四
・
十
五
年
の
書
簡
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

村
野
論
文
で
番
号
２０
と
さ
れ
る
従
道
の
書
簡
は
、
十
一
月
三
日
付
け
で
、「
其
地
之
競
馬
も
已
ニ
明
日
ニ
相
成
候
得
共
い
ま
た
医
師
よ

り
他
出
差
留
ら
れ
、
此
度
ハ
乍
遺
憾
出
濱
い
た
し
難
く
御
座
候
間
、
何
卒
貴
公
よ
り
フ
ァ
ブ
ル
様
并
シ
ョ
ネ
ノ
様
江
も
申
上
候
様
御
伝
声

被
下
度
」
と
あ
る
。「
出
濱
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
「
其
地
之
競
馬
」
と
は
居
留
地
近
く
の
横
浜
根
岸
の
競
馬
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
35
。

明
治
十
年
代
で
横
浜
競
馬
が
十
一
月
四
日
に
行
わ
れ
て
い
る
の
は
明
治
十
四
年
に
限
ら
れ
る
こ
と
か
ら
36
、
こ
の
書
簡
は
十
四
年
の
も
の

で
あ
り
、
こ
の
時
点
で
菊
次
郎
が
横
浜
に
居
住
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
同
様
の
考
証
は
、
番
号
２３
の
十
一
月
十
七
日
付
け
書
簡
に

つ
い
て
も
あ
て
は
ま
る
37
。

さ
ら
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
番
号
１９
の
十
一
月
十
三
日
付
け
書
簡
で
あ
る
。
従
道
は
「
今
日
者
横
浜
へ
罷
越
候
而
フ
ァ
ブ
ー
ル
君
江
直

に
御
悔
可
申
述
含
に
御
座
候
処
、
公
用
多
岐
」
に
つ
き
、
同
封
の
書
状
を
手
渡
す
よ
う
に
菊
次
郎
へ
依
頼
し
て
い
る
。
他
の
書
簡
に
も
頻

出
す
る
「
フ
ァ
ブ
ー
ル
」「
フ
ァ
ブ
ル
」
と
は
、
横
浜
居
留
地
の
ス
イ
ス
商
人
フ
ァ
ブ
ル
ブ
ラ
ン
ト
（Jam

es
Favre-B

randt

）
で
あ
り
、

西
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菊
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後
述
す
る
よ
う
に
西
郷
家
や
大
山
巌
と
は
幕
末
以
来
長
く
交
流
が
あ
っ
た
。
フ
ァ
ブ
ル
ブ
ラ
ン
ト
の
妻
で
あ
っ
た
松
野
久
は
明
治
十
五
年

十
一
月
八
日
に
死
去
し
て
い
る
こ
と
か
ら
38
、
書
簡
は
こ
の
葬
儀
に
か
か
わ
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
よ
っ
て
明
治
十
五
年
の
十
一
月
段

階
で
も
、
菊
次
郎
が
横
浜
在
住
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

重
要
な
点
は
、
そ
の
宛
先
の
住
所
で
あ
る
。
表
書
き
は
「
横
浜
外
国
人
居
留
地
山
手
ノ
弐
百
四
十
一
番
地
サ
ラ
ベ
ル
氏
内

西
郷
菊
次

郎
殿
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
山
手
居
留
地
２４１
番
の
サ
ラ
ベ
ル
氏
宅
と
は
、
当
時
のD

irectory

に
よ
れ
ば“B

ay
V
iew

H
ouse

A
cad-

em
y”
“M
ons.X

.Salabelle”

と
な
っ
て
お
り
39
、
サ
ラ
ベ
ル
学
校
と
も
呼
ば
れ
た
私
設
の
語
学
学
校
で
あ
っ
た
40
。
サ
ラ
ベ
ル
学
校
で

は
、
サ
ラ
ベ
ル
夫
人
が
主
に
外
国
人
生
徒
を
対
象
に
フ
ラ
ン
ス
語
を
教
え
て
お
り
、
校
内
は
フ
ラ
ン
ス
で
過
ご
す
の
と
変
わ
ら
な
い
環
境

で
あ
っ
た
と
い
う
41
。
菊
次
郎
は
フ
ラ
ン
ス
語
の
習
得
を
目
指
し
て
、
こ
こ
に
寄
宿
し
た
こ
と
に
な
る
。

こ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
、
平
野
光
雄
氏
に
よ
る
フ
ァ
ブ
ル
ブ
ラ
ン
ト
の
伝
記
に
注
目
す
べ
き
記
述
が
あ
る
42
。
フ
ァ
ブ
ル
ブ
ラ
ン
ト

は
一
八
六
三
年
の
来
日
以
前
に
は
、
ス
イ
ス
射
撃
隊
の
下
士
官
で
あ
り
、
幕
末
に
は
大
山
巌
を
通
じ
て
薩
摩
藩
へ
銃
器
を
供
給
す
る
と
と

も
に
、
藩
兵
の
射
撃
指
導
に
も
あ
た
っ
て
い
た
。
こ
れ
を
契
機
と
し
て
西
郷
隆
盛
と
の
つ
き
あ
い
が
始
ま
り
、
そ
の
息
子
の
菊
次
郎
を

「
我
が
児
の
よ
う
に
可
愛
が
っ
た
」
と
い
う
。
菊
次
郎
は
、
西
南
戦
争
後
「
難
を
遁
れ
て
暫
く
横
浜
租
界
の
フ
ァ
ブ
ル
商
館
に
か
く
ま
わ

れ
」、
後
に
「
フ
ァ
ブ
ル
の
世
話
で
同
地
の
サ
ラ
ベ
ル
学
校
（
仏
人
経
営
）
を
卒
業
し
、
更
に
ア
メ
リ
カ
に
留
学
し
た
」
と
さ
れ
て
い

る
43
。
こ
の
伝
記
は
、
昭
和
期
の
フ
ァ
ブ
ル
ブ
ラ
ン
ト
の
四
男
か
ら
の
聞
き
書
き
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
利
用
に
は
慎
重
さ
が
求
め

ら
れ
る
が
44
、
し
か
し
菊
次
郎
と
フ
ァ
ブ
ル
ブ
ラ
ン
ト
と
の
間
に
個
人
的
な
や
り
と
り
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
明
治
二
十
年
に
フ
ァ
ブ
ル
ブ

ラ
ン
ト
が
米
国
滞
在
中
の
菊
次
郎
に
書
簡
を
送
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
45
。
さ
ら
に
、
こ
の
横
浜
居
住
時
代
に
す
で
に
両

者
に
親
し
い
交
流
の
あ
っ
た
こ
と
は
、
当
時
の
一
次
史
料
か
ら
裏
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
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そ
れ
は
横
浜
居
留
地
で
発
行
さ
れ
た
英
字
紙The

Japan
G
azette

の
記
事
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
明
治
十
四
年
十
月
二
十
一
日
に
開

催
さ
れ
た
横
浜
の
ス
イ
ス
ラ
イ
フ
ル
協
会
射
撃
大
会
の
結
果
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
第
１
カ
テ
ゴ
リ
ー
競
技
の
優
勝
者
と
し
て
フ
ァ
ブ
ル

ブ
ラ
ン
ト
が
あ
げ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
第
２
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
第
三
位
に
、M
r.K

ikujiro

の
名
が
み
え
、“M

r.K
ikujiro,a

young
m
an
of

20
years

age,is
the

son
of
Saigo

Takam
ori”

と
の
注
記
が
あ
る
46
。
ス
イ
ス
ラ
イ
フ
ル
協
会
は
横
浜
居
留
地
の
ス
イ
ス
人
か
ら
構
成

さ
れ
て
お
り
、
フ
ァ
ブ
ル
ブ
ラ
ン
ト
は
そ
の
会
長
で
あ
っ
た
。
こ
の
協
会
の
射
撃
会
に
参
加
を
許
さ
れ
た
日
本
人
と
し
て
は
村
田
銃
の
発

明
者
、
村
田
経
芳
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
前
年
十
月
に
行
わ
れ
た
競
技
会
で
は
村
田
は
第
七
位
で
あ
り
47
、
続
く
八
月
の
第
二
回
競

技
会
で
は
優
勝
し
て
い
る
48
。
こ
の
記
録
と
比
較
し
て
も
、
菊
次
郎
が
ラ
イ
フ
ル
射
撃
に
つ
い
て
相
当
の
腕
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
理
解

さ
れ
る
。
西
南
戦
争
時
の
訓
練
だ
け
で
な
く
、
横
浜
に
来
て
か
ら
の
フ
ァ
ブ
ル
ブ
ラ
ン
ト
と
の
交
流
の
一
端
が
垣
間
見
え
る
記
事
と
い
え

よ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
菊
次
郎
が
明
治
十
四
・
十
五
年
の
横
浜
居
留
地
に
滞
在
し
て
い
た
事
実
は
、
重
要
な
意
味
を
持
つ
と
筆
者
は
考
え
る
。

こ
の
時
期
の
横
浜
で
は
コ
レ
ラ
が
大
流
行
し
て
お
り
、
そ
の
対
策
と
し
て
近
代
水
道
が
計
画
さ
れ
た
年
代
に
当
た
る
か
ら
で
あ
る
。
江
戸

末
期
に
日
本
に
入
っ
て
き
た
コ
レ
ラ
は
、
横
浜
で
は
明
治
十
、
十
二
、
十
五
年
に
猛
威
を
ふ
る
っ
て
お
り
、
明
治
十
四
年
に
はThe

Japan

G
azette

紙
上
に
「
横
浜
の
給
水
問
題
」
が
掲
載
さ
れ
、
居
留
地
の
水
源
で
あ
る
浅
井
戸
の
汚
染
が
大
き
な
問
題
と
さ
れ
て
い
る
49
。
特

に
明
治
十
五
年
の
コ
レ
ラ
パ
ン
デ
ミ
ー
の
際
に
は
、
七
月
の
条
約
改
正
予
議
会
に
お
い
て
英
国
公
使
パ
ー
ク
ス
が
横
浜
居
留
地
の
外
国
人

三
百
名
余
の
署
名
・
建
言
書
を
提
出
し
、
水
道
の
敷
設
を
強
く
迫
っ
て
い
る
50
。
日
本
側
は
こ
れ
を
条
約
改
正
に
か
か
わ
る
問
題
と
と
ら

え
、
水
道
設
置
を
確
約
し
た
こ
と
か
ら
、
以
後
水
道
計
画
が
具
体
化
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
居
留
地
で
生
活
し
て
い
た
菊

次
郎
は
、
以
上
の
よ
う
な
経
緯
を
間
近
で
体
験
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

西
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こ
の
結
果
、
明
治
二
十
年
に
日
本
最
初
の
近
代
水
道
で
あ
る
横
浜
水
道
が
竣
工
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
以
降
各
地
に
設
置
さ
れ
て
い

っ
た
近
代
水
道
は
、
函
館
・
長
崎
・
大
阪
・
神
戸
な
ど
、
開
港
場
・
開
市
場
の
地
か
ら
は
じ
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
で
き
る
51
。
こ
の

よ
う
な
横
浜
の
開
港
場
で
の
伝
染
病
流
行
に
よ
る
水
源
汚
染
と
、
外
国
人
居
留
地
の
衛
生
環
境
整
備
に
つ
い
て
の
経
験
は
、
そ
の
後
の
菊

次
郎
の
人
生
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
第
４
章
に
て
詳
述
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

３
．
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
へ
の
留
学
に
関
す
る
新
知
見

⑴

再
渡
米
と
三
島
弥
太
郎
と
の
交
流

本
章
で
は
菊
次
郎
の
半
生
の
第
二
期
の
う
ち
、
明
治
十
八
年
か
ら
の
米
国
公
使
館
勤
務
と
、
さ
ら
に
二
回
目
の
ア
メ
リ
カ
留
学
の
実
態

に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
い
。
特
に
留
学
先
に
つ
い
て
は
従
来
の
伝
記
等
で
は
全
く
未
検
討
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た

史
料
も
用
い
て
分
析
を
試
み
た
い
。

ま
ず
は
前
提
と
し
て
、
菊
次
郎
の
再
渡
米
の
経
緯
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。
渡
航
時
に
は
、
彼
の
弟
で
ド
イ
ツ
留
学
を
命
じ
ら

れ
た
西
郷
寅
太
郎
（
隆
盛
次
男
で
嫡
子
）
と
、
彼
ら
の
従
兄
弟
に
あ
た
る
西
郷
隆
準
（
隆
盛
の
弟
吉
次
郎
の
長
男
）
と
が
同
行
し
て
い
た

こ
と
が
松
浦
玲
氏
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
52
。
そ
の
経
緯
と
し
て
、
ま
ず
明
治
十
七
年
四
月
、
寅
太
郎
に
天
皇
下
賜
金
に
よ
る

ド
イ
ツ
留
学
の
話
が
持
ち
上
が
っ
た
が
、
彼
は
当
初
政
府
側
へ
の
反
発
も
あ
っ
て
返
答
を
保
留
し
、
い
っ
た
ん
鹿
児
島
に
帰
郷
し
た
。
十

二
月
に
再
度
上
京
し
て
留
学
の
意
志
を
示
し
た
が
、
た
だ
し
従
兄
弟
の
隆
準
も
伴
い
た
い
と
の
希
望
を
出
す
。
勝
海
舟
・
吉
井
友
実
ら
は

そ
の
た
め
に
奔
走
す
る
が
、
こ
の
寅
太
郎
た
ち
の
留
学
実
現
の
プ
ロ
セ
ス
に
は
、
菊
次
郎
も
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。
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松
浦
氏
が
す
で
に
ま
と
め
て
い
る
よ
う
に
53
、
明
治
十
八
年
一
月
十
二
日
、
菊
次
郎
に
対
し
在
米
公
使
館
勤
務
の
辞
令
が
下
る
と
、
そ

の
翌
日
に
寅
太
郎
は
海
舟
宅
を
訪
ね
、
自
分
と
隆
準
が
菊
次
郎
の
渡
米
に
同
行
す
る
こ
と
を
相
談
す
る
。
十
四
日
に
は
、
菊
次
郎
自
身
が

海
舟
宅
を
訪
問
し
、
同
様
の
依
頼
を
す
る
。
海
舟
は
「
吉
井
へ
談
ず
べ
き
事
共
な
り
」
と
し
て
、
す
ぐ
に
吉
井
宅
へ
向
か
い
「
早
々
談
」

じ
た
と
さ
れ
る
。
こ
こ
で
本
稿
で
は
、
当
日
の
吉
井
友
実
の
日
記
に
注
目
し
た
い
。

こ
の
十
四
日
、
海
舟
は
急
に
思
い
立
っ
て
吉
井
宅
を
訪
問
し
た
の
で
は
な
い
。
海
舟
の
四
日
前
の
日
記
に
「
吉
井
よ
り
、
来
る
十
四
日

招
か
る
」
と
あ
る
よ
う
に
、
そ
こ
で
は
「
近
衛
篤
麿
殿
近
日
訪
欧
に
付
、
送
別
会
」
が
開
催
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
参
集
者
は
「
勝
、
税

所
、
西
郷
兄
弟
、
北
岡
等
」
で
あ
っ
た
54
。
つ
ま
り
海
舟
は
菊
次
郎
と
連
れ
立
っ
て
こ
の
会
に
向
か
っ
た
の
で
あ
る
。
近
衛
篤
麿
の
欧
州

出
発
は
四
月
十
九
日
で
あ
り
55
、
送
別
会
と
し
て
は
か
な
り
早
期
の
開
催
と
い
え
る
。
同
じ
く
ド
イ
ツ
に
向
か
う
寅
次
郎
を
、
島
津
家
と

縁
の
深
い
近
衛
家
の
次
代
当
主
に
引
き
合
わ
せ
よ
う
と
す
る
吉
井
ら
の
配
慮
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
篤
麿
は
こ
の
後
三
月
の
書
簡
で
、
寅
太

郎
と
の
ド
イ
ツ
で
の
交
誼
を
望
む
旨
を
吉
井
に
示
し
て
い
る
56
。

な
お
当
日
の
会
で
は
、
西
幸
吉
が
薩
摩
琵
琶
を
弾
じ
た
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
が
、
海
舟
に
よ
れ
ば
「
西
は
、
南
洲
死
時
に
側
〔
に
〕

在
り
し
人
」
で
あ
る
57
。
篤
麿
が
主
賓
の
会
と
は
い
え
、
西
郷
兄
弟
を
意
識
し
た
場
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
よ
う
。
な
お
、
も
う
一

人
の
隆
準
の
留
学
を
め
ぐ
っ
て
は
、
こ
の
九
日
後
、
西
郷
従
道
が
費
用
を
負
担
す
る
こ
と
で
実
現
の
運
び
と
な
っ
て
い
る
58
。

さ
ら
に
、
松
浦
氏
の
研
究
で
は
、
海
舟
の
日
記
お
よ
び
海
舟
宛
て
の
菊
次
郎
・
寅
太
郎
・
隆
準
連
名
書
簡
に
よ
っ
て
、
こ
の
三
人
が
二

月
十
九
日
に
出
航
し
、
三
月
十
六
日
に
ワ
シ
ン
ト
ン
に
到
着
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
59
。
本
稿
で
は
、
そ
の
後
の
彼
ら
の
足

取
り
に
つ
い
て
記
す
史
料
に
注
目
し
た
い
。
そ
れ
は
当
時
ア
メ
リ
カ
に
留
学
中
で
あ
っ
た
三
島
弥
太
郎
の
書
簡
で
あ
る
60
。

三
島
弥
太
郎
は
薩
摩
藩
出
身
の
三
島
通
庸
の
長
男
で
あ
り
、
菊
次
郎
よ
り
六
歳
下
の
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
生
ま
れ
で
あ
る
。
駒
場

西
郷
菊
次
郎
の
来
歴
に
関
す
る
再
検
討
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農
学
校
卒
業
後
の
明
治
十
七
年
九
月
に
渡
米
し
、
翌
年
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
農
業
大
学
に
編
入
、
二
十
一
年
の
卒
業
ま
で
に
家
族
宛
て
の

書
簡
を
多
数
残
し
て
い
る
。
三
島
通
庸
は
西
郷
隆
盛
の
引
き
立
て
に
よ
っ
て
名
を
成
し
た
こ
と
か
ら
、
息
子
た
ち
も
親
し
く
交
際
し
て
お

り
、
書
簡
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
菊
次
郎
と
の
や
り
と
り
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

弥
太
郎
の
第
一
信
に
よ
れ
ば
、
菊
次
郎
は
大
久
保
利
和
と
と
も
に
明
治
十
七
年
九
月
十
四
日
の
弥
太
郎
の
出
発
（
九
鬼
隆
一
公
使
と
同

船
）
を
横
浜
ま
で
見
送
り
に
来
て
い
る
。
翌
年
二
月
、
菊
次
郎
自
身
が
米
国
に
向
け
て
出
航
す
る
が
、
弥
太
郎
の
明
治
十
八
年
三
月
二
十

六
日
付
け
書
簡
に
は
、「
西
郷
菊
次
郎
さ
ま
方
」
が
去
る
十
六
日
に
ワ
シ
ン
ト
ン
に
到
着
し
た
こ
と
、
し
か
し
多
忙
ら
し
く
ま
だ
会
え
て

い
な
い
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
菊
次
郎
自
身
の
筆
に
な
る
前
述
の
三
月
二
十
六
日
付
け
勝
海
舟
宛
て
連
名
書
簡
に
よ
れ
ば
、
三
月
十
六
日
の
「
当
府
安
着
」
の

後
、「
小
生
共
儀
も
二
十
二
日
よ
り
ベ
ル
ツ
学
校
と
申
す
処
へ
語
学
稽
古
之
為
め
通
学
罷
在
候
」
と
し
て
、
彼
ら
が
ワ
シ
ン
ト
ン
付
近
の

語
学
学
校
に
入
学
し
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
菊
次
郎
は
そ
の
ま
ま
公
使
館
勤
務
に
入
る
わ
け
で
あ
る
が
、
残
る
二
人
の
消
息
に
つ
い

て
は
、
三
島
弥
太
郎
の
十
一
月
七
日
付
け
書
簡
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
に
は
「
西
郷
寅
太
郎
さ
ま
と
隆
準
さ
ま
は
、
先
日
欧
州

へ
参
ら
れ
」
と
あ
り
、
寅
太
郎
ら
が
秋
ま
で
ア
メ
リ
カ
に
滞
在
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
彼
ら
は
プ
ロ
イ
セ
ン
の
陸
軍
士
官
学
校
に

向
か
う
前
、
ア
メ
リ
カ
で
七
ヶ
月
ほ
ど
ド
イ
ツ
語
の
準
備
を
行
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
寅
太
郎
は
こ
の
後
明
治
二
十
七
年
ま
で
留
学
を

続
け
る
が
61
、
彼
ら
三
人
の
名
は
こ
の
約
十
年
後
、
台
湾
に
お
い
て
再
び
揃
う
こ
と
に
な
る
。

⑵

大
島
仙
蔵
と
モ
リ
ス
家

三
島
弥
太
郎
の
書
簡
に
よ
れ
ば
、
彼
が
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
菊
次
郎
と
再
会
で
き
た
の
は
、
明
治
十
八
年
四
月
二
日
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
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ィ
ア
で
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
弥
太
郎
は
九
月
に
ア
マ
ー
ス
ト
の
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
農
業
大
学
に
編
入
す
る
ま
で
、
こ
の
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ

ィ
ア
の
中
学
校
マ
ウ
ン
ト
・
ア
カ
デ
ミ
ー
に
在
籍
し
て
い
た
が
、
そ
こ
は
ま
さ
し
く
大
久
保
利
和
・
牧
野
伸
顕
・
村
田
岩
熊
ら
が
通
っ
た

中
学
で
あ
り
、
そ
の
時
と
同
様
に
こ
の
中
学
校
を
弥
太
郎
に
推
薦
し
た
の
は
、
今
回
は
ア
メ
リ
カ
領
事
と
し
て
赴
任
中
の
高
橋
新
吉
で
あ

っ
た
62
。

菊
次
郎
は
再
渡
米
の
翌
月
に
、
自
分
も
か
つ
て
滞
在
し
た
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
を
訪
ね
、
弥
太
郎
の
下
宿
先
に
一
泊
し
て
い
る
。
注
目

し
た
い
の
は
、
そ
の
翌
日
に
彼
ら
が
連
れ
立
っ
て
、
当
地
の
「
大
島
氏
」
の
病
床
を
見
舞
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
「
大
島
氏
」
に

つ
い
て
弥
太
郎
は
、「
鹿
児
島
県
大
島
の
人
、
工
部
大
学
を
卒
業
し
て
当
地
へ
実
地
研
究
の
た
め
に
来
て
お
り
、
大
山
陸
軍
卿
の
お
引
立

て
に
あ
ず
か
っ
て
い
る
人
」
と
注
記
し
て
い
る
。
こ
れ
は
奄
美
大
島
出
身
の
大
島
仙
蔵
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

大
島
仙
蔵
と
は
奄
美
初
の
学
士
で
、
鉄
道
技
術
者
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。
名
瀬
に
生
ま
れ
、
奄
美
大
島
の
代
官
で
あ
っ
た
伊
東
仙
太

夫
に
見
出
さ
れ
て
明
治
四
年
に
島
を
出
て
、
鹿
児
島
の
本
学
校
に
入
学
し
た
。
明
治
八
年
、
帰
省
中
の
大
山
巌
の
目
に
止
ま
り
、
上
京
し

て
工
部
大
学
校
へ
入
学
、
明
治
十
五
年
に
は
土
木
科
を
首
席
で
卒
業
し
て
い
る
。
卒
業
と
同
時
に
同
校
の
助
教
を
つ
と
め
た
が
、
明
治
十

六
年
に
ア
メ
リ
カ
へ
留
学
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
鉄
道
会
社
に
て
実
地
研
究
に
あ
た
っ
て
い
る
。
明
治
二
十
年
に
帰

国
、
日
本
土
木
会
社
を
経
て
山
陽
鉄
道
会
社
の
技
師
長
兼
建
築
課
長
に
招
聘
さ
れ
た
が
、
明
治
二
十
六
年
に
三
十
五
歳
で
病
没
し
て
い

る
63
。大

島
仙
蔵
は
鹿
児
島
時
代
か
ら
奄
美
出
身
の
異
才
と
し
て
有
名
で
あ
り
、
工
部
大
学
校
在
学
中
に
は
西
郷
隆
盛
の
落
胤
と
も
噂
さ
れ
た

と
い
う
64
。
西
郷
家
の
親
戚
で
あ
る
大
山
邸
に
寄
宿
し
て
お
り
、
ま
た
大
久
保
利
通
邸
に
も
親
し
く
出
入
り
し
て
い
た
こ
と
か
ら
65
、
菊

次
郎
と
も
同
じ
奄
美
出
身
者
と
し
て
旧
知
の
間
柄
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
仙
蔵
は
工
部
学
校
の
第
四
期
生
に
あ
た
る
が
、
同

西
郷
菊
次
郎
の
来
歴
に
関
す
る
再
検
討
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じ
土
木
科
の
一
年
下
に
は
田
邉
朔
郞
が
い
た
。
彼
ら
が
懇
意
に
し
て
い
た
こ
と
は
、
仙
蔵
の
急
逝
後
に
設
け
ら
れ
た
遺
児
の
義
援
金
募
集

の
発
起
人
の
う
ち
に
、
田
邉
朔
郞
の
名
が
あ
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
66
。

こ
の
大
島
仙
蔵
の
ア
メ
リ
カ
留
学
に
つ
い
て
は
、「
大
学
当
局
や
米
国
公
使
等
の
懇
切
な
る
斡
旋
に
よ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
が
67
、
工

部
大
学
の
後
輩
た
ち
は
彼
の
ア
メ
リ
カ
で
の
様
子
を
、「
高
橋
領
事
よ
り
吉
井
社
長
へ
の
寄
書
中
に
て
承
知
仕
候
」
と
し
て
い
る
68
。
し

た
が
っ
て
仙
蔵
の
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
滞
在
に
も
、
や
は
り
高
橋
新
吉
が
関
与
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
高
橋
は
ア
メ
リ
カ
の
鉄
道

事
情
に
通
じ
て
い
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
人
物
で
あ
る
69
。

こ
こ
で
、
大
島
仙
蔵
の
派
遣
先
が
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
鉄
道
会
社
で
あ
っ
た
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
当
時
、
こ
の

鉄
道
会
社
の
重
役
で
あ
っ
た
ウ
ィ
ス
タ
ー
・
モ
リ
ス
が
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
近
郊
に
邸
宅
を
構
え
て
い
た
が
、
彼
こ
そ
は
日
本
人
留
学
生

た
ち
に
多
大
な
援
助
を
与
え
た
こ
と
で
著
名
な
モ
リ
ス
家
の
当
主
で
あ
っ
た
。
大
島
仙
蔵
は
滞
米
中
に
こ
の
モ
リ
ス
夫
妻
の
厚
遇
を
受

け
、「
ま
る
で
実
の
子
の
よ
う
に
」
接
し
て
も
ら
っ
た
と
い
う
70
。

富
裕
な
実
業
家
で
あ
り
、
か
つ
敬
虔
な
ク
エ
ー
カ
ー
教
徒
で
あ
っ
た
モ
リ
ス
家
で
は
、
毎
月
第
一
土
曜
日
に
聖
書
の
集
会
と
晩
餐
会
を

開
き
、
多
数
の
日
本
人
留
学
生
を
招
待
し
て
い
た
。
モ
リ
ス
夫
人
の
メ
ア
リ
は
、
津
田
梅
子
や
新
渡
戸
稲
造
、
内
村
鑑
三
ら
を
支
援
し
て

い
た
こ
と
で
も
有
名
で
あ
る
71
。
こ
の
モ
リ
ス
家
の
日
本
人
留
学
生
へ
の
支
援
活
動
は
、
新
渡
戸
や
内
村
を
迎
え
た
明
治
十
八
年
（
一
八

八
五
）
頃
か
ら
本
格
化
し
た
と
さ
れ
る
が
、
大
島
仙
蔵
の
モ
リ
ス
家
と
の
つ
な
が
り
は
そ
れ
に
先
行
す
る
も
の
で
あ
り
、
初
期
の
日
本
人

留
学
生
と
モ
リ
ス
家
と
の
関
係
を
示
す
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
よ
う
。

三
島
弥
太
郎
も
明
治
十
八
年
以
降
こ
の
モ
リ
ス
家
の
集
会
に
し
ば
し
ば
参
加
し
て
お
り
、
こ
こ
で
多
く
の
留
学
生
達
と
交
流
し
、
キ
リ

ス
ト
教
へ
と
傾
倒
し
て
い
く
様
相
が
認
め
ら
れ
る
。
彼
の
書
簡
中
に
は
、
東
京
の
有
馬
学
校
で
の
同
級
生
で
も
あ
っ
た
内
村
鑑
三
や
、
そ
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の
親
友
で
当
時
太
田
姓
を
名
乗
っ
て
い
た
新
渡
戸
稲
造
ら
の
名
前
も
登
場
す
る
。
ま
た
、
高
橋
領
事
夫
妻
が
モ
リ
ス
邸
に
滞
在
し
た
こ
と

も
記
さ
れ
て
い
る
72
。

菊
次
郎
自
身
が
こ
の
モ
リ
ス
邸
に
出
入
り
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
し
か
し
親
し
か
っ
た
大
島
仙
蔵
や
三
島
弥
太

郎
、
高
橋
領
事
ら
を
通
じ
て
、
モ
リ
ス
家
に
集
う
新
渡
戸
ら
留
学
生
の
情
報
を
耳
に
し
て
い
た
可
能
性
は
高
い
と
推
測
さ
れ
る
。

⑶

ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
留
学
と
新
渡
戸
稲
造
と
の
関
係

渡
米
直
後
の
菊
次
郎
に
つ
い
て
、
一
八
八
六
年
発
行
のC

ongressionalD
irectory

73
に
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
の
公
使
館
勤
務
の
日
本
人
の

う
ち
に
「M

r.K
ikujiro

Saigo,A
ttaché

」
と
あ
り
、
そ
の
居
住
地
は
「17

Iow
a
C
ircle

」
と
さ
れ
て
い
る
。
公
使
館
の
同
僚
と
し
て
赤

羽
四
郎
と
三
崎
亀
之
助
、
後
に
首
相
と
な
る
斉
藤
実
（
留
学
兼
駐
在
武
官
）
ら
の
名
前
が
あ
る
。

菊
次
郎
は
こ
の
明
治
十
九
年
三
月
に
交
際
官
試
補
に
任
じ
ら
れ
た
が
、
翌
二
十
年
六
月
三
十
日
に
は
そ
れ
を
辞
し
、
国
立
公
文
書
館
所

蔵
の
履
歴
書
で
は
こ
の
後
明
治
二
十
三
年
ま
で
空
白
の
期
間
と
な
っ
て
い
る
74
。
し
か
し
外
務
省
外
交
史
料
館
所
蔵
の
諸
記
録
に
よ
れ

ば
、
こ
の
間
は
公
使
館
勤
務
の
身
分
の
ま
ま
で
、
留
学
に
切
り
か
え
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

外
務
省
外
交
史
料
館
に
は
、
明
治
二
十
年
五
月
付
で
九
鬼
隆
一
公
使
か
ら
外
務
大
臣
あ
て
に
、
菊
次
郎
の
官
費
留
学
生
へ
の
採
用
を
願

い
出
た
際
の
関
係
書
類
が
残
さ
れ
て
い
る
75
。
そ
こ
で
は
高
橋
前
領
事
に
も
問
い
合
わ
せ
た
上
で
菊
次
郎
の
人
柄
や
能
力
に
つ
い
て
述
べ

ら
れ
て
お
り
、
資
質
温
厚
で
あ
る
こ
と
や
、「
本
人
ハ
英
語
ニ
長
ジ
、
仏
語
モ
亦
少
シ
ク
学
習
致
シ
」、「
其
英
語
之
音
調
ノ
如
キ
ハ
日
本

人
中
稀
有
ノ
善
ナ
ル
モ
ノ
」
で
あ
り
、
こ
の
ま
ま
米
国
に
留
学
し
、
英
語
英
文
に
通
じ
た
上
で
「
米
国
公
法
中
殊
ニ
外
交
ニ
緊
急
ナ
ル
モ

ノ
ヲ
学
習
致
シ
度
」
志
願
し
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
九
鬼
の
文
案
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
能
力
に
関
連
し
て
か
、
白
耳
義
国
（
ベ
ル
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ギ
ー
）
へ
の
留
学
の
可
能
性
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
九
鬼
の
強
い
推
薦
に
よ
っ
て
、
菊
次
郎
は
明
治
二
十
年
七
月

一
日
よ
り
三
年
間
の
官
費
留
学
生
の
資
格
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
こ
の
史
料
中
に
は
、
先
行
研
究
で
は
全
く
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
菊
次
郎
の
留
学
先
大
学
に
関
す
る
記
述
が
み
ら
れ
る
。
明
治
二

十
二
年
七
月
九
日
付
け
の
陸
奥
宗
光
公
使
に
よ
る
報
告
中
に
、
菊
次
郎
に
つ
い
て
「
留
学
拝
命
後
ハ
、
ボ
ル
チ
モ
ー
ル
府
ジ
ヨ
ン
ス
・
ポ

プ
キ
ン
ス
大
学
校
ニ
於
テ
、
只
管
政
治
及
歴
史
ノ
両
学
科
ヲ
専
脩
罷
在
」「
今
一
ヶ
年
ヲ
以
テ
卒
業
す
へ
き
筈
ノ
由
」
と
あ
る
。
こ
の
ジ

ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
の
政
治
・
歴
史
学
科
と
は
、
新
渡
戸
稲
造
の
在
籍
し
た
学
科
で
あ
っ
た
こ
と
に
注
目
し
た
い
76
。

ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
と
は
、
一
八
六
七
年
に
創
設
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
初
の
大
学
院
大
学
で
あ
る
。
な
か
で
も
、
ハ
ー
バ
ー
ド

・
Ｂ
・
ア
ダ
ム
ス
（
政
治
学
）
と
リ
チ
ャ
ー
ド
・
Ｔ
・
イ
ー
リ
ー
（
経
済
学
）
を
擁
す
る
歴
史
・
政
治
学
科
は
有
名
で
あ
り
、
特
に
大
学

院
生
を
主
体
と
す
る
二
人
の
合
同
ゼ
ミ
は
、
第
二
八
代
大
統
領
と
な
る
ト
ー
マ
ス
・
Ｗ
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
が
在
籍
す
る
な
ど
、
多
く
の
注
目

を
集
め
た
77
。
こ
の
ゼ
ミ
に
は
札
幌
農
学
校
を
卒
業
し
た
佐
藤
昌
介
が
一
八
八
三
年
に
入
っ
て
お
り
、
そ
の
誘
い
に
よ
っ
て
一
八
八
四
年

か
ら
太
田
（
新
渡
戸
）
稲
造
が
進
学
し
て
い
た
78
。
そ
の
後
一
八
八
七
年
に
は
、
同
志
社
を
経
て
オ
ベ
リ
ン
大
学
を
卒
業
し
た
家
永
豊
吉

も
当
ゼ
ミ
に
入
っ
て
い
る
79
。

西
郷
菊
次
郎
が
こ
の
歴
史
・
政
治
学
科
に
入
っ
た
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
大
学
側
に
残
る
在
籍
記
録
に
よ
っ
て
、
一
八
八
七
年
の
第

一
学
期
か
ら
一
八
八
九
年
の
第
一
学
期
ま
で
の
学
生
名
簿
に
記
載
の
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
80
。
指
導
教
授
は
ア
ダ
ム
ス
で
、
下
宿
住
所

は615
St.PaulSt.

と
な
っ
て
い
る
。
彼
の
位
置
づ
け
は
こ
の
間
ず
っ
とspecialstudents

で
あ
り
、
大
学
院
生
で
あ
っ
た
佐
藤
・
新

渡
戸
・
家
永
と
は
異
な
り
、
ゼ
ミ
の
履
修
は
み
ら
れ
な
い
。
し
か
し
ア
ダ
ム
ス
と
イ
ー
リ
ー
の
講
義
を
中
心
に
、
第
１
表
に
み
る
よ
う
な

授
業
を
受
講
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
英
文
学
や
歴
史
科
目
の
履
修
が
多
く
、
彼
の
関
心
の
在
処
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
よ
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う
。家

永
豊
吉
に
関
す
る
太
田
雅
夫
氏
の
研
究
に
よ
っ
て
、
一
八
八
九
年
四

月
段
階
で
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
に
留
学
中
の
日
本
人
の
名
前
が

明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
81
。
こ
の
時
点
で
す
で
にPh.D

を
取
得
済
み
の

者
は
、
久
原
躬
弦
、
箕
作
佳
吉
、
元
吉
勇
次
郎
、
佐
藤
昌
介
の
四
名
で
あ

り
、
当
時
在
籍
中
の
者
と
し
て
は
下
記
五
名
が
上
が
っ
て
い
る
。

家
永

豊
吉

哲
学
士

一
八
八
七
年
オ
ベ
リ
ン
大
学
、
歴
史
・
政

治
の
大
学
院
生

太
田

稲
造

理
学
士

日
本
、
札
幌
農
学
校
助
教
授
│
│
│
休
暇

で
不
在

西
郷
菊
次
郎

日
本
公
使
館
員

ワ
シ
ン
ト
ンD

.C
、
歴
史
・
政
治

の
特
別
学
生

下
村
孝
太
郎

理
学
士

一
八
八
八
年
ウ
ス
タ
ー
理
科
専
門
学
校
、

化
学
の
大
学
院
生

渡
瀬
庄
三
郎

理
学
士

一
八
八
四
年
札
幌
農
学
校
、
一
八
八
六
年

東
京
大
学
、
一
八
八
八
年
大
学
奨
学
生
、
一
八
八
八

第 1表 ジョンズ・ホプキンス大学で西郷菊次郎が履修登録した授業名

第 2学期
Fourteenth and Nineteenth Century Literature
English Literature :（P.H.E.）

Minor French
Church and Empire
Elements of Political Economy
Continental History

濃い網掛けはアダムス、薄い網掛けはイーリーの担当授業を示す
※家永と同クラスでの履修科目

第 1学期
Elizabethan Literature : Nineteenth Literature
Elizabethan Literature :（P.H.E.）
Oriental History（P.H.E.course）
Europian History（P.H.E.course）
Elocution
Minor French
Church History
Elements of Political Economy
Oriental History
Elocution
International Law ※
Political Economy :（Advanced） ※
English Constitutional History ※
Logic :（L.E.P.）

1887-
88年

1888-
89年

1889-
90年

西
郷
菊
次
郎
の
来
歴
に
関
す
る
再
検
討
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│
八
九
、
生
物
学
特
別
研
究
生

こ
れ
を
見
る
と
、
当
時
の
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
へ
の
留
学
に
は
、
佐
藤
昌
介
・
太
田
（
新
渡
戸
）
稲
造
・
渡
瀬
庄
三
郎
ら
の

札
幌
農
学
校
出
身
│
東
京
大
学
ル
ー
ト
と
、
元
吉
勇
次
郎
・
家
永
豊
吉
・
下
村
孝
太
郎
ら
の
同
志
社
出
身
│
ア
メ
リ
カ
の
大
学
卒
業
者
と

い
う
二
つ
の
ル
ー
ト
が
存
在
し
た
こ
と
が
わ
か
る
82
。
こ
の
二
つ
の
ル
ー
ト
を
つ
な
ぐ
役
割
を
果
た
し
て
い
た
の
が
新
渡
戸
で
あ
っ
た
可

能
性
の
あ
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
例
え
ば
新
島
襄
が
一
八
八
五
年
に
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
を
訪
れ
た
際
に
は
、
新
渡
戸
は
キ

ャ
ン
パ
ス
を
案
内
し
、
学
長
ギ
ル
マ
ン
ら
と
と
も
に
会
食
し
て
い
る
83
。
さ
ら
に
新
渡
戸
は
、
同
志
社
を
代
表
す
る
文
化
人
で
あ
る
徳
富

蘇
峰
と
は
東
京
英
学
校
時
代
の
同
級
生
で
あ
り
、
こ
の
蘇
峰
は
同
志
社
時
代
の
最
も
親
し
い
友
人
と
し
て
、
杉
田
（
元
吉
）
勇
次
郎
・
辻

（
家
永
）
豊
吉
の
名
を
あ
げ
て
い
る
84
。
こ
れ
ら
を
勘
案
す
れ
ば
、
新
渡
戸
が
当
大
学
の
日
本
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
結
節
点
に
い
た
可
能

性
が
出
て
く
る
。

新
渡
戸
は
学
位
取
得
前
の
一
八
八
七
年
に
札
幌
農
学
校
助
教
授
と
な
り
、
そ
の
官
費
派
遣
と
し
て
ド
イ
ツ
の
ボ
ン
大
学
へ
と
留
学
先
を

変
え
た
こ
と
か
ら
、
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
で
の
滞
在
は
一
八
八
七
年
五
月
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
一
八
八
七
年
七

月
よ
り
官
費
留
学
生
と
な
っ
た
菊
次
郎
と
は
、
在
学
期
間
は
二
ヶ
月
の
差
で
入
れ
違
い
で
あ
る
。
し
か
し
今
回
、
菊
次
郎
は
す
で
に
一
八

八
七
年
四
月
段
階
で
、
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
付
近
の
下
宿615

St.PaulSt.

を
確
保
し
て
い
た
事
実
を
確
か
め
る
こ
と
が
で

き
た
85
。
よ
っ
て
、
新
渡
戸
と
菊
次
郎
の
間
に
は
直
接
の
接
触
が
あ
っ
た
可
能
性
が
出
て
く
る
。
そ
こ
で
新
渡
戸
側
の
史
料
を
調
べ
た
と

こ
ろ
、
一
八
八
七
年
十
一
月
に
ド
イ
ツ
か
ら
ア
ダ
ム
ス
教
授
に
宛
て
た
書
簡
中
に
、
日
本
人
留
学
生
た
ち
の
消
息
を
知
ら
せ
て
く
れ
た
こ

と
へ
の
返
信
と
し
て
、“Saigo,I

know
,having

m
etin

W
ashington”

と
あ
る
の
を
見
出
し
た
86
。
や
は
り
菊
次
郎
と
新
渡
戸
は
直
接
の
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面
識
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
菊
次
郎
は
米
国
公
使
館
在
勤
中
か
ら
、
新
渡
戸
を
通
じ
て
本
学
の
政
治
・
歴
史
学
科
の
情
報
を
入
手
し
て
い

た
と
推
定
さ
れ
る
。

⑷

留
学
時
代
の
人
脈
形
成
と
自
筆
英
文
書
簡
に
よ
る
新
知
見

菊
次
郎
と
同
時
期
に
同
じ
歴
史
・
政
治
学
科
に
在
籍
し
て
い
た
同
志
社
出
身
の
家
永
豊
吉
は
、
同
ク
ラ
ス
で
の
履
修
も
み
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
留
学
生
仲
間
と
し
て
最
も
近
い
存
在
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
家
永
の
博
士
論
文
の
テ
ー
マ
は
日
本
の
憲
政
史
で
あ
っ
た
が
、

一
八
八
九
年
二
月
に
は
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
に
日
本
公
使
館
よ
り
大
日
本
帝
国
憲
法
の
英
文
公
式
副
本
が
寄
贈
さ
れ
、
こ
れ
を

受
け
て
四
月
十
七
日
、
当
大
学
で
は
日
本
公
使
陸
奥
宗
光
ら
の
臨
席
の
も
と
に
、
大
日
本
帝
国
憲
法
発
布
記
念
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
て
い

る
87
。
こ
れ
は
家
永
の
研
究
テ
ー
マ
と
の
合
致
性
と
と
も
に
、
菊
次
郎
の
公
使
館
ル
ー
ト
が
存
在
し
た
か
ら
こ
そ
実
現
し
た
催
し
と
い
え

よ
う
。
席
上
で
は
菊
次
郎
に
よ
る
当
大
学
日
本
人
留
学
生
の
紹
介
が
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
側
の
専
門
家
の
講
演
に
続
い
て
、
家
永
が
メ
イ
ン

ス
ピ
ー
カ
ー
と
し
て
憲
法
制
定
に
至
る
ま
で
の
日
本
の
政
治
的
変
化
に
つ
い
て
講
演
し
て
い
る
。
式
典
後
は
図
書
館
に
会
場
を
移
し
、

「
目
下
同
大
学
ニ
ア
ル
西
郷
菊
次
郎
君
ノ
会
主
ニ
テ
日
本
ノ
茶
会
ヲ
開
キ
タ
ル
由

菊
次
郎
君
ハ
西
郷
隆
盛
ノ
長
男
ナ
ル
由
ニ
シ
テ
同
氏

ノ
在
学
ア
ル
事
ニ
依
リ
一
シ
オ
ノ
興
ヲ
増
シ
タ
ル
由
」
を
、
家
永
は
親
友
の
小
野
英
二
郎
に
書
き
送
っ
て
い
る
88
。

太
田
雅
夫
氏
に
よ
れ
ば
、
九
州
柳
川
の
家
永
家
の
養
子
と
な
っ
て
い
た
豊
吉
は
、
本
姓
を
辻
と
い
い
、
広
島
藩
家
老
の
辻
維
岳
の
庶
子

で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
89
。
辻
維
岳
は
、
薩
長
芸
三
藩
同
盟
の
締
結
や
大
政
奉
還
に
活
躍
し
た
人
物
で
あ
り
、
西
郷
隆
盛
と
も
交
流
の
あ
っ

た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
90
。
菊
次
郎
が
こ
の
よ
う
に
異
国
で
親
子
二
代
に
わ
た
る
交
友
を
深
め
て
い
た
こ
と
は
興
味
深
い
が
、
こ
の
家

永
豊
吉
と
さ
ら
に
新
渡
戸
稲
造
は
、
後
に
菊
次
郎
と
も
重
な
る
時
期
に
台
湾
総
督
府
へ
赴
任
し
て
い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
よ
う
91
。

西
郷
菊
次
郎
の
来
歴
に
関
す
る
再
検
討
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菊
次
郎
が
こ
の
留
学
時
代
に
、
も
う
一
人
の
同
志
社
関
係
者
と
も
つ
な
が
り
を
持
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
に
も
注
意
し
た
い
。
菊
次

郎
・
家
永
豊
吉
と
同
時
期
に
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
で
有
機
化
学
を
専
攻
し
て
い
た
下
村
孝
太
郎
は
、
家
永
と
同
じ
熊
本
洋
学
校

の
出
身
で
あ
り
、
両
者
は
以
前
か
ら
親
し
い
間
柄
に
あ
っ
た
92
。
家
永
を
通
じ
て
、
菊
次
郎
は
下
村
と
も
面
識
を
持
っ
た
こ
と
が
推
定
さ

れ
る
。
そ
の
後
下
村
は
新
島
襄
に
請
わ
れ
て
明
治
二
十
二
（
一
八
八
九
）
年
十
二
月
に
帰
国
す
る
が
、
二
十
四
年
七
月
に
は
北
垣
国
道
の

娘
（
養
女
）
徳
子
と
結
婚
し
て
お
り
93
、
明
治
三
十
七
（
一
九
〇
四
）
年
三
月
に
は
同
志
社
社
長
（
総
長
）
と
な
っ
て
い
る
。
後
年
の
菊

次
郎
の
京
都
時
代
へ
と
続
く
人
脈
が
、
こ
の
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
時
代
に
も
見
出
せ
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。

さ
ら
に
今
回
の
調
査
で
、
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
に
は
こ
の
留
学
時
代
に
書
か
れ
た
菊
次
郎
の
自
筆
英
文
書
簡
四
通
が
保
管
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
書
簡
は
旧
来
の
所
蔵
者Elizabeth

R
ussellLindsay

か
ら
、
歴
史
学
者H

ugh
H
aw
kins

を
通

し
て
大
学
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
94
。
書
簡
の
宛
先
はM

iss.N
annie

（A
nne

A
rm
our

Perkins

）
が
三
通
（
一
八
八
八
年
七
月
二

十
一
日
付
、
年
不
詳
九
月
二
十
三
日
付
、
同
九
月
二
十
五
日
付
）、
そ
の
姉
妹
のM

rs.L.M
ackinzie

宛
が
一
通
（
一
八
八
八
年
五
月
十

四
日
付
）
で
、
こ
の
二
人
は
菊
次
郎
の
下
宿
先615

St.PaulSt.

の
経
営
者
夫
婦
に
よ
っ
て
育
て
ら
れ
て
い
た
姪
た
ち
で
あ
っ
た
。
各

書
簡
か
ら
は
、
菊
次
郎
が
下
宿
先
の
家
族
と
一
緒
に
旅
行
す
る
な
ど
深
い
交
流
を
し
て
お
り
、
こ
の
姉
妹
と
も
親
し
か
っ
た
こ
と
が
読
み

取
れ
る
。特
に
一
八
八
八
年
七
月
二
十
一
日
付
で
旅
行
先
のLuray

か
ら615

St.PaulSt.

のA
nne

へ
宛
て
た
書
簡
に
は
、有
名
なLu-

ray

の
鍾
乳
洞
を
家
族
た
ち
と
訪
れ
た
こ
と
と
と
も
に
、
以
下
の
よ
う
な
記
述
の
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

I
heard

that
M
iss
N
annie

told
som

e
one

that
she

w
ondered

how
w
e
sentim

ental
people

could
get

along.
M
iss
N
annie

please
do
notw

orry
aboutm

e.I
alm
ostforgotw

hatthe
sentim

entalis.I
am

getting
shy

like
country

folks,
w
hoever

ut-
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ters
a
w
ord

“Love”
m
akes

m
e
shiver

of
trouble

from
fear

as
though

I
feel

som
e
dreadful

things
happen.

So
you

see
no

one
dare

to
utter

a
w
ord

“Love”
before

m
e
for
fear

itm
ightkillm

e....I
pass

m
y
tim
e
in
a
solitary

w
ay
like

a
m
onk

in

m
onastery.

A
nne

と
の
間
に
特
別
な
感
情
の
や
り
と
り
が
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
こ
の
手
紙
や
残
さ
れ
た
書
簡
中
に
は
、A

nne

側
の
感

情
は
書
か
れ
て
い
な
い
た
め
、
二
人
の
関
係
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は

A
nne

の
姪
で
書
簡
の
寄
贈
者
で
あ
るElizabeth

が
、
一
九
八
四
年
のH

ugh
H
aw
kins

へ
の
書
簡
に
てA

nne

か
ら
の
聞
き
書
き
と
し

て
以
下
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

Saigo
w
as
a
very

specialboarder,like
a
m
em
ber

of
the

fam
ily,as

you
w
illsee

by
these

enclosed
letters.H

e
w
as
in
love

w
ith
m
y
aunt,the

only
m
an
she

ever
w
anted

to
m
arry,butthe

racialdivision
m
ade

itim
possible

for
her

atthattim
e.

A
nne

も
菊
次
郎
を
愛
し
て
お
り
、
彼
と
の
結
婚
を
望
ん
で
い
た
が
、
当
時
の
人
種
的
分
断
が
そ
れ
を
許
さ
な
か
っ
た
と
す
る
。
寄
贈

書
簡
中
に
は
、
一
八
八
八
年
五
月
に
西
郷
従
道
の
妻
清
子
か
らA

nne
の
叔
母
ら
に
宛
て
て
、
菊
次
郎
へ
の
厚
遇
を
感
謝
す
る
書
簡
も
あ

り
、
そ
こ
に
は
西
郷
家
が
爵
位
を
有
し
て
い
る
こ
と
や
、
菊
次
郎
が
大
臣
の
甥
と
し
て
将
来
外
交
官
を
約
束
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
記
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
日
本
に
お
け
る
西
郷
家
の
家
格
の
高
さ
を
知
り
つ
つ
も
、
そ
れ
で
も
彼
ら
の
結
婚
は
困
難
で
あ
っ
た
状
況
が
う
か

が
わ
れ
る
。
な
お
、A

nne

は
こ
の
後
一
生
を
独
身
で
過
ご
し
、
そ
の
姪
に
こ
れ
ら
の
書
簡
が
伝
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
菊
次
郎
の
ア
メ
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リ
カ
で
の
様
相
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
貴
重
な
史
料
と
し
て
、
こ
こ
に
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

菊
次
郎
の
留
学
自
体
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
順
調
に
は
い
か
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
明
治
二
十
二
（
一
八
八
九
）
年
十
二
月
六
日
付

で
陸
奥
宗
光
公
使
よ
り
外
務
大
臣
宛
に
、
菊
次
郎
が
病
気
に
つ
き
、
医
師
の
勧
め
に
よ
り
帰
朝
療
養
の
許
可
を
求
め
て
い
る
95
。
結
局
菊

次
郎
は
陸
奥
と
と
も
に
十
二
月
末
に
ア
メ
リ
カ
を
発
ち
、
翌
二
十
三
年
一
月
二
十
五
日
に
横
浜
に
到
着
し
て
い
る
96
。
従
道
邸
に
し
ば
ら

く
滞
在
の
後
97
、
二
月
十
日
か
ら
赤
十
字
病
院
に
入
院
し
98
、
三
月
に
は
「
病
気
ニ
因
リ
留
学
ニ
勝
ヘ
難
ク
」
と
し
て
、
外
務
省
に
留
学

生
を
免
ぜ
ら
れ
る
よ
う
に
願
い
出
て
い
る
。
診
断
書
に
よ
れ
ば
、「
右
下
腿
切
断
頭
屡
々
膿
潰
シ
且
ツ
痔
結
節
ニ
罹
リ
」
と
い
う
状
態
で

あ
っ
た
。
外
務
省
は
こ
れ
を
認
め
、
留
学
中
に
支
給
さ
れ
た
学
資
の
返
納
を
特
別
に
免
除
し
て
い
る
99
。
こ
の
よ
う
に
菊
次
郎
は
宿
痾
の

た
め
に
留
学
を
中
止
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
留
学
に
つ
い
て
は
正
式
な
履
歴
書
に
は
記
載
さ
れ
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ

る
。

４
．
台
湾
赴
任
の
背
景
と
着
任
初
期
の
実
態

⑴

新
納
家
と
の
養
子
縁
組

志
半
ば
で
の
帰
国
か
ら
半
年
の
後
、
明
治
二
十
三
年
十
月
に
菊
次
郎
は
宮
内
省
式
部
官
に
任
ぜ
ら
れ
、
続
い
て
翌
年
八
月
に
は
再
び
外

務
省
に
て
、
試
補
そ
し
て
翻
訳
官
に
任
命
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
復
職
に
は
、
陸
奥
宗
光
と
榎
本
武
揚
の
関
与
が
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ

る
100
。
し
か
し
そ
の
年
の
十
二
月
二
十
一
日
に
は
菊
次
郎
は
翻
訳
官
を
依
願
免
職
し
て
お
り
、
こ
の
あ
と
明
治
二
十
八
年
ま
で
の
彼
の
履

歴
書
は
再
び
空
白
期
間
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
期
間
の
菊
次
郎
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
研
究
で
は
鹿
児
島
に
帰
り
、
療
養
生
活
を
送
っ
て
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い
た
と
さ
れ
て
き
た
�
。
し
か
し
そ
の
実
態
は
、
大
き
く
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
た
い
。

外
務
省
免
官
の
翌
月
、
明
治
二
十
五
年
一
月
十
八
日
に
は
、
西
郷
従
道
が
西
郷
菊
次
郎
・
西
郷
隆
準
を
伴
っ
て
、
鹿
児
島
へ
と
出
発
し

た
こ
と
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
�
。
こ
れ
は
前
年
十
二
月
二
十
五
日
、
樺
山
資
紀
の
「
蛮
勇
演
説
」
な
ど
を
契
機
と
し
て
衆
議
院
が
解
散
さ

れ
、
二
月
に
第
二
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
が
予
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
吏
党
側
を
代
表
す
る
位
置
付
け
に
あ
っ

た
従
道
は
、
遊
猟
の
名
目
で
二
十
九
日
ま
で
鹿
児
島
か
ら
熊
本
を
廻
り
、
加
治
木
な
ど
各
地
で
演
説
会
・
親
睦
会
を
行
っ
て
い
る
�
。
一

行
の
な
か
に
は
、
鹿
児
島
の
柏
田
盛
文
ら
と
と
も
に
菊
次
郎
と
隆
準
の
名
が
み
え
る
。

こ
の
時
期
の
菊
次
郎
が
吏
党
の
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
た
こ
と
は
、
以
下
の
事
実
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
。
選
挙
後
の
四
月
一
日
、
東

京
神
田
の
開
花
楼
に
て
「
温
和
派
」
と
称
す
る
吏
党
側
関
係
者
の
懇
親
会
が
開
か
れ
た
が
、
そ
の
参
加
者
の
う
ち
に
西
郷
菊
次
郎
の
名
が

み
え
る
�
。
こ
の
集
会
に
は
、
石
川
の
国
民
派
、
佐
賀
の
同
成
会
、
福
岡
の
玄
洋
社
、
鹿
児
島
の
独
立
派
、
奥
羽
同
志
会
な
ど
の
九
団
体

が
参
加
し
、
そ
の
出
席
者
二
十
余
名
の
な
か
に
は
、
頭
山
満
・
白
井
遠
平
・
西
郷
菊
次
郎
・
藪
広
光
・
大
島
信
ら
が
あ
げ
ら
れ
て
い

る
�
。
玄
洋
社
の
頭
山
満
の
名
が
あ
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
が
、
後
の
大
正
十
三
年
頃
に
は
、
菊
次
郎
の
長
男
隆
吉
が
東
京
の
頭
山
満
宅

に
預
け
ら
れ
て
い
た
と
の
所
伝
も
あ
り
�
、
こ
の
当
時
す
で
に
二
人
の
間
に
接
点
が
あ
っ
た
こ
と
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。

続
く
六
月
に
は
、
西
郷
従
道
を
会
頭
、
品
川
弥
二
郎
を
副
会
頭
と
し
て
国
民
協
会
が
設
立
さ
れ
た
が
、
菊
次
郎
は
品
川
の
鹿
児
島
遊
説

に
も
随
行
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
�
。
以
上
の
よ
う
に
品
川
弥
二
郎
・
西
郷
従
道
ら
の
意
を
う
け
て
吏
党
を
支
援
し
た
菊
次
郎
は
、

民
党
側
か
ら
大
き
な
反
発
を
受
け
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
西
郷
隆
盛
像
建
立
の
寄
付
金
が
減
少
し
た
と
揶
揄
す
る
新
聞
記
事
も
み
ら
れ

る
�
。翌

明
治
二
十
六
年
五
月
、
鹿
児
島
で
は
樺
山
資
紀
の
呼
び
か
け
に
よ
っ
て
吏
党
の
団
体
で
あ
る
「
春
秋
会
」
が
結
成
さ
れ
、
そ
の
主
要
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メ
ン
バ
ー
と
し
て
西
郷
菊
次
郎
と
椎
原
国
幹
の
名
が
み
え
て
い
る
�
。
続
く
六
月
の
鹿
児
島
県
第
六
区
衆
議
院
議
員
補
欠
選
挙
で
も
、
菊

次
郎
は
吏
党
の
候
補
者
を
支
援
し
て
い
る
�
。

こ
こ
で
筆
者
が
注
目
し
た
い
の
は
、
明
治
二
十
七
年
三
月
に
実
施
さ
れ
た
第
三
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
と
菊
次
郎
の
関
わ
り
で
あ
る
。

二
月
半
ば
の
新
聞
各
社
は
、
菊
次
郎
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
な
注
目
す
べ
き
記
事
を
掲
載
し
て
い
る
。

「（
鹿
児
島
の
吏
党
側
候
補
と
し
て
）
五
区
は
西
郷
菊
次
郎
な
ら
ん
が
無
資
格
の
為
め
他
の
養
子
と
な
ら
ん
」（「
東
京
朝
日
新
聞
」
二

月
十
一
日
）

「
非
民
党
候
補
者
西
郷
菊
次
郎
氏
ハ
予
報
の
如
く
愈
々
新
納
某
の
養
子
と
な
り
第
五
区
よ
り
打
て
出
づ
」（「
東
京
朝
日
新
聞
」
二
月

十
六
日
）

「
鹿
児
島
県
第
五
区
候
補
者
ハ
河
島
惇
氏
独
舞
台
の
有
様
な
り
し
が
、
今
度
西
郷
菊
次
郎
氏
新
納
菊
次
郎
と
改
姓
し
て
突
然
打
て
出

て
、
其
運
動
頗
る
機
敏
な
れ
バ
流
石
ハ
大
西
郷
の
子
息
な
り
と
て
撰
挙
区
民
も
大
に
同
氏
に
帰
し
、
河
島
氏
ハ
頗
る
苦
戦
の
実
況
な

れ
ど
も
（
中
略
）
両
氏
の
勢
力
伯
仲
の
間
に
在
り
て
勝
敗
未
だ
孰
れ
と
も
判
然
せ
ざ
る
よ
し
」（「
読
売
新
聞
」
二
月
二
十
日
）

こ
の
報
道
が
事
実
で
あ
る
な
ら
ば
、
菊
次
郎
は
選
挙
の
た
め
に
、
西
郷
家
の
籍
を
離
れ
て
新
納
家
に
養
子
に
入
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ

れ
ま
で
の
菊
次
郎
に
関
す
る
先
行
研
究
で
は
、
こ
の
よ
う
な
所
伝
に
は
全
く
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
「
読
売
新
聞
」
で
は
明
治
二

十
八
年
三
月
段
階
で
も
「
第
一
子
菊
二
郎
氏
は
翁
の
大
島
流
寓
中
妾
腹
に
生
れ
、
今
新
納
家
を
継
ぐ
、
寅
太
郎
氏
は
本
妻
岩
山
氏
の
第
一

子
に
し
て
、
家
を
継
ぐ
」
と
し
て
お
り
�
、
当
時
広
く
流
布
し
た
所
伝
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
注
目
す
べ
き
は
、
鹿
児
島
で
大
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正
七
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
鹿
児
島
県
政
党
史
』
で
あ
る
。
こ
こ
に
も
「
第
五
区
は
河
島
惇
（
民
）
対
新
納
菊
次
郎
（
吏
）、
此
の
新
納
は
、

前
に
も
記
し
た
如
く
、
西
郷
南
洲
の
庶
子
で
あ
っ
て
、
選
挙
の
為
め
に
一
時
改
称
し
た
の
で
あ
る
」
と
の
記
述
が
あ
る
�
。『
鹿
児
島
県

政
党
史
』
は
地
元
鹿
児
島
の
薩
藩
史
料
調
査
会
の
編
に
な
り
、
そ
の
刊
行
時
、
菊
次
郎
を
は
じ
め
存
命
中
の
関
係
者
も
い
た
こ
と
か
ら
、

こ
の
所
伝
を
単
な
る
誤
報
と
捨
象
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

そ
の
検
証
に
は
菊
次
郎
の
戸
籍
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。
台
湾
総
督
府
文
書
中
に
は
、
明
治
三
十
六
年
三
月
に
菊
次
郎
の
提
出
し
た

西
郷
家
の
戸
籍
謄
本
が
収
録
さ
れ
て
い
る
�
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、「
戸
主
」
寅
太
郎
の
「
庶
兄
」
で
あ
る
菊
次
郎
の
欄
は
、
朱
線
で
い
っ

た
ん
抹
消
さ
れ
、「
明
治
二
十
七
年
二
月
十
六
日
鹿
児
島
縣
北
伊
佐
郡
大
口
村
里
士
族
新
納
喜
兵
衛
養
嗣
子
ト
ナ
ル
」
と
朱
筆
さ
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
後
欄
に
て
、
明
治
二
十
八
年
六
月
二
十
日
に
そ
れ
を
解
消
し
復
籍
し
た
と
の
記
載
が
あ
る
。
明
治
二
十
六
年
一
月
に
結
婚
し

た
妻
ヒ
サ
も
、
同
様
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
戸
籍
か
ら
、
菊
次
郎
の
新
納
家
と
の
養
子
縁
組
は
事
実
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

菊
次
郎
が
養
子
に
入
っ
た
新
納
喜
兵
衛
に
つ
い
て
は
不
詳
で
あ
る
が
、
第
五
区
に
含
ま
れ
る
大
口
村
に
関
わ
る
新
納
家
と
し
て
は
、
か

つ
て
大
口
村
に
所
領
の
あ
っ
た
新
納
久
脩
家
が
想
起
さ
れ
る
。
久
脩
は
薩
摩
藩
家
老
の
息
子
に
生
ま
れ
、
幕
末
に
は
藩
の
留
学
生
を
引
率

し
て
イ
ギ
リ
ス
に
赴
い
て
い
る
。
維
新
後
は
新
政
府
に
出
仕
し
、
明
治
十
八
年
に
は
奄
美
大
島
島
司
も
つ
と
め
た
。
久
脩
は
明
治
二
十
二

年
に
死
去
し
て
お
り
、
明
治
二
十
七
年
当
時
は
久
脩
の
息
子
、
陸
軍
大
学
校
教
授
の
竹
之
助
の
代
で
あ
る
�
。
菊
次
郎
の
養
子
縁
組
に
つ

い
て
報
じ
た
同
年
二
月
二
十
四
日
付
のThe

Japan
W
eekly

M
ail

紙
に
お
い
て
も
、“The

fam
ily
of
N
iino

is
very

illustrious,having

alw
ays

occupied
the

firstplace
am
ong

the
hereditary

retainers
of
Shim

azu,and
itstillenjoys

high
prestige

in
the

district.”

と

あ
り
、
こ
の
新
納
家
の
一
族
な
ら
ば
、
西
郷
家
に
匹
敵
す
る
家
老
の
家
柄
と
し
て
、
菊
次
郎
夫
妻
の
養
子
入
り
も
あ
り
え
た
と
推
測
さ
れ

る
�
。
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な
お
、
三
月
一
日
に
行
わ
れ
た
第
三
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
で
、
鹿
児
島
第
五
区
の
結
果
は
、
河
島
惇
（
立
憲
革
新
党
）
七
二
七
票
、

新
納
菊
次
郎
（
国
民
協
会
）
五
〇
三
票
で
、
民
党
の
河
島
の
勝
利
で
あ
っ
た
�
。
こ
の
半
年
後
、
九
月
一
日
に
続
い
て
実
施
さ
れ
た
第
四

回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
に
お
い
て
も
、
鹿
児
島
第
五
区
は
両
者
の
対
決
と
な
っ
た
が
、
結
果
は
河
島
七
六
三
票
、
新
納
四
三
三
票
で
あ
っ

た
。
こ
の
よ
う
な
結
果
は
、
菊
次
郎
と
新
納
家
の
養
子
縁
組
の
解
消
に
影
響
し
た
可
能
性
が
高
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
菊
次
郎
の
明
治
二
十
四
年
以
降
の
三
年
間
は
、
叔
父
従
道
や
樺
山
資
紀
な
ど
薩
閥
関
係
者
の
政
治
的
動
向
に
翻
弄
さ

れ
、
苦
難
の
続
い
た
時
期
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
は
同
時
に
、
彼
の
庶
子
と
し
て
の
微
妙
な
立
場
を
も
う
か
が
わ
せ
る
も

の
で
あ
る
。
菊
次
郎
の
台
湾
赴
任
の
背
景
に
は
、
こ
の
よ
う
な
事
情
が
あ
っ
た
こ
と
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

⑵

台
湾
で
の
伝
染
病
対
策
と
上
水
道
の
敷
設

明
治
二
十
八
年
四
月
十
二
日
、
菊
次
郎
は
陸
軍
省
雇
員
を
命
じ
ら
れ
、
台
湾
へ
赴
く
。
日
清
戦
争
終
結
に
伴
い
日
本
に
割
譲
さ
れ
た
台

湾
で
は
、
残
留
清
兵
や
現
地
の
勢
力
が
強
い
抵
抗
を
見
せ
て
お
り
、
未
だ
戦
闘
状
況
に
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
日
本
政
府
は
軍
隊
に
よ
る

鎮
圧
と
、
統
治
を
担
う
行
政
官
の
派
遣
を
同
時
に
進
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
菊
次
郎
の
陸
軍
省
雇
員
の
身
分
は
、
五
月
に
は
台
湾
総
督
府

参
事
官
心
得
へ
と
切
り
替
え
ら
れ
て
い
る
。

台
湾
総
督
府
の
初
代
総
督
は
樺
山
資
紀
で
あ
り
、
そ
の
赴
任
当
初
の
武
官
・
文
官
に
は
薩
摩
の
関
係
者
が
多
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
。
台
湾
の
武
力
平
定
に
派
遣
さ
れ
た
近
衛
第
三
連
隊
の
う
ち
に
、
第
二
中
隊
長
と
し
て
西
郷
寅
太
郎
が
い
た
こ
と
は
従
来
か
ら
指
摘
さ

れ
て
い
る
が
�
、
本
稿
で
は
さ
ら
に
、
西
郷
隆
準
も
同
時
期
に
台
湾
の
行
政
官
に
任
命
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
西
郷
隆
準
は

当
時
式
部
官
で
あ
り
、
二
十
八
年
四
月
に
遼
寧
省
営
口
へ
の
移
動
命
令
を
受
け
た
が
、
そ
れ
が
「
ナ
ン
ペ
ウ
」
へ
と
変
更
さ
れ
�
、
さ
ら
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に
五
月
二
十
日
に
は
菊
次
郎
と
同
じ
く
台
湾
総
督
府
の
参
事
官
心
得
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
�
。
そ
の
後
明
治
二
十
九
年
十
月
に
は
す
で
に

式
部
官
に
戻
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
台
湾
で
の
勤
務
は
短
期
間
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
�
。
し
か
し
台
湾
の
割
譲
当
初
の
時
期
に
、
菊
次

郎
・
寅
太
郎
・
隆
準
が
そ
ろ
っ
て
台
湾
に
赴
任
し
て
い
た
こ
と
は
、
西
郷
従
道
の
「
征
台
の
役
」
で
の
活
躍
と
重
な
る
イ
メ
ー
ジ
を
喚
起

す
る
よ
う
で
興
味
深
い
。

菊
次
郎
の
台
湾
総
督
府
で
の
役
職
と
事
績
に
つ
い
て
は
、
明
治
三
十
年
五
月
以
降
の
宜
蘭
庁
長
時
代
の
活
躍
が
著
名
で
あ
る
が
、
本
稿

で
は
従
来
の
研
究
で
は
ほ
と
ん
ど
触
れ
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
宜
蘭
以
前
の
時
代
、
特
に
明
治
二
十
八
年
七
月
の
安
平
出
張
所
長
か
ら

明
治
三
十
年
五
月
の
基
隆
支
庁
長
ま
で
の
事
績
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
い
。
こ
の
時
期
の
菊
次
郎
の
活
動
に
は
、
後
の
京
都
時
代
に
も

つ
な
が
る
重
要
な
意
味
を
見
出
せ
る
か
ら
で
あ
る
。

台
南
地
方
が
平
定
さ
れ
た
の
は
明
治
二
十
八
年
十
月
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
り
、
安
平
出
張
所
が
開
庁
し
た
の
は
十
一
月
一
日
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
こ
の
出
張
所
は
当
初
か
ら
台
南
民
政
支
部
の
暫
定
的
機
関
と
し
て
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
菊
次
郎
は
そ
の
十
二
月
末
の
廃

庁
ま
で
所
長
を
つ
と
め
た
�
。
こ
の
間
、
安
平
市
街
の
清
掃
・
衛
生
保
持
を
徹
底
さ
せ
る
と
と
も
に
、
安
平
港
の
浚
渫
工
事
の
実
現
に
も

尽
力
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
�
。
翌
年
二
月
二
十
二
日
に
は
、「
横
山
資
英
外
事
課
長
不
在
中
事
務
代
理
」
と
「
大
久
保
利
武
淡

水
支
庁
長
不
在
中
事
務
代
理
」
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
�
。
こ
の
二
ヶ
月
後
、
四
月
二
十
四
日
に
は
台
北
県
基
隆
支
庁
長
に
任
ぜ
ら
れ
、
翌

年
五
月
に
宜
蘭
庁
長
と
な
る
ま
で
の
一
年
余
を
過
ご
し
て
い
る
。

こ
の
彼
の
当
初
の
任
地
、
安
平
・
淡
水
・
基
隆
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
一
八
六
〇
年
の
北
京
条
約
に
よ
る
開
港
場
で
あ
り
�
、
イ
ギ

リ
ス
・
ド
イ
ツ
・
フ
ラ
ン
ス
な
ど
の
外
国
人
居
留
地
が
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
こ
れ
ら
の
居
留
地
で
は
衛
生
問
題
、
す

な
わ
ち
市
街
地
の
数
少
な
い
井
戸
を
水
源
と
す
る
た
め
に
、
伝
染
病
の
不
安
と
飲
用
水
不
足
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
た
�
。
こ
の
よ
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う
な
事
情
に
よ
り
、
特
に
淡
水
と
基
隆
に
は
台
湾
で
最
も
早
く
近
代
水
道
が
相
次
い
で
導
入
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
菊
次
郎
は
そ
の
い
ず

れ
の
計
画
に
も
携
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

淡
水
水
道
は
、
明
治
二
十
八
年
七
月
よ
り
大
久
保
利
武
淡
水
支
庁
長
の
下
で
計
画
が
始
ま
っ
た
が
、
そ
れ
が
具
体
的
に
動
き
出
し
た
の

は
明
治
二
十
九
年
二
月
の
専
門
技
師
の
着
任
以
降
で
あ
り
、
特
に
三
月
二
十
一
日
に
は
西
郷
菊
次
郎
淡
水
支
庁
長
代
理
よ
り
、「
技
師
か

ら
二
種
類
の
設
計
案
の
提
出
が
あ
り
、
工
費
節
約
の
た
め
に
簡
易
な
第
二
号
案
を
も
と
に
工
事
に
着
手
し
た
い
」
旨
の
稟
議
が
出
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
計
画
が
認
め
ら
れ
、
八
月
よ
り
工
事
開
始
と
な
っ
て
い
る
�
。

ま
た
基
隆
水
道
は
、
淡
水
の
二
倍
以
上
、
約
三
万
人
を
給
水
予
定
人
口
と
し
て
設
計
さ
れ
た
大
規
模
な
計
画
で
あ
り
、
明
治
二
十
九
年

九
月
、
内
務
省
衛
生
局
の
お
雇
い
外
国
人
で
あ
っ
た
バ
ル
ト
ン
に
調
査
が
命
じ
ら
れ
た
�
。
翌
年
四
月
、
河
水
を
直
接
送
水
す
る
第
一
工

事
と
、
濾
過
池
・
沈
澄
池
・
浄
水
池
を
設
置
す
る
第
二
工
事
か
ら
な
る
設
計
案
が
提
出
さ
れ
た
が
、
予
算
不
足
か
ら
第
一
工
事
の
み
実
施

す
る
こ
と
と
な
り
、
明
治
三
十
一
年
に
着
工
し
た
。
三
十
二
年
以
降
、
第
二
工
事
を
継
続
し
、
明
治
三
十
五
年
に
竣
工
し
て
い
る
�
。
菊

次
郎
の
基
隆
支
庁
長
在
任
は
明
治
二
十
九
年
四
月
二
十
四
日
か
ら
翌
年
五
月
二
十
六
日
で
あ
り
、
淡
水
の
場
合
と
同
様
に
、
水
道
の
設
計

・
立
案
と
予
算
取
得
の
プ
ロ
セ
ス
に
、
彼
が
直
接
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
な
お
こ
の
時
期
、
淡
水
・
基
隆
の
両
支
庁
の
上
に

あ
っ
た
台
北
県
の
知
事
は
、
菊
次
郎
と
は
旧
知
の
橋
口
文
蔵
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
こ
の
明
治
二
十
九
年
に
は
、
日
本
統
治
下
の
台
湾
で
初
め
て
の
ペ
ス
ト
が
発
生
し
た
こ
と
に
も
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
香
港

・
広
東
で
の
流
行
を
う
け
て
、
四
月
に
ま
ず
安
平
で
ペ
ス
ト
患
者
が
発
生
し
、
十
月
に
は
台
北
に
て
日
本
人
初
の
ペ
ス
ト
患
者
が
確
認
さ

れ
た
�
。
こ
れ
を
受
け
て
台
北
県
下
で
は
、
基
隆
・
淡
水
・
新
竹
の
三
支
庁
内
に
臨
時
検
疫
本
部
を
置
き
、
船
舶
検
疫
を
徹
底
す
る
な
ど

の
対
策
を
取
っ
た
が
、
菊
次
郎
も
六
月
よ
り
「
伝
染
病
臨
時
予
防
支
部
長
」
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
�
。
台
湾
は
す
で
に
征
台
の
役
の
時
代
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か
ら
、
マ
ラ
リ
ア
や
コ
レ
ラ
の
蔓
延
す
る
「
瘴
癘
の
地
」
と
し
て
恐
れ
ら
れ
て
き
た
が
、
こ
の
年
日
本
が
初
め
て
経
験
し
た
ペ
ス
ト
の
脅

威
は
、
井
戸
水
汚
染
の
恐
怖
と
近
代
水
道
の
敷
設
要
求
に
さ
ら
に
拍
車
を
か
け
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

一
般
に
、
台
湾
で
の
衛
生
政
策
は
後
藤
新
平
が
着
任
し
た
明
治
三
十
一
年
以
降
に
後
に
本
格
化
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
居
留

地
を
中
心
と
す
る
都
市
部
で
は
、
こ
の
よ
う
に
そ
れ
以
前
か
ら
積
極
的
な
施
策
が
進
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
菊
次
郎
は
こ

れ
ら
の
事
業
に
最
前
線
で
携
わ
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
彼
は
台
湾
赴
任
の
初
期
、
淡
水
・
基
隆
支
庁
長
在
任
時
に
お

い
て
も
、
居
留
地
で
の
伝
染
病
と
近
代
水
道
の
設
置
と
い
う
、
横
浜
と
共
通
し
た
体
験
に
直
面
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

⑶

拓
殖
務
次
官
・
北
垣
国
道
と
の
接
点

さ
ら
に
、
菊
次
郎
の
淡
水
支
庁
長
代
理
時
代
に
関
し
て
、
彼
が
外
事
課
長
代
理
を
兼
任
し
て
い
た
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
彼
の
前
任
の

大
久
保
利
武
も
一
時
両
職
を
兼
任
し
て
お
り
、
淡
水
に
は
イ
ギ
リ
ス
は
じ
め
各
国
の
領
事
館
が
存
在
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ

る
。
外
事
課
と
は
、
日
本
の
領
台
に
伴
っ
て
生
じ
る
各
国
と
の
利
害
調
整
、
す
な
わ
ち
樟
脳
・
阿
片
な
ど
の
通
商
や
居
留
地
の
問
題
に
つ

い
て
、
交
渉
の
最
前
線
に
立
っ
た
部
局
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
の
外
事
課
の
抱
え
る
案
件
は
、
直
接
外
務
省
へ
上
げ
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、

い
っ
た
ん
拓
殖
務
省
を
経
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
そ
の
後
拓
殖
務
大
臣
か
ら
外
務
大
臣
へ
と
伝
達
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
お
り
、
領
台
の
当
初
に
は
こ
の
よ
う
な
二
重
体
制
が
存
在
し
て
い
た
�
。
そ
の
煩
雑
さ
の
た
め
に
拓
殖
務
省
は
明
治
三
十
年
九
月
に

は
廃
止
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
菊
次
郎
の
外
事
課
長
代
理
在
任
時
は
、
ま
だ
こ
の
二
重
体
制
の
下
に
あ
っ
た
。

重
要
な
こ
と
は
、
こ
の
外
事
課
か
ら
の
報
告
を
受
け
る
拓
殖
務
省
の
次
官
が
、
北
垣
国
道
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
彼
は
明
治
二
十
九
年

四
月
三
日
よ
り
三
十
年
七
月
十
五
日
ま
で
大
臣
高
島
鞍
之
助
の
下
で
拓
殖
務
省
次
官
と
し
て
実
務
を
総
括
し
て
お
り
、
台
湾
総
督
府
と
緊
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密
な
や
り
と
り
を
し
て
い
た
。
そ
の
時
期
が
、
菊
次
郎
の
外
事
課
長
代
理
時
代
と
も
重
な
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
例
え
ば
、
明

治
二
十
六
年
六
月
二
日
に
起
草
さ
れ
た
在
淡
水
英
国
領
事
館
の
敷
地
移
転
に
関
す
る
案
件
で
は
、
北
垣
次
官
宛
て
の
総
督
府
民
政
局
長
か

ら
の
報
告
書
の
な
か
に
、
菊
次
郎
が
英
国
領
事
ら
と
と
も
に
現
地
に
向
か
い
、
そ
の
交
渉
に
当
た
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
�
。
つ
ま

り
北
垣
と
菊
次
郎
は
こ
の
時
期
、
職
務
上
の
つ
な
が
り
が
あ
り
、
北
垣
は
菊
次
郎
の
仕
事
ぶ
り
を
直
接
知
る
こ
と
の
で
き
る
立
場
に
あ
っ

た
の
で
あ
る
。

こ
の
明
治
二
十
九
・
三
十
年
頃
の
台
湾
総
督
府
で
は
、
官
吏
の
不
正
や
横
領
が
相
次
い
で
お
り
、
綱
紀
粛
正
を
目
指
し
た
乃
木
希
典
総

督
で
さ
え
も
そ
の
任
を
果
た
せ
ず
、
辞
任
に
至
る
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
た
�
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
本
土
に
聞
こ
え
て
く
る
菊
次
郎
の
評

判
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

「
台
湾
総
督
府
文
官
中
二
派
あ
り
て
互
ひ
に
軋
轢
す
る
中
に
、
其
渦
中
に
没
せ
ず
超
然
局
外
の
地
位
に
あ
り
て
専
ら
政
務
に
鞅
掌
す

る
一
派
あ
り
。
西
郷
菊
次
郎
氏
の
一
派
是
な
り
。
此
一
派
ハ
互
に
相
戒
め
最
も
廉
潔
を
重
ん
じ
、
最
も
正
直
を
旨
と
し
て
他
の
朋
党

に
與
せ
ず
、
一
意
孜
々
台
湾
の
進
歩
発
達
を
計
画
期
図
し
居
る
も
、
其
人
員
ハ
僅
々
十
数
人
に
過
ぎ
ず
、
其
他
ハ
殆
ど
朋
党
渦
中
に

没
し
狂
奔
し
居
る
と
云
ふ
」（「
東
京
朝
日
新
聞
」
明
治
三
十
年
五
月
二
十
八
日
）

こ
の
記
事
は
、
彼
の
有
名
な
宜
蘭
庁
長
時
代
よ
り
も
前
の
も
の
で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
北
垣
は
、
三
十
年
七
月
の
拓
殖
務
省
退

官
後
も
台
湾
に
赴
任
し
た
元
部
下
な
ど
か
ら
現
地
の
情
報
を
得
て
お
り
�
、
こ
の
後
宜
蘭
時
代
に
続
く
菊
次
郎
の
評
価
に
つ
い
て
も
、
耳

に
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
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一
方
、
こ
の
頃
の
京
都
で
は
、
明
治
二
十
八
年
の
内
国
勧
業
博
覧
会
・
平
安
遷
都
紀
念
祭
開
催
を
契
機
と
し
て
衛
生
問
題
が
重
視
さ

れ
�
、
同
年
に
は
バ
ル
ト
ン
を
招
聘
し
て
下
水
道
の
調
査
を
委
託
す
る
な
ど
�
、
都
市
の
近
代
化
と
衛
生
環
境
、
特
に
伝
染
病
予
防
と
上

下
水
道
の
整
備
に
関
心
が
集
ま
っ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
明
治
三
十
年
代
に
入
り
、
初
代
の
勅
裁
市
長
、
内
貴
甚
三
郎
の
時
代
に
至
っ

て
も
、
そ
の
着
工
の
目
処
さ
え
立
た
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。
元
京
都
府
知
事
と
し
て
こ
れ
を
憂
い
て
い
た
北
垣
に
と
っ
て
、
台
湾
の
居
留

地
で
の
関
係
事
案
を
処
理
し
、
そ
の
上
水
道
設
置
を
迅
速
に
実
現
さ
せ
た
菊
次
郎
の
手
腕
は
、
印
象
に
残
る
も
の
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

こ
こ
に
お
い
て
、
北
垣
が
菊
次
郎
を
京
都
市
長
に
擁
立
し
た
背
景
の
一
端
が
見
え
て
く
る
。
北
垣
は
「（
西
郷
菊
次
郎
市
長
を
）
推
薦

し
た
る
は
余
に
て
、
故
児
玉
男
が
保
証
人
た
り
」
と
述
べ
て
い
る
�
。
さ
ら
に
児
玉
か
ら
話
を
受
け
た
桂
太
郎
首
相
が
、
菊
次
郎
を
京
都

市
長
に
推
薦
す
る
こ
と
を
大
森
鍾
一
京
都
府
知
事
に
依
頼
し
た
と
さ
れ
る
�
。
桂
太
郎
と
児
玉
源
太
郎
は
、
い
ず
れ
も
台
湾
総
督
府
の
初

期
の
総
督
（
第
二
代
と
第
四
代
）
で
あ
り
、
菊
次
郎
を
直
接
知
る
人
物
で
あ
る
。

さ
ら
に
本
稿
で
は
、
秋
元
せ
き
氏
に
よ
っ
て
見
出
さ
れ
た
桂
の
大
森
宛
書
状
に
注
目
し
た
い
�
。

（
前
略
）
故
大
西
郷
之
一
子
に
し
て
、
二
十
八
年
来
台
湾
に
奉
職
い
た
し
先
般
罷
職
帰
京
い
た
し
居
候
、
西
郷
菊
次
郎
を
採
用
に
相

成
申
間
敷
哉
、
当
人
ハ
老
生
曽
而
台
湾
に
惣
督
た
り
し
と
き
も
親
シ
ク
本
人
之
性
質
ハ
勿
論
、
其
手
並
も
篤
と
承
知
い
た
し
居
候
者

ニ
而
、
市
長
之
如
き
ハ
尤
モ
適
当
之
職
と
相
考
申
候
（
後
略
）

桂
は
菊
次
郎
の
台
湾
で
の
行
政
手
腕
を
高
く
評
価
し
て
い
る
が
、「
老
生
曽
而
台
湾
に
惣
督
た
り
し
と
き
も
親
シ
ク
」
交
際
し
て
い
た
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背
景
と
し
て
、
両
者
の
間
に
横
浜
の
フ
ァ
ブ
ル
ブ
ラ
ン
ト
の
存
在
が
あ
っ
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
桂
や
井
上
馨
・
伊
藤
博
文

ら
の
長
州
閥
も
幕
末
以
来
フ
ァ
ブ
ル
ブ
ラ
ン
ト
か
ら
武
器
を
購
入
し
、
交
流
を
持
っ
て
い
た
が
、
特
に
桂
は
明
治
初
頭
の
ス
イ
ス
滞
在
の

際
に
は
フ
ァ
ブ
ル
ブ
ラ
ン
ト
の
母
親
宅
に
宿
泊
し
た
間
柄
で
あ
っ
た
�
。
フ
ァ
ブ
ル
ブ
ラ
ン
ト
の
誼
を
通
し
て
、
菊
次
郎
と
桂
の
親
交
が

深
ま
っ
た
可
能
性
の
あ
る
こ
と
を
憶
測
し
て
お
き
た
い
�
。

以
上
の
よ
う
に
、
台
湾
総
督
府
の
赴
任
初
期
の
活
動
と
人
脈
が
、
菊
次
郎
の
京
都
市
長
就
任
へ
と
大
き
く
作
用
し
た
こ
と
が
推
測
さ
れ

る
の
で
あ
る
が
、
京
都
時
代
の
菊
次
郎
に
と
っ
て
も
、
こ
の
台
湾
で
培
っ
た
人
脈
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え

る
。
西
郷
市
長
の
右
腕
と
し
て
明
治
三
十
八
年
二
月
か
ら
高
級
助
役
に
就
任
し
た
川
村
鉚
次
郎
は
、
中
立
銀
行
副
支
配
人
兼
台
湾
出
張
所

長
を
経
て
百
三
十
銀
行
若
松
支
店
長
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
が
�
、
台
湾
総
督
府
文
書
に
よ
れ
ば
、
明
治
二
十
八
年
十
月
に
は
総
督
府
の
民

政
局
経
理
課
事
務
嘱
託
と
し
て
勤
務
し
て
お
り
、
さ
ら
に
翌
年
七
月
に
は
基
隆
支
庁
兼
務
と
な
っ
て
い
る
�
。
彼
も
や
は
り
、
台
湾
総
督

府
時
代
初
期
の
知
己
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
川
村
は
、
助
役
だ
け
で
な
く
第
二
琵
琶
湖
疏
水
と
上
水
道
工
事
を
統
轄
す
る
臨
時
事
業
部

の
部
長
を
兼
任
し
、
菊
次
郎
を
直
接
支
え
た
人
物
で
あ
る
�
。
そ
の
二
人
の
関
係
性
が
、
基
隆
時
代
に
培
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は

重
視
さ
れ
よ
う
。

５
．
西
郷
菊
次
郎
と
京
都
邸

以
上
の
よ
う
な
菊
次
郎
の
経
歴
を
た
ど
れ
ば
、
こ
の
時
代
の
京
都
に
他
な
ら
ぬ
彼
が
市
長
と
し
て
求
め
ら
れ
た
理
由
が
み
え
て
く
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
京
都
市
内
に
お
い
て
も
、
一
八
九
〇
年
代
の
十
年
間
で
腸
チ
フ
ス
・
コ
レ
ラ
・
赤
痢
等
の
患
者
数
は
一
万
人
を
超
え
て
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お
り
、
下
水
か
ら
の
浸
透
を
防
げ
な
い
井
戸
水
の
汚
染
は
、
す
で
に
相
当
深
刻
な
状
態
に
あ
っ
た
�
。
伝
染
病
予
防
と
上
下
水
道
整
備

は
、
京
都
が
近
代
都
市
へ
と
脱
皮
す
る
の
に
不
可
欠
な
施
策
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
明
治
三
十
九
年
に
彼
自
身
が

民
間
の
雑
誌
に
向
け
て
語
っ
た
言
葉
が
あ
る
�
。

山
紫
水
明
の
地
を
呼
ぶ
に
衛
生
上
危
険
の
地
な
り
と
云
ふ
が
如
き
は
、
頗
る
解
す
べ
か
ら
ざ
る
に
似
た
り
と
雖
も
、
ペ
ス
ト
の
如

き
悪
疫
こ
そ
未
だ
侵
入
せ
ざ
れ
、
腸
窒
扶
斯
、
赤
痢
の
如
き
に
至
り
て
は
其
発
生
実
に
頻
々
た
り
、（
中
略
）
水
道
の
無
き
は
京
都

市
の
一
大
欠
点
な
り
。
前
述
の
如
く
京
都
の
水
は
決
し
て
良
水
に
あ
ら
ざ
る
に
、
未
だ
に
他
よ
り
良
水
を
供
給
す
る
の
法
を
講
ず
る

に
至
ら
ざ
り
し
は
市
の
不
面
目
の
極
み
と
や
云
は
ん
。（
中
略
）
水
道
の
設
備
は
単
に
利
便
衛
生
の
上
よ
り
其
必
要
を
認
む
べ
き
に

止
ま
ら
ず
し
て
、
都
市
と
し
て
の
面
目
上
亦
必
ず
や
之
れ
が
設
備
な
か
る
べ
か
ら
ず
。

こ
の
言
葉
は
、
横
浜
や
台
湾
の
居
留
地
で
都
市
衛
生
と
上
水
道
敷
設
に
関
わ
っ
た
彼
の
経
験
を
彷
彿
さ
せ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
菊
次
郎

は
こ
の
よ
う
な
強
い
意
志
を
も
っ
て
第
二
疏
水
と
上
水
道
の
建
設
に
臨
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
困
難
な
事
業
が
七
年
目
を
迎

え
た
頃
、
つ
い
に
菊
次
郎
は
喀
血
す
る
。
彼
は
右
脚
の
宿
痾
に
加
え
て
、
台
湾
在
任
中
に
は
マ
ラ
リ
ア
に
も
罹
患
し
て
い
た
の
で
あ
る

が
�
、
さ
ら
に
結
核
を
発
症
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
理
由
と
し
て
明
治
四
十
四
年
五
月
、
彼
は
二
期
目
の
任
期
を
五
年
以
上
残
し
て
市

長
を
辞
任
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
困
難
な
時
代
を
過
ご
し
た
彼
の
京
都
邸
の
位
置
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
官
員
録
等
に
は
「
聖
護
院
町
」�
と
あ
る
の
み

で
、
具
体
的
な
字
名
や
番
地
を
欠
い
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
伝
記
に
は
「
聖
護
院
を
官
舎
と
し
て
借
り
た
」
と
あ
り
�
、
ま
た

西
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『
京
都
市
政
史
』
所
収
の
「
大
野
盛
郁
日
記
」
に
も
「
聖
護
院
内
ノ
西
郷
氏
邸
」
に
行
く
と
あ
る
こ
と
か
ら
�
、
聖
護
院
門
跡
の
敷
地
内

に
存
在
し
た
可
能
性
は
も
と
も
と
推
測
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
回
、
筆
者
は
そ
の
番
地
が
記
載
さ
れ
た
史
料
を
見
出
し
た
の
で
、
以

下
に
分
析
し
て
み
た
い
。

国
立
公
文
書
館
所
蔵
、
明
治
四
十
三
年
十
月
の
京
都
市
長
再
任
時
の
履
歴
書
に
は
、
こ
の
時
点
で
の
彼
の
居
住
地
と
し
て
、「
京
都
市

上
京
区
聖
護
院
町
上
り
畑
四
拾
四
番
地
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
�
。
さ
ら
に
明
治
四
十
四
年
四
月
に
刊
行
さ
れ
た
『
人
事
興
信
録
』
に

も
、
西
郷
菊
次
郎
の
住
所
と
し
て
「
京
都
、
上
京
、
聖
護
院
上
り
畑
四
四
」
と
い
う
同
じ
番
地
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
�
。
こ
の
住
所
表
記

を
、
地
番
変
更
後
の
現
在
の
番
地
表
記
と
対
応
さ
せ
る
と
、「
聖
護
院
中
町
一
三
」
に
相
当
す
る
�
。
こ
の
地
筆
は
聖
護
院
門
跡
の
敷
地

の
北
端
部
分
に
あ
た
る
（
第
１
図
）�
。

こ
の
地
筆
の
付
近
に
は
築
山
と
そ
の
上
の
茶
室
し
か
み
ら
れ
な
い
た
め
�
、
菊
次
郎
が
住
ま
い
と
し
た
建
物
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

さ
ら
に
考
察
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
菊
次
郎
邸
の
建
物
に
関
し
て
は
最
近
、
聖
護
院
の
西
門
入
っ
て
北
側
に
か
つ
て
存
在
し
た
「
民
家
」

で
あ
っ
た
と
す
る
説
が
出
さ
れ
て
い
る
�
。
し
か
し
、
そ
の
建
物
の
住
所
表
記
は
公
文
書
で
は
「
上
京
、
聖
護
院
、
御
殿
西
門
内
」
あ
る

い
は
「
上
京
、
聖
護
院
、
西
門
内
」
と
な
っ
て
お
り
�
、
前
述
の
よ
う
に
菊
次
郎
の
住
所
が
「
聖
護
院
町
上
り
畑
四
四
」
と
表
記
さ
れ
る

こ
と
と
は
矛
盾
し
て
い
る
。

こ
の
疑
問
を
解
く
手
が
か
り
と
し
て
、
菊
次
郎
の
退
去
か
ら
二
年
後
の
大
正
二
年
に
、
同
じ
く
聖
護
院
境
内
の
借
家
に
入
居
し
た
京
都

帝
大
教
授
・
朝
永
三
十
郎
の
事
例
を
み
て
お
き
た
い
。
朝
永
三
十
郎
は
ノ
ー
ベ
ル
賞
学
者
の
朝
永
振
一
郎
の
父
で
あ
り
、
そ
の
後
十
一
年

間
に
わ
た
る
一
家
の
聖
護
院
境
内
で
の
暮
ら
し
ぶ
り
は
、
息
子
達
の
回
想
録
に
詳
し
く
描
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
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（
わ
た
し
た
ち
一
家
は
）
通
称
聖
護
院
御
殿
と
い
う
寺
の
境
内
の
借
家
に
移
っ
た
。
兄
が
小
学
校
一
年
生
の
時
で
あ
っ
た
。
は
じ
め

の
家
は
寺
の
西
門
を
は
い
っ
た
左
手
の
、
間
数
が
七
つ
ほ
ど
の
平
家
建
て
の
家
で
あ
っ
た
が
、
三
、
四
年
こ
こ
に
い
て
か
ら
父
と
ひ

ど
く
う
ま
が
合
っ
た
院
主
さ
ん
の
す
す
め
で
寺
の
建
物
と
廊
下
つ
づ
き
の
間
数
が
二
十
ほ
ど
も
あ
る
広
い
家
に
か
わ
っ
た
の
で
あ

第 1図 明治前期の聖護院門跡境内と建築物の間取り（京都府京都
学・歴彩館 京の記憶アーカイブ「聖護院蔵 聖護院境内
図」部分・一部加筆）
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る
。（
中
略
）
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
の
秋
に
、
聖
護
院
の
院
主
さ
ん
が
急
逝
さ
れ
た
た
め
、
私
達
一
家
は
境
内
の
借
家
か
ら

出
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
�
。（
傍
線
は
筆
者
）

こ
の
文
章
か
ら
、
聖
護
院
門
跡
の
境
内
に
は
「
借
家
」
と
な
っ
て
い
た
建
物
が
二
ヶ
所
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。「
は
じ
め
の
家
」
が

前
述
の
西
門
北
側
の
建
物
を
指
す
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
は
二
軒
目
の
「
寺
の
建
物
と
廊
下
つ
づ
き
の
広
い
家
」
と
は
、
ど

の
建
物
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
朝
永
振
一
郎
自
身
の
言
葉
が
あ
る
。

子
ど
も
の
こ
ろ
は
、
聖
護
院
の
境
内
に
、
お
そ
れ
多
く
も
光
格
天
皇
の
一
夜
御
殿
と
い
う
ゆ
い
し
ょ
あ
る
大
き
な
建
物
を
借
り
て
住

ん
で
い
て
、
そ
こ
の
若
い
お
坊
さ
ん
に
よ
く
遊
ん
で
も
ら
っ
た
。（
中
略
）
そ
の
家
も
今
で
は
旅
館
に
な
っ
て
い
る
�
。

二
軒
目
の
「
広
い
家
」
と
は
、
光
格
天
皇
の
一
夜
造
学
問
所
と
そ
れ
に
連
な
る
御
殿
部
分
、
す
な
わ
ち
「
北
殿
」
と
呼
ば
れ
る
一
角
で

あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
�
（
前
掲
第
１
図
）。
聖
護
院
門
跡
の
建
築
自
体
も
、
一
部
が
借
家
と
し
て
提
供
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
注

目
し
た
い
。
こ
の
北
殿
に
は
、
朝
永
家
の
入
居
前
に
は
賀
陽
宮
家
が
明
治
四
十
五
年
か
ら
大
正
二
年
ま
で
仮
住
ま
い
し
て
い
た
こ
と
が
確

か
め
ら
れ
る
�
。
こ
の
二
つ
の
「
借
家
」
に
は
、
建
物
面
積
や
設
え
の
点
で
大
き
な
格
差
が
あ
り
、
朝
永
家
は
あ
く
ま
で
も
院
主
の
特
別

な
好
意
で
家
移
り
し
た
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
建
物
の
う
ち
、
菊
次
郎
の
市
長
公
邸
と
し
て
借
り
上
げ
ら
れ
た
の

は
い
ず
れ
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

そ
の
答
え
は
、
聖
護
院
文
書
の
中
に
存
在
す
る
�
。
今
回
の
調
査
で
、
明
治
四
十
一
年
三
月
の
聖
護
院
会
計
課
の
収
入
簿
に
、「
三
十
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一
日

四
拾
円

西
郷
市
長
北
殿
借
料
」
と
あ
る
こ
と
を
見
い
だ
し
た
�
。
他
の
月
に
も
「
西
郷
北
殿
借
料
」「
西
郷
菊
次
郎
宿
料
」
な

ど
と
あ
り
、
菊
次
郎
邸
が
北
殿
を
借
り
上
げ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
西
郷
家
は
毎
月
四
十
円
の
家
賃
を
明
治
四
十
四
年

五
月
ま
で
支
払
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
最
初
に
確
認
さ
れ
る
の
は
、
明
治
三
十
九
年
十
月
で
あ
る
�
。
六
日
分
の
日
割
額
を
差
し
引
い
た
三

十
二
円
二
十
六
銭
と
な
っ
て
お
り
、
よ
っ
て
菊
次
郎
の
北
殿
で
の
居
住
は
、
こ
の
三
十
九
年
十
月
七
日
よ
り
始
ま
っ
た
こ
と
が
判
明
す

る
。な

お
、
こ
の
時
期
の
収
入
簿
に
は
、「
西
郷
氏
家
賃
」
の
四
十
円
と
と
も
に
、「
渡
邊
庸
家
賃
」
の
十
五
円
が
併
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

注
意
し
た
い
。
こ
れ
は
第
三
高
等
学
校
教
授
の
渡
邉
庸
で
あ
り
、
明
治
三
十
七
年
お
よ
び
四
十
四
年
の
住
所
録
に
も
「
聖
護
院
門
跡
構

内
」
と
記
さ
れ
て
い
る
�
。
彼
の
家
賃
の
支
払
い
は
、
明
治
四
十
五
年
八
月
で
終
わ
っ
て
お
り
、
よ
っ
て
渡
邊
が
朝
永
家
の
前
の
西
門
北

側
建
物
の
借
家
人
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
�
。

菊
次
郎
の
着
任
時
に
は
、
年
俸
三
〇
〇
〇
円
と
年
間
一
〇
〇
〇
円
の
交
際
費
、
さ
ら
に
舎
宅
料
と
し
て
年
六
〇
〇
円
が
予
定
さ
れ
て
い

た
�
。
明
治
三
十
七
年
段
階
に
お
け
る
こ
の
舎
宅
料
の
金
額
は
、
相
当
な
規
模
の
邸
宅
が
想
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
菊
次

郎
は
宜
蘭
庁
長
時
代
に
も
、
あ
ら
ゆ
る
来
客
に
対
応
す
る
た
め
に
庁
長
公
邸
の
品
格
に
こ
だ
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
想
起
し
た
い
�
。
北
殿

は
こ
の
要
求
に
応
え
う
る
「
御
殿
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
�
。
こ
の
北
殿
の
建
築
が
、
今
日
な
お
「
聖
護
院
御
殿
荘
」
の
一
部
と
し
て
現
存

し
て
い
る
こ
と
は
重
要
で
あ
ろ
う
。
菊
次
郎
の
台
湾
時
代
の
旧
邸
で
あ
る
宜
蘭
設
治
記
念
館
と
並
ん
で
、
京
都
に
も
彼
の
市
長
公
邸
だ
っ

た
建
物
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
意
義
は
大
き
い
。
な
お
、
菊
次
郎
の
家
族
写
真
の
う
ち
に
、
こ
の
北
殿
の
前
で
撮
影
さ
れ
た
と
み
ら
れ

る
も
の
が
あ
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
�
。

北
殿
は
、
聖
護
院
門
跡
の
建
築
群
の
う
ち
最
も
北
に
位
置
す
る
殿
舎
で
あ
り
（
前
掲
第
１
図
）、
前
掲
の
北
端
部
の
地
筆
に
も
一
番
近
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い
建
物
で
あ
る
�
。
天
明
期
の
仮
皇
居
と
し
て
の
作
事
で
は
、
北
殿
か
ら
築
山
・
茶
室
ま
で
は
垣
根
で
囲
ま
れ
て
お
り
、
学
問
所
と
一
体

と
な
っ
た
「
御
庭
」
が
構
成
さ
れ
て
い
た
�
。
大
正
期
の
朝
永
家
で
も
、
建
物
だ
け
で
な
く
そ
の
北
側
に
広
が
る
庭
園
部
分
を
自
由
に
使

用
し
て
お
り
、
庭
の
一
隅
に
は
自
家
の
菜
園
も
つ
く
ら
れ
て
い
た
�
。「
上
り
畑
四
拾
四
番
地
」
と
い
う
住
所
表
記
は
、
こ
の
よ
う
な
北

殿
を
中
心
と
す
る
生
活
実
態
の
も
と
で
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
�
。

さ
て
、
こ
の
菊
次
郎
の
京
都
邸
を
訪
問
し
た
人
物
は
、
助
役
の
大
野
盛
郁
以
外
に
も
存
在
す
る
。
当
時
、
同
志
社
大
学
第
七
代
社
長

（
総
長
）
で
あ
っ
た
原
田
助
で
あ
る
。
彼
の
明
治
四
十
一
年
六
月
十
六
日
の
日
記
に
は
、
以
下
の
記
述
が
あ
る
。

京
都
市
長
西
郷
菊
次
郎
氏
に
晩
餐
に
招
か
る
。
座
談
興
味
津
々
と
し
て
尽
き
ず
。
同
氏
は
南
洲
翁
が
大
島
流
滴
中
に
生
れ
た
る
由

な
る
が
、
秘
蔵
の
南
洲
翁
の
「
私
学
校
ニ
示
ス
心
得
書
」
等
を
見
せ
ら
る
。（
後
日
西
郷
市
長
に
旧
三
十
番
の
写
真
を
贈
る
。
曽
て

南
洲
翁
が
下
宿
し
た
り
と
伝
え
ら
る
る
旧
屋
は
多
分
同
家
屋
な
り
し
な
ら
ん
と
の
説
あ
れ
ば
な
り
）�
。

当
時
、
菊
次
郎
の
長
男
隆
吉
は
同
志
社
普
通
学
校
に
在
学
中
で
あ
っ
た
が
�
、
原
田
と
の
交
流
は
そ
れ
だ
け
を
理
由
と
す
る
も
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
。
原
田
は
熊
本
洋
学
校
の
出
身
で
あ
り
、
同
校
出
身
の
家
永
豊
吉
・
下
村
孝
太
郎
と
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
。
下
村
孝
太
郎
は

原
田
の
前
の
同
志
社
社
長
（
一
九
〇
四
〜
一
九
〇
六
年
）
で
あ
り
、
彼
が
北
垣
国
道
の
娘
婿
で
あ
っ
た
こ
と
は
前
述
し
た
通
り
で
あ

る
�
。
北
垣
が
新
島
襄
の
同
志
社
設
立
を
深
く
支
援
し
て
い
た
こ
と
も
広
く
知
ら
れ
て
い
る
�
。
北
垣
に
よ
っ
て
京
都
に
呼
ば
れ
た
菊
次

郎
に
と
っ
て
は
、
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
で
の
同
志
社
関
係
者
と
の
交
流
と
合
わ
せ
て
、
当
時
の
同
志
社
は
親
し
い
存
在
で
あ
っ

た
可
能
性
が
高
い
。
外
務
省
時
代
に
菊
次
郎
の
後
見
に
あ
た
っ
た
陸
奥
宗
光
も
、
同
じ
く
新
島
と
同
志
社
の
支
援
者
で
あ
っ
た
こ
と
も
示
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唆
的
で
あ
る
�
。

原
田
助
は
イ
エ
ー
ル
大
学
へ
の
留
学
経
験
が
あ
り
、
新
渡
戸
稲
造
と
も
親
し
く
交
流
を
持
っ
て
い
た
。
後
に
彼
の
息
子
の
原
田
健
は
、

新
渡
戸
の
秘
書
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
夜
の
菊
次
郎
と
の
「
座
談
」
も
、
同
じ
頃
に
京
都
帝
大
教
授
と
し
て
京
に
赴
任
し
て
い
た
新
渡
戸

の
話
に
及
ん
だ
か
も
し
れ
な
い
。
原
田
は
菊
次
郎
が
会
長
を
つ
と
め
る
東
洋
平
和
協
会
の
役
員
に
も
な
っ
て
お
り
�
、
二
人
の
親
交
は
長

く
続
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

な
お
、
原
田
が
菊
次
郎
に
贈
っ
た
「
旧
三
十
番
の
写
真
」
と
は
、
同
志
社
英
学
校
の
開
校
当
初
に
聖
書
講
義
の
行
わ
れ
た
特
別
教
室
、

「
三
十
番
教
室
」
の
写
真
を
指
し
て
い
る
。
校
内
で
の
聖
書
の
授
業
を
禁
じ
ら
れ
た
新
島
が
、
校
地
か
ら
道
路
一
本
を
隔
て
た
地
点
に
私

宅
と
し
て
購
入
し
た
家
屋
で
あ
る
。
同
志
社
の
校
地
は
旧
薩
摩
藩
邸
で
あ
り
、
そ
れ
に
近
接
す
る
こ
の
家
屋
に
は
、
か
つ
て
西
郷
隆
盛
が

起
臥
し
た
と
の
伝
説
が
あ
っ
た
�
。
た
し
か
に
西
郷
隆
盛
の
京
都
で
の
居
宅
は
相
国
寺
近
辺
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
た
だ
し
現
在
の
研

究
で
は
そ
の
位
置
は
相
国
寺
門
前
の
さ
ら
に
東
側
、「
塔
ノ
段
」
で
あ
っ
た
と
考
証
さ
れ
て
い
る
�
。
し
た
が
っ
て
「
三
十
番
教
室
」
説

は
伝
承
の
一
つ
に
す
ぎ
な
い
が
、
西
郷
家
が
親
子
二
代
と
も
に
一
時
期
京
都
で
邸
宅
を
持
っ
た
と
い
う
事
実
が
、
そ
の
夜
の
二
人
の
間
で

話
題
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

６
．
お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
西
郷
菊
次
郎
の
前
半
生
に
お
い
て
空
白
と
な
っ
て
い
る
期
間
の
実
態
を
解
明
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
特
に
こ
れ
ま
で
知
ら

れ
て
い
な
か
っ
た
海
外
所
蔵
資
料
の
分
析
に
よ
り
、
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
で
の
留
学
と
恋
愛
、
新
納
家
と
の
養
子
縁
組
、
台
湾

西
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淡
水
・
基
隆
で
の
水
道
敷
設
な
ど
、
未
解
明
で
あ
っ
た
彼
の
来
歴
の
一
部
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
た
。
横
浜
と
台
湾
の
外
国
人
居
留
地

に
お
け
る
伝
染
病
流
行
と
近
代
水
道
導
入
と
い
う
経
験
は
、
後
の
京
都
で
の
都
市
衛
生
政
策
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
推
測
さ
れ

る
。
さ
ら
に
本
稿
で
は
、
菊
次
郎
の
京
都
邸
の
一
つ
が
聖
護
院
門
跡
の
「
北
殿
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
建
築
が
現
存
し

て
い
る
こ
と
を
示
し
た
。

本
稿
で
は
菊
次
郎
に
関
す
る
史
料
の
発
掘
と
基
礎
的
な
分
析
に
と
ど
ま
り
、
例
え
ば
頭
山
満
と
の
関
係
や
、
さ
ら
に
当
時
の
植
民
地
政

策
へ
の
考
え
方
な
ど
、
彼
の
思
想
面
に
つ
い
て
は
論
じ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
に
関
し
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

西
郷
菊
次
郎
に
関
す
る
史
料
は
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
も
の
以
外
に
も
、
子
孫
宅
に
多
く
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
昨

年
度
、
関
係
史
料
の
多
く
が
拓
殖
大
学
に
寄
贈
さ
れ
、
今
年
に
入
っ
て
一
部
が
各
地
の
博
物
館
で
展
示
さ
れ
た
と
の
報
道
が
あ
っ
た
。
こ

れ
ら
史
料
の
全
容
が
早
期
に
一
般
公
開
さ
れ
、
菊
次
郎
に
関
す
る
研
究
が
さ
ら
に
進
展
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
（
二
〇
一
八
年
十
月
九

日
入
稿
）。

〔
付
記
〕

ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
に
は
貴
重
な
史
料
を
ご
提
供
い
た
だ
き
、
ま
た
台
湾
総
督
府
文
書
の
閲
覧
に
あ
た
っ
て
は
、
城
地
学
先
生
に
有
益
な

ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
聖
護
院
門
跡
様
か
ら
は
研
究
の
遂
行
に
多
大
な
る
ご
配
慮
を
賜
っ
た
。
記
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。
本
稿
の
第
５

章
、
西
郷
菊
次
郎
の
京
都
邸
の
住
所
考
証
部
分
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
八
年
六
月
十
二
・
二
十
日
に
龍
郷
町
教
育
委
員
会
に
情
報
提
供
し
た
内
部
資
料

を
元
に
し
て
い
る
。
た
だ
し
龍
郷
町
の
不
注
意
に
よ
り
、
情
報
提
供
者
の
個
人
情
報
等
が
流
出
し
た
こ
と
や
、
本
稿
で
の
公
表
が
済
む
ま
で
は
内
部
資

料
に
と
ど
め
る
と
し
た
提
供
時
の
約
定
が
守
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
問
題
で
あ
る
。
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注⑴

①
秋
元
せ
き
「
京
都
市
長
の
選
考
過
程
に
つ
い
て
の
一
考
察
│
西
郷
菊
次
郎
市
長
選
出
の
背
景
」
京
都
市
政
史
編
さ
ん
通
信
７
、
二
〇
〇
一
、
一

│
七
頁
。
②
並
松
信
久
「
明
治
末
期
京
都
の
都
市
経
営：

西
郷
菊
次
郎
の
事
績
を
通
し
て
」
京
都
産
業
大
学
日
本
文
化
研
究
所
紀
要

一
七
、
二

〇
一
二
、
四
六
八
│
五
一
七
頁
。
③
伊
藤
之
雄
「
カ
リ
ス
マ
市
長
と
三
大
事
業
計
画
」（
同
『「
大
京
都
」
の
誕
生

都
市
改
造
と
公
共
性
の
時
代

一
八
九
五
〜
一
九
三
一
年
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
八
）
二
八
│
六
一
頁
。

⑵

山
田
尚
二
「
西
郷
菊
次
郎
の
履
歴
等
」
敬
天
愛
人

一
四
、
一
九
九
六
、
二
〇
七
│
二
一
六
頁
に
よ
れ
ば
、
築
地
健
吉
氏
写
本
、
県
立
図
書
館
蔵

と
あ
る
。

⑶

村
野
守
治
「
西
郷
菊
次
郎
関
係
文
書
に
つ
い
て
」
鹿
児
島
女
子
短
期
大
学
紀
要

一
三
、
一
九
七
八
、
一
│
一
六
頁
。

⑷

①
築
地
健
吉
「
西
郷
菊
次
郎
小
伝
」
大
隅

八
、
一
九
六
二
、
五
八
│
六
〇
頁
。
②
西
岡
良
博
『
行
雲
流
水
│
第
二
代
京
都
市
長
西
郷
菊
次
郎
の

生
涯
』
文
芸
書
房
、
一
九
九
八
。
③
佐
野
幸
夫
『
西
郷
菊
次
郎
と
台
湾
│
父
西
郷
隆
盛
の
「
敬
天
愛
人
」
を
活
か
し
た
生
涯
』
南
日
本
新
聞
開
発

セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
二
。

⑸

前
掲
⑷
③
。
原
口
泉
氏
は
こ
の
著
作
に
つ
い
て
、「
菊
次
郎
に
関
す
る
研
究
で
最
も
信
頼
で
き
る
」
と
評
価
し
て
い
る
（
原
口
泉
『
西
郷
家
の

人
々
』
角
川
学
芸
出
版
、
二
〇
一
七
）。

⑹

こ
の
時
期
に
つ
い
て
は
正
式
な
履
歴
書
に
は
未
載
の
た
め
、
主
に
前
掲
⑷
③
に
基
づ
い
て
記
述
す
る
。

⑺

以
下
、
前
掲
⑵
に
よ
る
。

⑻

国
立
公
文
書
館
、
請
求
番
号：

任B
00587100

、「
京
都
府
京
都
市
長
後
任
後
補
者
中
西
郷
菊
次
郎
市
長
就
任
ノ
件
」、
任
免
裁
可
書
・
明
治
四
十

三
年
・
任
免
巻
二
七
。

⑼

前
掲
⑶
。

⑽

前
掲
⑵
。

⑾

京
都
市
市
政
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
京
都
市
政
史

第
１
巻
』
京
都
市
、
二
〇
〇
九
、
一
八
六
│
二
一
五
頁
。

⑿

前
掲
⑴
③
。

⒀

以
下
、
北
垣
国
道
の
官
歴
に
つ
い
て
は
、
国
立
公
文
書
館
、
請
求
番
号：

叙00481100

、「
枢
密
顧
問
男
爵
北
垣
国
道
特
旨
叙
位
ノ
件
」、
叙
位
裁

可
書
・
大
正
五
年
・
叙
位
巻
二
に
よ
る
。

西
郷
菊
次
郎
の
来
歴
に
関
す
る
再
検
討

― ４４ ―



⒁

田
中
彰
「
札
幌
農
学
校
と
米
欧
文
化
」（
北
海
道
大
学
編
『
北
大
百
年
史

通
説
』
ぎ
ょ
う
せ
い
、
一
九
八
二
）
四
八
九
│
五
〇
五
頁
。

⒂

国
立
公
文
書
館
、
請
求
番
号：

公00698100

、「
黒
田
次
官
出
張
中
諸
伺
権
判
官
北
垣
国
道
外
一
人
代
理
届
」、
公
文
録
・
明
治
五
年
・
第
七
十
四

巻
・
壬
申
一
月
〜
五
月
、
開
拓
史
伺
元
。

⒃

塵
海
研
究
会
編
『
北
垣
国
道
日
記
「
塵
海
」』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
〇
、
三
〇
五
頁
に
、「
慶
応
乙
丑
ノ
頃
国
道
ハ
翁
ト
交
リ
、
其
薫
染
ヲ
受
ケ

タ
ル
ニ
付
」
と
あ
る
。

⒄

西
岡
淑
雄
「
明
治
五
年
二
月
十
八
日
横
浜
発
の
ア
メ
リ
カ
号
で
渡
航
し
た
留
学
生
た
ち
」
英
学
史
研
究

二
六
、
一
九
九
三
、
一
五
九
│
一
七
二

頁
。

⒅

前
掲
⑷
③
。

⒆

牧
野
伸
顕
『
回
顧
録
Ⅰ
』
文
芸
春
秋
新
社
、
一
九
四
八
、
七
五
頁
。

⒇

前
掲
⒆
三
九
頁
。
ま
た
日
本
史
籍
協
會
編
『
大
久
保
利
通
文
書
四
』
一
九
二
八
の
文
書
番
号
６８６
・
６８８
・
６９０
と
し
て
、
大
久
保
が
両
人
へ
息
子
二
人

の
世
話
を
依
頼
す
る
書
簡
が
み
ら
れ
る
。

21

高
橋
新
吉
「
南
洲
翁
の
苦
衷
」
日
本
及
日
本
人
、
明
治
四
十
三
年
九
月
号
、
一
九
一
〇
、
八
九
頁
。

22

前
掲
21
。

23

松
浦
玲
『
勝
海
舟
』
筑
摩
書
房
、
二
〇
一
〇
、
五
二
三
│
五
九
五
頁
。

24

本
稿
で
は
、
鷺
只
雄
「
吉
井
勇
論
（
４
）
第
一
章

家
系

そ
の
四
」
都
留
文
科
大
学
大
学
院
紀
要

四
、
二
〇
〇
〇
、
一
七
│
三
九
頁
で
の

翻
刻
に
よ
っ
た
。

25

横
山
詠
太
郎
『
中
井
桜
洲
』
革
新
時
報
社
出
版
部
、
一
九
二
六
。

26

織
田
直
文
・
玉
置
伸
悟
「
第
一
琵
琶
湖
疏
水
開
発
に
お
け
る
立
案
要
因
（
第
一
琵
琶
湖
疏
水
開
発
成
立
過
程
に
関
す
る
研
究
・
そ
の
１
）」
日
本

建
築
学
会
計
画
系
論
文
報
告
集

四
二
六
、
一
九
九
一
、
一
〇
一
│
一
一
〇
頁
。

27

前
掲
⑾
、
一
二
六
│
一
三
三
頁
。

28

前
掲
⑴
③
。

29

本
稿
で
は
、
齋
藤
伸
郎
「
明
治
十
四
年

樺
山
資
紀
日
記
」
国
士
舘
史
学

二
二
、
二
〇
一
八
、
一
〇
九
│
一
七
二
頁
に
よ
っ
た
。

⒇

菊
次
郎
は
典
拠
不
明
で
は
あ
る
も
の
の
、「
一
時
印
刷
局
に
勤
め
た
こ
と
が
あ
る
」
と
も
指
摘
さ
れ
て
お
り
（
前
掲
⒄
）、
こ
の
事
件
に
関
わ
る
も

― ４５ ―

西
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菊
次
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来
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る
再
検
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の
か
も
し
れ
な
い
。

31

国
立
公
文
書
館
、
請
求
番
号：

任00253100

、「
逓
信
省
・
逓
信
省
会
計
局
長
従
六
位
高
橋
良
教
特
旨
ヲ
以
テ
陞
叙
ノ
件
」、
官
吏
進
退
・
明
治
二

十
四
年
・
官
吏
進
退
十
二
・
叙
位
五
・
司
法
省
・
農
商
務
省
・
逓
信
省
。

32

国
立
公
文
書
館
、
請
求
番
号：

公02503100

、「
鹿
児
島
県
士
族
高
橋
良
教
米
国
人
ト
結
婚
ノ
件
」、
公
文
録
・
明
治
十
二
年
・
第
七
十
九
巻
・
明

治
十
二
年
十
一
月
・
内
務
省
三
。

33

新
聞
記
事
中
に
あ
る「
居
留
地
八
十
三
番
館
仏
人
某
」に
つ
い
て
は
、
一
八
八
四
年
段
階
で
は
八
十
三
番
の
居
住
者
は
、“C

ope
&
C
o.A

uctioneers
and

G
eneralB

rokers”,“M
rs.H

odge.M
illinery

Store”,“G
eo.H

odges.Private
R
esidence”.

と
な
っ
て
い
る
。Japan

G
azette,The

Japan

D
irectory

1884,
Japan

G
azette,p

40

。

34

前
掲
⑶
。

35

従
道
は
近
代
競
馬
の
導
入
に
深
く
関
わ
っ
て
お
り
、
日
本
人
の
馬
主
第
一
号
と
な
っ
た
の
に
加
え
て
、
明
治
八
年
に
は
自
身
が
横
浜
競
馬
に
出
走

し
、
優
勝
し
て
い
る
。

36

以
下
、
競
馬
の
開
催
日
程
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
読
売
新
聞
で
の
会
告
に
よ
る
。

37

従
道
は
「
来
ル
十
九
日
同
廿
日
御
外
山
ニ
お
い
て
競
馬
施
行
ニ
付
、
フ
ァ
ブ
ー
ル
君
、
シ
ョ
ネ
ノ
君
其
外
両
家
之
人
ニ
且
両
君
之
朋
友
等
競
馬
御

遊
覧
相
成
候
ハ
ハ
、
拙
宅
に
お
い
て
午
餐
可
差
進
含
御
座
候
」
と
し
て
、
そ
の
連
絡
を
菊
次
郎
に
頼
ん
で
い
る
が
、「
御
外
山
」
の
競
馬
と
は
、

明
治
天
皇
も
行
幸
し
た
戸
山
競
馬
の
こ
と
で
あ
る
。
戸
山
競
馬
の
開
催
は
明
治
十
七
年
の
春
期
ま
で
に
限
ら
れ
る
が
、
十
一
月
十
九
・
二
十
日
の

開
催
日
程
は
明
治
十
四
年
の
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
日
程
は
雨
で
延
引
と
な
り
、
一
週
間
後
の
二
十
七
日
に
開
催
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

番
号
２２
「
廿
七
日
競
馬
ニ
サ
ラ
ヘ
ル
氏
父
子
」
も
招
待
す
る
と
の
書
簡
も
、
同
年
の
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。

38

横
浜
外
人
墓
地
の
フ
ァ
ブ
ル
ブ
ラ
ン
ト
家
の
墓
碑
に
よ
る
。

39

Japan
G
azette,The

Japan
D
irectory

1884,
Japan

G
azette,p

61.

40

山
樵
亭
主
人
『
新
月

山
田
寅
次
郎
』
岩
崎
輝
彦
版
、
一
九
五
二
年
、
二
頁
。

41

出
口
智
之
「
山
田
寅
次
郎
と
幸
田
露
伴
│
若
き
日
の
交
遊
」（
山
田
寅
次
郎
研
究
会
編
『
山
田
寅
次
郎
宗
有
』
宮
帯
出
版
社
、
二
〇
一
六
）
一
三

五
│
一
九
一
頁
、
な
お
サ
ラ
ベ
ル
の
語
学
学
校
の
存
在
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
遡
り
、
明
治
八
年
頃
に
は
三
菱
の
岩
崎
久
弥
ら
も
こ
こ
で
寄
宿
生
と

し
て
過
ご
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
（
岩
崎
家
傳
記
刊
行
会
編
『
岩
崎
久
弥
傳

岩
崎
家
傳
記
五
』
一
九
六
一
年
、
一
七
三
頁
）。

西
郷
菊
次
郎
の
来
歴
に
関
す
る
再
検
討
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42

以
下
、
平
野
光
雄
「
ゼ
エ
ー
ム
ス
・
フ
ア
ブ
ル
ブ
ラ
ン
ド
伝
」（
同
『
明
治
前
期
東
京
時
計
産
業
の
功
労
者
た
ち
』「
明
治
前
期
東
京
時
計
産
業
の

功
労
者
た
ち
」
刊
行
会
、
一
九
五
七
）
二
一
〇
│
二
三
五
頁
に
よ
る
。

43

な
お
フ
ァ
ブ
ル
ブ
ラ
ン
ト
は
、
ス
イ
ス
の
フ
ラ
ン
ス
語
圏
の
出
身
で
あ
っ
た
（
桑
原
千
代
子
『
わ
が
マ
ン
ロ
ー
伝
│
あ
る
英
人
医
師
・
ア
イ
ヌ
研

究
家
の
生
涯
』
新
宿
書
房
、
一
九
八
三
、
一
四
三
頁
）。

44

本
書
に
よ
れ
ば
フ
ァ
ブ
ル
ブ
ラ
ン
ト
は
西
郷
隆
盛
と
刎
頸
の
交
わ
り
を
結
ん
で
い
た
と
さ
れ
る
が
、
西
南
戦
争
の
折
に
は
政
府
側
に
弾
薬
等
を
納

入
し
て
い
た
事
実
も
確
認
さ
れ
る
。JA

C
A
R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）R

ef.C
09082782200

、
砲
兵
本
廠
提
理
大
築
大
佐
外
と
フ
ァ
ブ
ル

ブ
ラ
ン
ト
氏
の
条
約

明
治10.4.6~11.5.14

（
防
衛
省
防
衛
研
究
所
）。

45

後
述
す
る
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
のSpecialC
ollection

“H
ugh

H
aw
kins

papers”

中
の‘5

letters
and

2
photographs

of
K
ikujiro

Saigo,Japan,undated’
に
、
一
八
八
七
年
九
月
十
四
日
の
横
浜
の
消
印
の
あ
る
フ
ァ
ブ
ル
ブ
ラ
ン
ト
商
会
か
ら
米
国
公
使
館
の
菊
次
郎
宛
て
の

封
筒
が
含
ま
れ
て
い
る
（
た
だ
し
封
書
は
残
さ
れ
て
い
な
い
）。

46

The
Japan

G
azette,a

Fortnightly
Sum

m
ary,

28

（9

）,1881.11.8
p
256.

47

The
Japan

G
azette,a

Fortnightly
Sum

m
ary,

26

（8

）,1880.10.16
p
164.

こ
の
競
技
会
に
は
大
山
巌
と
川
村
純
義
も
参
加
し
て
い
た
。

48

The
Japan

G
azette,a

Fortnightly
Sum

m
ary,

28

（3

）,1881.8.11
p
82.

49

W
.T.B

uckle,“The
W
ater

Supply
of
Y
okoham

a”,The
Japan

G
azette,a

Fortnightly
Sum

m
ary,27

（5

）,1881.9.9.pp
123-125.

50

笠
原
英
彦
「
近
代
日
本
に
お
け
る
『
衛
生
工
事
』
の
進
展
│
横
浜
水
道
の
事
例
か
ら
」
法
學
研
究
（
法
律
・
政
治
・
社
会
）
七
六
巻
一
二
号
、
二

〇
〇
三
、
一
│
二
二
頁
。

51
『
日
本
水
道
史
』
日
本
水
道
協
会
、
一
九
六
七
、
一
九
〇
頁
。

52

前
掲
23
。

53

前
掲
23
。

54

鷺
只
雄
「
吉
井
勇
論
（
六
）
第
一
章

家
系

そ
の
六
」
都
留
文
科
大
学
大
学
院
紀
要

一
〇
、
二
〇
〇
六
、
一
│
一
四
頁
で
の
翻
刻
に
よ
る
。

55

近
衛
篤
麿
「
航
西
紀
行
」（
水
谷
川
忠
麿
編
『
蛍
雪
餘
聞

第
八
』
陽
明
文
庫
、
一
九
三
九
）
二
七
〇
頁
。

56

三
峯
（
吉
井
友
実
）
宛
霞
山
（
近
衛
篤
麿
）
書
簡
、
三
月
二
六
日
（「
山
口
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
神
奈
川
県
立
公
文
書
館
所
蔵
）。

57
「
海
舟
日
記
」
明
治
十
四
年
八
月
四
日
（
勝
部
真
長
・
松
本
三
之
介
・
大
口
勇
次
郎
編
『
勝
海
舟
全
集
２０
』
勁
草
書
房
、
一
九
七
三
）
三
七
一
頁
。

― ４７ ―

西
郷
菊
次
郎
の
来
歴
に
関
す
る
再
検
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こ
の
年
海
舟
は
薩
摩
琵
琶
曲
「
城
山
」
を
作
詞
し
て
い
る
が
、
作
曲
は
西
に
よ
る
。

58
「
海
舟
日
記
」
明
治
十
八
年
一
月
二
十
三
日
（
勝
部
真
長
・
松
本
三
之
介
・
大
口
勇
次
郎
編
『
勝
海
舟
全
集
２１
』
勁
草
書
房
、
一
九
七
三
）
一
〇

三
頁
。

59

西
郷
菊
次
郎
ら
連
名
書
簡
、
明
治
十
八
年
三
月
二
十
六
日
（
勝
海
舟
全
集
刊
行
会
編
『
勝
海
舟
全
集
別
巻
』
講
談
社
、
一
九
九
四
）
二
八
八
頁
。

60

以
後
、
本
稿
で
は
、
三
島
義
温
編
『
三
島
弥
太
郎
の
手
紙
』
学
生
社
、
一
九
九
四
に
よ
る
。

61

JA
C
A
R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）R

ef.C
14110942100

、
近
衛
歩
兵
第
三
連
隊
歴
史

第
二
巻
二
／
一
七

明
治27.9.1~28.12

尽
日

（
防
衛
省
防
衛
研
究
所
）
に
、「
同
年
九
月
十
九
日
歩
兵
少
尉
西
郷
寅
太
郎
独
逸
国
留
学
被
免
当
連
隊
付
ニ
補
セ
ラ
ル
」
と
あ
る
。

62

前
掲
60
、
四
四
頁
。

63

大
島
直
治
「
辰
次
郎
の
こ
と
ど
も
」（
根
本
善
春
編
『
大
島
辰
次
郎
君
追
想
録
』
根
本
善
春
、
一
九
三
九
）
三
〇
五
│
三
二
八
頁
。
な
お
、
大
島

辰
次
郎
は
仙
蔵
の
次
男
で
あ
り
、
大
島
直
治
は
仙
蔵
の
弟
で
あ
る
。

64

大
島
直
治
「
兄
と
弟
」（
麓
啓
一
郎
編
『
大
島
直
治
先
生
追
想
録
』
大
島
直
治
先
生
追
想
録
刊
行
会
、
一
九
七
〇
）
三
八
一
│
三
八
八
頁
。

65

大
久
保
利
武
「
大
島
辰
次
郎
君
を
追
惜
す
」（
根
本
善
春
編
『
大
島
辰
次
郎
君
追
想
録
』
根
本
善
春
、
一
九
三
九
）
三
五
│
四
〇
頁
。

66
「
故
工
学
士
大
嶋
仙
蔵
君
ノ
為
メ
義
捐
金
募
集
」
工
學
會
誌

一
四
七
、
一
八
九
四
、
一
四
一
│
一
四
二
頁
。

67

前
掲
63
、
三
一
一
頁
。

68

榧
木
寛
之
「
大
島
さ
ん
の
思
ひ
出

菅
原
恒
覽
氏
談
話
筆
記
」（
根
本
善
春
編
『
大
島
辰
次
郎
君
追
想
録
』
根
本
善
春
、
一
九
三
九
）
六
五
頁
。

吉
井
社
長
と
は
日
本
鉄
道
会
社
社
長
に
就
任
し
て
い
た
吉
井
友
実
と
推
定
さ
れ
る
。

69

明
治
十
七
年
に
訪
米
し
た
実
業
家
今
井
清
之
助
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
滞
在
中
に
「
主
と
し
て
米
国
文
化
の
談
話
を
聴
き
、
為
め
に
鉄
道
工
芸
等
の

質
義
を
試
み
た
る
は
、
常
時
の
領
事
髙
橋
新
吉
氏
」
等
で
あ
っ
た
と
し
、
後
年
九
州
鉄
道
会
社
の
設
立
に
当
た
っ
て
髙
橋
新
吉
を
社
長
に
迎
え
て

い
る
（
野
田
正
穂
・
原
田
勝
正
・
青
木
栄
一
編
『
明
治
期
鉄
道
史
資
料

第
六
巻

鉄
道
家
伝
（
２
）
今
井
清
之
助
君
事
歴
』
日
本
経
済
評
論

社
、
一
九
八
〇
）。

70

父
か
ら
そ
れ
を
聞
か
さ
れ
て
い
た
仙
蔵
の
息
子
辰
次
郎
は
、
後
年
に
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
を
訪
問
し
、
ウ
ィ
ス
タ
ー
・
モ
リ
ス
の
墓
参
り
を
し
て

い
る
。
前
掲
68
、
七
〇
頁
。

71

内
田
道
子
「
メ
ア
リ
・
Ｈ
・
モ
リ
ス
奨
学
金
」（
飯
野
正
子
・
亀
田
帛
子
・
髙
橋
裕
子
編
『
津
田
梅
子
を
支
え
た
人
び
と
』
有
斐
閣
、
二
〇
〇
〇
）

西
郷
菊
次
郎
の
来
歴
に
関
す
る
再
検
討

― ４８ ―



一
七
七
│
二
〇
一
頁
。

72

内
村
鑑
三
も
「
我
儕
日
本
人
と
し
て
米
国
費
府
（
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
）
に
遊
ぶ
者
は
独
り
と
し
て
ウ
ィ
ス
タ
ー
、
モ
リ
ス
氏
の
名
を
知
ら
ざ
る

者
な
く
氏
の
厚
遇
に
与
ら
ざ
る
者
は
殆
ど
稀
な
り
。（
中
略
）
我
国
の
公
使
領
事
、
学
生
商
人
の
孰
れ
の
職
業
に
関
せ
ず
費
府
に
到
る
時
は
モ
リ

ス
氏
の
親
切
を
蒙
ら
ぬ
者
は
殆
ど
稀
な
り
」
と
し
て
い
る
（
内
村
鑑
三
「
ウ
ィ
ス
タ
ー
、
モ
リ
ス
氏
に
関
す
る
余
の
回
顧
」
明
治
二
十
四
年
六
月

二
十
六
日
「
基
督
教
新
聞

四
一
三
号
、『
内
村
鑑
三
全
集
１
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
一
、
一
九
六
│
一
九
八
頁
に
所
収
）。

73

U
.S.C

ongress,C
ongressionalD

irectory,
U
.S.G

overnm
entPrinting

O
ffice,1886,p

159.

74

前
掲
⑻
。

75

JA
C
A
R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）R

ef.B
16080852100

、
亜
米
利
加
之
部

明
治
二
十
〜
二
十
二
年
（
外
務
省
外
交
史
料
館
）。

76

大
櫃
敬
史
「
新
渡
戸
稲
造
の
米
国
留
学
時
代
に
お
け
る
農
学
研
究
に
関
す
る
実
証
的
研
究
」
北
海
道
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
紀
要

一
〇

一
、
二
〇
〇
七
、
五
五
│
六
七
頁
。

77

H
ugh

H
aw
kins,Pioneer:

A
H
istory

ofthe
Johns

H
opkins

U
niversity,1874-1889,

C
ornellU

niversity
Press,Ithaca,1960.pp

169-186.

78

前
掲
76
。

79

太
田
雅
夫
編
著
『
家
永
豊
吉
と
明
治
憲
政
史
論
』
新
泉
社
、
一
九
九
六
、
三
四
│
六
三
頁
。

80

当
時
のJohns

H
opkins

U
niversity

C
irculars

が
大
学
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
はEnum

eratin
of
C
lasses

と
し
て
全
科
目
の
履
修
生
、

さ
ら
に
全
学
生
の
名
簿
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
本
研
究
で
は
、
こ
の
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
のV

ol.7

（60

）、
一
八
八
七
年
十
一
月
以
降
の
号
を
調
査
し

た
結
果
、V

ol.9

（76

）、
一
八
八
九
年
十
一
月
ま
で
の
も
の
に
西
郷
菊
次
郎
の
記
載
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

81

前
掲
79
。
後
述
の
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
で
の
大
日
本
帝
国
憲
法
発
布
記
念
祝
賀
会
時
に
発
行
さ
れ
た
冊
子
の
分
析
に
基
づ
く
も
の
で
あ

る
。

82

前
掲
79
。

83

新
島
襄
全
集
刊
行
委
員
会
編
『
新
島
襄
全
集
７
』、
同
朋
舎
出
版
、
一
九
九
六
、
二
三
八
頁
。

84

徳
富
猪
一
郎
『
蘇
峰
自
伝
』
中
央
公
論
社
、
一
九
三
五
年
、
一
〇
五
頁
。
な
お
家
永
と
下
村
は
、
蘇
峰
と
同
じ
熊
本
洋
学
校
の
出
身
で
あ
っ
た
。

85

後
述
す
る
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
のSpecialC

ollection
“H
ugh

H
aw
kins

papers”

中
の‘5

letters
and

2
photographs

of
K
ikujiro

Saigo,Japan,undated’

に
、
一
八
八
七
年
四
月
十
八
日
の
消
印
のM

rs.Laura
M
ackenzie

&
M
rs.A

rm
our

宛
て
の
封
筒
（
封
書
は
散
逸
）
が

― ４９ ―
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あ
り
、
そ
の
住
所
は615

St.PaulSt.

と
な
っ
て
い
る
。

86
Letters

to
H
.B
.A
dam

s
6

）,B
onn

am
R
hein,1987.11.22

（
新
渡
戸
稲
造
全
集
編
集
委
員
会
編
『
新
渡
戸
稲
造
全
集

第
二
三
巻
』
教
文
館
、

一
九
八
七
、
四
七
一
頁
）。

87

そ
の
当
日
の
内
容
を
記
録
し
た
冊
子
が
大
学
か
ら
出
版
さ
れ
て
い
る
。The

C
onstitution

of
the

Em
pire

ofJapan
:
W
ith
the

Speeches
Ad-

dressed
to
Students

of
Political

Science
in
the

Johns
H
opkins

U
niversity,

Publication
A
gency

of
the

Johns
H
opkins

U
niversity,

B
alti-

m
ore,1889.

以
下
の
記
述
は
こ
の
記
録
に
基
づ
く
。

88

た
だ
し
こ
の
文
章
自
体
は
、
小
野
英
二
郎
が
自
分
の
両
親
に
家
永
の
活
躍
を
伝
え
た
書
簡
の
一
節
で
あ
る
（
小
野
俊
一
「
留
学
生
内
村
鑑
三
│
未

知
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
若
干
」
中
央
公
論
、
一
九
五
一
年
六
月
号
）。

89

前
掲
79
。
太
田
雅
夫
「
新
島
襄
と
家
永
豊
吉
」（
伊
藤
彌
彦
編
『
新
島
襄
全
集
を
読
む
』
晃
洋
書
房
、
二
〇
〇
二
）
一
〇
六
│
一
二
七
頁
。

90

高
島
鞆
之
助
「
王
政
復
古
の
大
業
は
是
か
ら
だ
ぞ
」
日
本
及
日
本
人
、
明
治
四
十
三
年
九
月
号
、
一
九
一
〇
、
四
三
│
四
八
頁
。

91

家
永
は
明
治
三
十
二
年
か
ら
台
湾
総
督
府
製
薬
所
に
勤
務
し
、
阿
片
制
度
調
査
関
係
事
務
調
査
に
携
わ
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
徳
富
蘇
峰
か
ら
後
藤

新
平
へ
の
紹
介
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
新
渡
戸
は
後
藤
の
招
き
に
よ
り
、
明
治
三
十
四
年
か
ら
台
湾
総
督
府
技
師
を
経
て
民
政
部
殖
産
局
長
心

得
・
臨
時
台
湾
糖
務
局
長
と
な
っ
て
い
る
（
前
掲
79
）。

92

本
井
康
博
「
下
村
孝
太
郎
」（
同
『
徳
富
蘇
峰
の
師
友
た
ち
│
「
神
戸
バ
ン
ド
」
と
「
熊
本
バ
ン
ド
」』
教
文
社
、
二
〇
一
三
）
二
八
〇
│
二
八
四

頁
。

93

前
掲
⒃
、
三
二
七
頁
。

94

ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
図
書
館SpecialC

ollections

の“H
ugh

H
aw
kins

papers”

に
、“5

letters
and

2
photographs

of
K
ikujiro

Saigo,Japan,undated”

と
の
フ
ァ
イ
ル
が
あ
る
こ
と
を
見
出
し
、
今
回
そ
の
す
べ
て
の
内
容
に
つ
い
て
確
認
し
た
（
史
料
名
に
は2

photographs

と
あ
る
が
、
現
状
で
は
写
真
は
含
ま
れ
て
い
な
い
）。5

letters

の
う
ち
一
通
は
菊
次
郎
で
は
な
く
西
郷
従
道
の
妻
清
子
か
ら
の
英
文
書
簡
（
一
八

八
八
年
五
月
二
十
八
日
）
で
あ
る
。
な
お
、
封
筒
の
み
の
も
の
が
二
通
あ
る
（
前
述
の
フ
ァ
ブ
ル
ブ
ラ
ン
ト
の
封
筒
と
注
85
の
封
筒
）。
こ
れ
と

別
に
寄
贈
者Elizabeth

R
ussellLindsay

に
よ
る
一
九
八
四
年
の
添
え
状
も
含
ま
れ
て
い
る
。

95

JA
C
A
R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）R

ef.B
16080852200

、
亜
米
利
加
之
部
／
西
郷
留
学
生
病
気
ニ
付
帰
朝
ノ
件

明
治
二
十
二
年
十
二
月

（
外
務
省
外
交
史
料
館
）。
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菊
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96
「
東
京
朝
日
新
聞
」
明
治
二
十
三
年
一
月
二
十
六
日
。

97
「
東
京
朝
日
新
聞
」
明
治
二
十
三
年
一
月
二
十
九
日
。「
読
売
新
聞
」
同
年
二
月
八
日
。

98
「
読
売
新
聞
」
明
治
二
十
三
年
二
月
二
十
四
日
。

99

前
掲
95
。

100

年
不
詳
で
あ
る
が
、
榎
本
よ
り
陸
奥
宗
光
宛
の
書
簡
に
、
菊
次
郎
の
高
等
文
官
試
験
受
験
に
触
れ
た
も
の
が
あ
り
、
榎
本
が
外
相
で
あ
っ
た
こ
の

時
期
に
二
人
の
間
で
菊
次
郎
の
将
来
を
め
ぐ
る
相
談
が
交
わ
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
（
榎
本
武
揚
書
状
「
西
郷
菊
次
郎
高
等
文
官
試
験
受

験
」
明
治
年
六
月
二
十
四
日
、「
陸
奥
宗
光
関
係
文
書
」
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
）。

�

前
掲
⑷
③
。

�
「
東
京
朝
日
新
聞
」
明
治
二
十
五
年
一
月
十
九
日
。「
読
売
新
聞
」
同
日
。

�
「
東
京
朝
日
新
聞
」
明
治
二
十
五
年
二
月
五
日
。

�
「
東
京
朝
日
新
聞
」
明
治
二
十
五
年
四
月
二
日
。

�

東
京
経
済
雑
誌

二
五
巻
六
一
八
号
、
一
九
九
二
、
五
〇
三
頁
。
な
お
、
大
島
信
は
奄
美
大
島
龍
郷
村
中
勝
の
出
身
で
、
前
述
の
大
島
仙
蔵
と
と

も
に
鹿
児
島
の
本
学
校
に
学
び
、
上
京
し
て
駒
場
農
学
校
を
卒
業
後
、
当
時
は
内
務
省
属
と
な
っ
て
い
た
。
後
に
彼
は
鹿
児
島
第
七
区
の
吏
党
側

の
候
補
者
と
な
り
、
衆
議
院
議
員
に
当
選
す
る
。

�

前
掲
⑷
③
一
八
八
頁
。

�

八
月
二
十
九
日
に
は
、
品
川
弥
二
郎
の
一
行
お
よ
び
西
郷
菊
次
郎
・
柏
田
盛
文
ら
が
大
口
村
で
懇
親
会
、
さ
ら
に
翌
日
加
治
木
町
で
懇
親
会
を
開

い
た
こ
と
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
（「
読
売
新
聞
」
明
治
二
十
五
年
八
月
三
十
日
）。

�

四
月
九
日
の
「
読
売
新
聞
」
に
は
、
過
般
総
選
挙
時
の
菊
次
郎
の
吏
党
支
持
演
説
に
対
し
て
民
党
が
反
発
し
、
隆
盛
銅
像
の
寄
付
金
が
集
ま
ら
な

い
と
の
記
事
が
あ
り
、
さ
ら
に
翌
年
七
月
一
日
に
も
、
予
算
の
関
係
で
騎
乗
像
が
つ
く
れ
な
く
な
っ
た
と
の
続
報
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

	
「
東
京
朝
日
新
聞
」
五
月
五
日
。



「
読
売
新
聞
」
七
月
五
日
。
鹿
児
島
県
第
六
区
補
欠
選
挙
の
際
、
菊
次
郎
が
吏
党
の
応
援
に
尽
力
し
、
宇
都
宮
東
太
に
協
力
要
請
し
た
と
の
記
事

が
あ
る
。

�
「
読
売
新
聞
」
明
治
二
十
八
年
三
月
十
九
日
。
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�

薩
藩
史
料
調
査
会
編
『
鹿
児
島
県
政
党
史
』
薩
藩
史
料
調
査
会
、
一
九
一
八
、
二
三
五
頁
。

�

台
湾
総
督
府

案
「
元
宜
蘭
庁
長
西
郷
菊
次
郎
恩
給
請
求
ノ
件
」（『
台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
』
明
治
三
六
年
永
久
保
存

第
一
四
巻
、
八
一
五
│

三
文
書
）。

�

た
だ
し
、
竹
之
助
も
明
治
二
十
八
年
九
月
六
日
に
病
死
す
る
（JA

C
A
R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）R

ef.C
06082169100

、
死
亡
賜
金
給
与

の
件

明
治
二
十
八
年
坤
「
貳
大
日
記
九
月
」（
防
衛
省
防
衛
研
究
所
））。

�
「
産
経
新
聞
」
二
〇
一
八
年
九
月
十
四
日
掲
載
の
原
口
泉
氏
「
今
こ
そ
知
り
た
い
幕
末
明
治
（
７３
）」
に
よ
れ
ば
、
氏
は
新
納
久
脩
の
ご
子
孫
か

ら
、
菊
次
郎
夫
妻
が
明
治
二
十
七
年
よ
り
約
一
年
四
ヶ
月
間
、
新
納
家
と
養
子
縁
組
し
て
い
た
由
を
聞
か
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
「
南
日

本
新
聞
」
二
〇
一
八
年
九
月
十
八
日
に
は
そ
の
新
納
家
の
戸
籍
が
掲
載
さ
れ
た
が
、
そ
こ
で
は
「
新
納
ヨ
シ
」
の
養
子
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
新

納
喜
兵
衛
の
妻
に
当
た
る
人
物
で
あ
ろ
う
か
。
記
載
の
養
子
縁
組
と
そ
の
解
消
の
日
付
は
、
前
掲
の
西
郷
家
側
の
戸
籍
と
合
致
し
て
い
る
。

�

政
戦
記
録
史
刊
行
会
『
大
日
本
政
戦
記
録
史
』
政
戦
記
録
史
刊
行
会
、
一
九
三
〇
、
一
五
五
頁
。

�

前
掲
⑷
③
。

�

JA
C
A
R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）R

ef.C
06061025300

、
式
部
官
西
郷
隆
準
営
口
へ
派
遣
の
件

明
治
二
十
八
年
自
四
月
十
一
日
至
五
月

二
十
二
日
（
防
衛
省
防
衛
研
究
所
）。「
ナ
ン
ペ
ウ
」
は
台
湾
の
地
名
と
み
ら
れ
る
が
、
ど
の
地
を
指
す
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

�

台
湾
総
督
府

案
「
府
内
部
課
長
任
命
〔
牧
朴
真
・
島
村
久
・
橋
口
文
蔵
・
伊
澤
修
二
・
後
藤
松
吉
郎
・
千
千
岩
英
一
〕
地
方
官
任
命
」（『
台
湾

総
督
府
公
文
類
纂
』
明
治
二
八
年
乙
種
永
久
保
存
進
退
第
一
巻
、
四
十
二
│
三
文
書
）。
な
お
、
こ
の
文
書
に
よ
れ
ば
、
同
じ
参
事
官
と
し
て
、

菊
次
郎
と
同
時
期
の
ア
メ
リ
カ
に
滞
在
し
て
い
た
大
久
保
利
武
が
お
り
、
ま
た
地
方
官
任
命
者
中
に
は
、
菊
次
郎
の
第
一
回
目
の
渡
米
に
同
行
し

て
い
た
鮫
島
武
之
助
の
弟
で
あ
る
鮫
島
盛
、
西
郷
糸
子
の
妹
竹
子
の
夫
で
あ
る
相
良
長
綱
、
さ
ら
に
樺
山
総
督
の
甥
で
あ
る
橋
口
文
蔵
ら
が
み
え

る
。

	

台
湾
総
督
府

案
「
元
民
政
局
員
西
郷
隆
準
外
行
賞
稟
申
・
高
橋
籐
兵
衛
賞
賜
金
御
沙
汰
書
請
書
送
付
」（『
台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
』
明
治
三
十

年
乙
種
永
久
保
存
第
四
巻
、
一
四
九
│
二
文
書
）。




こ
の
菊
次
郎
の
安
平
出
張
所
時
代
に
つ
い
て
は
、
岡
本
真
希
子
「
植
民
地
地
方
行
政
の
開
始
と
台
湾
人
名
望
家
層
│
統
治
体
制
転
換
期
の
台
南
地

域
社
会
」
社
会
科
学

四
一
巻
四
号
、
二
〇
一
二
、
五
三
│
八
八
頁
に
一
部
記
載
が
あ
る
。

�

台
湾
文
化
三
百
年
記
念
会
編
『
台
湾
史
料
集
成
』
一
九
三
一
、
一
八
│
一
九
頁
に
所
収
の
「
税
関
古
文
書
綴
」
に
よ
る
。

西
郷
菊
次
郎
の
来
歴
に
関
す
る
再
検
討
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�

台
湾
総
督
府

案
「
西
郷
菊
次
郎
外
一
名
〔
大
鳥
富
士
太
郎
〕
参
事
官
任
命
西
郷
菊
次
郎
任
命
通
知
」（『
台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
』
明
治
二
十
九

年
永
久
保
存
進
退
第
一
巻
之
二
、
一
〇
三
│
二
九
文
書
）。
な
お
、
同
年
四
月
に
は
「
淡
水
支
庁
長
西
郷
菊
次
郎
殿
」
と
書
か
れ
た
文
書
も
あ
り
、

す
で
に
支
庁
長
に
な
っ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
呉
泰
寿
「
学
事
上
申
書
」
明
治
二
十
九
年
四
月
二
十
七
日
（
檜
山
幸
夫
・
東
山
京
子
編

『
伊
藤
博
文
文
書

第
三
二
巻
』
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
一
〇
）
一
三
三
│
一
四
九
頁
）。

�

黄
紹
恒
「
不
平
等
条
約
下
の
台
湾
領
有
」
社
会
経
済
史
学

六
七
巻
四
号
、
二
〇
〇
一
、
三
│
二
一
頁
。

�

台
湾
総
督
府
民
政
部
土
木
局
『
台
湾
水
道
誌
』
台
湾
総
督
府
民
政
部
土
木
局
、
一
九
一
八
、
九
│
一
一
頁
。

�

前
掲
�
、
一
六
頁
。

�

前
掲
51
、
二
六
三
頁
。
前
掲
�
、
三
五
│
六
九
頁
。

�

前
掲
�
、
三
五
│
六
九
頁
。

�

芹
澤
良
子
「
台
湾
一
八
九
六
年
│
日
本
の
〈
帝
国
医
療
〉
の
揺
籃
」（
永
島
剛
・
市
川
智
生
・
飯
島
渉
編
『
衛
生
と
近
代

ペ
ス
ト
流
行
に
み
る

東
ア
ジ
ア
の
統
治
・
医
療
・
社
会
』
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
一
七
）
六
三
│
九
六
頁
。

�

前
掲
	
。




藤
波
潔
「
日
本
に
よ
る
領
台
直
後
期
の
台
湾
「
外
交
」
を
め
ぐ
る
問
題
」
沖
縄
国
際
大
学
社
会
文
化
研
究

七
巻
一
号
、
二
〇
〇
四
、
一
│
三
五

頁
。

�

JA
C
A
R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）R

ef.B
13080680600

、
６
．
在
淡
水
英
国
領
事
館
敷
地
移
転
ノ
件

外
国
人
ニ
関
ス
ル
事
項
及
各
国
領

事
ト
交
渉
事
件
等
拓
殖
省
ヨ
リ
通
知
一
件
（
外
務
省
外
交
史
料
館
）。

�

王
鉄
軍
「
近
代
日
本
文
官
官
僚
制
度
の
中
の
台
湾
総
督
府
官
僚
」
中
京
法
学

四
五
巻
一
・
二
号
、
二
〇
一
〇
、
九
七
│
三
〇
〇
頁
。



前
掲
⒃
に
よ
れ
ば
、
拓
殖
務
省
の
部
下
で
あ
っ
た
曾
根
静
夫
が
台
湾
総
督
府
民
政
局
長
へ
赴
任
し
、
そ
の
後
も
北
垣
と
や
り
と
り
し
て
い
る
こ
と

な
ど
が
み
え
る
。

�

小
林
丈
広
『
近
代
日
本
と
公
衆
衛
生
│
都
市
社
会
史
の
試
み
』
雄
山
閣
、
二
〇
〇
一
。
小
野
芳
朗
『
水
の
環
境
史

京
の
名
水
は
な
ぜ
失
わ
れ
た

か
』
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
、
二
〇
〇
一
。

�

平
山
育
男
「
バ
ル
ト
ン
に
よ
る
明
治
二
十
八
（
一
八
九
五
）
年
の
京
都
に
お
け
る
下
水
道
調
査
日
程
に
つ
い
て
」
日
本
建
築
学
会
北
陸
支
部
研
究

報
告
書

五
六
、
二
〇
一
三
、
五
七
八
│
五
七
九
頁
。

― ５３ ―

西
郷
菊
次
郎
の
来
歴
に
関
す
る
再
検
討



�
「
京
都
日
出
新
聞
」
明
治
四
十
年
一
月
二
十
日
。

�

前
掲
⑴
③
。

�

前
掲
⑴
①
、
大
森
鍾
一
宛
桂
太
郎
書
状
、
明
治
二
十
七
年
二
月
二
十
三
日
（「
大
森
鍾
一
文
書
」
東
京
大
学
近
代
法
政
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）。

�

前
掲
42
。

�

フ
ァ
ブ
ル
ブ
ラ
ン
ト
は
武
器
商
・
時
計
商
と
し
て
以
外
に
、
明
治
三
十
年
代
に
は
ベ
ル
ギ
ー
の
リ
ェ
ー
ジ
ュ
社
の
代
理
店
と
し
て
水
道
用
の
鋳
鉄

管
を
扱
う
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
東
京
市
の
水
道
敷
設
に
際
し
て
大
倉
組
と
と
も
に
大
量
の
鋳
鉄
管
を
納
入
し
て
い
る
こ
と
も
興
味
深
い
（
前
掲

42
に
よ
る
）。

�
「
京
都
日
出
新
聞
」
明
治
三
十
八
年
二
月
八
・
十
五
・
二
十
四
日
。

�

台
湾
総
督
府

案
「
民
政
局
事
務
嘱
託
川
村
鉚
次
郎
外
一
名
〔
坂
口
宗
之
助
〕
兼
勤
所
属
命
免
ノ
件
」（『
台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
』
明
治
二
十
九

年
永
久
保
存
進
退
第
六
巻
之
二
、
一
〇
九
│
四
文
書
）。

�

そ
の
彼
が
南
満
州
鉄
道
株
式
会
社
に
引
き
抜
か
れ
、
明
治
四
十
一
年
に
辞
職
し
た
折
、
後
任
と
し
て
大
野
盛
郁
を
迎
え
る
べ
く
大
野
の
説
得
に
当

た
っ
た
の
が
、
同
じ
く
台
湾
時
代
初
期
の
同
僚
で
あ
っ
た
大
久
保
利
武
で
あ
っ
た
こ
と
も
付
記
し
て
お
き
た
い
（「
大
野
盛
郁
日
記
」
明
治
四
十

一
年
十
二
月
十
一
日
条
（
京
都
市
市
政
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
京
都
市
政
史
第
四
巻
』、
二
〇
〇
三
、
二
一
五
頁
に
所
収
））。

	

前
掲
⑴
③
。




西
郷
菊
次
郎
談
「
京
都
を
繁
栄
な
ら
し
む
る
策
」
商
工
世
界
太
平
洋

五
巻
二
五
号
、
一
九
〇
六
、
一
二
│
一
四
頁
。

�

国
立
公
文
書
館
、
請
求
番
号：

任B
00317100

、「
宜
蘭
庁
長
兼
臨
時
台
湾
土
地
調
査
局
事
務
官
西
郷
菊
次
郎
以
下
二
名
依
願
免
本
官
並
兼
官
ノ

件
」、
任
免
裁
可
書
・
明
治
三
十
五
年
・
任
免
巻
三
十
二
に
あ
る
宜
蘭
医
院
長
の
診
断
書
に
よ
る
。

�

当
時
の
「
聖
護
院
町
」
に
は
、「
上
り
畑
」「
出
口
」「
圓
頓
美
」「
山
王
」「
片
木
原
」「
東
寺
領
」「
蓮
華
蔵
」「
中
川
原
」「
西
畑
」
の
九
つ
の
小

字
が
あ
り
、
そ
の
範
囲
は
現
在
の
聖
護
院
中
町
・
聖
護
院
西
町
・
聖
護
院
東
町
・
聖
護
院
東
寺
領
町
・
聖
護
院
圓
頓
美
町
・
聖
護
院
山
王
町
・
聖

護
院
蓮
華
蔵
町
・
聖
護
院
川
原
町
に
ま
た
が
る
広
域
に
及
ん
で
い
た
。



前
掲
⑷
③
。

�
「
大
野
盛
郁
日
記
」
明
治
四
十
一
年
十
二
月
十
九
日
条
（
京
都
市
市
政
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
京
都
市
政
史
第
四
巻
』、
二
〇
〇
三
年
、
二
一
六
頁

に
所
収
）。

西
郷
菊
次
郎
の
来
歴
に
関
す
る
再
検
討
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�

前
掲
⑻
。

�
『
人
事
興
信
録

３
版
』
人
事
興
信
所
、
一
九
一
一
、
さ
八
五
│
さ
八
六
頁
。

�

大
正
元
年
の
京
都
地
籍
編
纂
所
編
『
京
都
市
及
接
続
町
村
地
籍
図

第
１

附
録
』
に
よ
れ
ば
、
聖
護
院
町
の
字
「
上
リ
畑
」
に
地
番
四
四
と
し

て
二
筆
の
宅
地
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
二
三
一
坪
の
方
は
聖
護
院
の
所
有
地
で
、
一
三
坪
の
地
筆
の
方
は
京
都
市
の
所
有
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

を
同
じ
く
大
正
元
年
の
京
都
地
籍
編
纂
所
編
『
京
都
市
及
接
続
町
村
地
籍
図

第
１
』
の
地
籍
図
上
で
確
か
め
る
と
、
地
番
四
四
の
二
三
一
坪
の

宅
地
が
、
地
番
四
五
の
聖
護
院
門
跡
の
北
に
隣
接
し
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
借
り
上
げ
地
で
あ
っ
た
と
い
う
所
伝
か
ら
考
え
て
、
こ

の
聖
護
院
所
有
の
地
筆
が
菊
次
郎
邸
番
地
の
主
要
部
分
を
占
め
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
（
も
う
一
つ
の
地
番
四
四
の
一
三
坪
の
地

筆
に
つ
い
て
は
記
載
が
な
い
が
、
こ
れ
に
隣
接
す
る
土
地
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
）。
法
務
局
の
現
在
の
地
番
表
記
で
は
、「
字
上
リ
畑
四
四
」

の
辺
り
は
、
聖
護
院
の
敷
地
と
あ
わ
せ
て
「
左
京
区
聖
護
院
中
町
一
五
」
と
な
っ
て
い
る
。
法
務
局
所
蔵
の
明
治
三
十
年
代
作
成
と
さ
れ
る
旧
公

図
で
こ
の
地
を
み
る
と
、「
聖
護
院
境
内
」
と
書
か
れ
た
地
筆
に
「
一
五
」
の
地
番
注
記
が
あ
り
、
そ
の
北
に
接
す
る
位
置
に
「
一
三
」
と
書
か

れ
た
別
の
地
筆
が
存
在
す
る
。「
聖
護
院
境
内
」
の
「
一
五
」
の
文
字
は
、「
四
五
」
の
番
号
を
二
重
線
で
打
ち
消
し
た
横
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
そ
の
北
隣
の
地
筆
「
一
三
」
が
も
と
の
地
番
四
四
に
あ
た
る
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
こ
で
こ
の
左
京
区
聖
護
院
中
町
の
「
一
三
」
の
地
筆
に

つ
い
て
、
旧
土
地
台
帳
に
よ
っ
て
明
治
期
の
状
況
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
明
治
三
十
年
代
に
最
初
の
書
き
入
れ
が
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
段
階
で

は
表
記
は
や
は
り
「
字
上
り
畑
四
拾
四
番
」
で
あ
り
、
面
積
二
三
一
坪
で
地
目
は
宅
地
、
所
有
者
は
聖
護
院
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
た
。

し
た
が
っ
て
こ
の
地
が
、
明
治
四
十
三
年
の
西
郷
菊
次
郎
履
歴
書
に
記
載
の
住
所
番
地
に
あ
た
る
と
結
論
さ
れ
る
。

�
「
聖
護
院
蔵
聖
護
院
境
内
図
」（
歴
彩
館
所
蔵
、
近
藤
豊
撮
影
写
真
資
料
、
一
九
七
〇
年
七
月
二
十
五
日
撮
影
、
写
真
番
号
８
３
４
８
）。
な
お
、

本
図
は
聖
護
院
所
蔵
文
書
目
録
の
「
第
一
三
〇
箱
三
五
号
（
明
治
時
代
）
聖
護
院
境
内
指
図
（
楮
紙
・
着
色
・
表
紙
あ
り
）」
に
相
当
す
る
こ
と

を
確
認
し
て
い
る
。
図
中
に
年
紀
は
な
い
が
、「
税
地
」「
除
地
」
な
ど
の
凡
例
表
記
は
明
治
前
期
の
様
式
で
あ
る
。
ま
た
、
宮
内
庁
書
陵
部
に
は

明
治
十
八
年
の
山
階
宮
居
住
の
た
め
の
修
繕
箇
所
を
示
す
図
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
本
図
に
も
「
新
規
建
家
」
や
建
具
の
修
繕
箇
所
の
記
載
が

み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
に
近
い
年
代
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

�

た
だ
し
、
こ
の
茶
室
自
体
も
昭
和
八
年
段
階
で
は
京
都
帝
大
医
学
部
助
手
の
森
堅
志
の
住
居
と
し
て
貸
し
出
さ
れ
て
お
り
（
森
克
己
「
六
十
年
の

思
い
出
」（
森
博
士
還
暦
記
念
会
『
対
外
関
係
と
社
会
経
済
』
塙
書
房
、
一
九
六
八
）
六
〇
六
頁
）、
菊
次
郎
の
時
代
に
お
い
て
も
借
家
の
一
部
を

構
成
し
て
い
た
可
能
性
は
存
在
す
る
。
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�

原
田
良
子
「
西
郷
菊
次
郎
の
京
都
邸
宅
（
菊
草
の
終
焉
地
）
に
つ
い
て
」
敬
天
愛
人

三
六
、
二
〇
一
八
、
一
〇
三
│
一
一
七
頁
。

�

文
部
大
臣
官
房
秘
書
課
『
文
部
省
職
員
録
』
文
部
省
、
一
九
一
六
、
一
四
〇
頁
に
記
載
の
後
述
の
朝
永
三
十
郎
の
住
所
に
よ
る
。
書
簡
で
は
「
市

内
聖
護
院
御
殿
内
西
門
入
ル
」
と
す
る
例
も
み
ら
れ
る
（『
西
田
幾
多
郎
全
集

第
一
九
巻
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
六
、
三
六
九
│
三
七
二
頁
に

所
収
の
朝
永
宛
西
田
書
簡
に
よ
る
）。

�

朝
永
陽
二
郞
「
少
年
の
こ
ろ
の
兄
の
思
い
出
の
断
片
│
そ
の
環
境
を
中
心
に
」（
松
井
巻
之
助
編
『
回
想
の
朝
永
振
一
郎
』
み
す
ず
書
房
、
一
九

八
〇
）
五
五
│
六
八
頁
。
朝
永
陽
二
郞
は
三
十
郎
の
次
男
で
、
振
一
郎
の
弟
で
あ
る
。

�

朝
永
振
一
郎
「
う
れ
し
い
京
こ
と
ば
」（『
朝
永
振
一
郎
著
作
集
１

鳥
獣
戯
画
』
み
す
ず
書
房
、
一
九
八
一
）
五
三
頁
。

�

な
お
、
前
掲
朝
永
陽
二
郞
の
引
用
文
と
の
関
わ
り
で
、
北
殿
お
よ
び
学
問
所
を
合
わ
せ
て
も
「
間
数
が
二
十
」
に
は
足
り
な
い
こ
と
や
、
さ
ら
に

一
軒
目
の
「
平
家
建
て
」
と
対
比
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
北
殿
の
南
に
位
置
す
る
小
書
院
（
一
部
二
階
建
て
）
も
「
借
家
」
の
内
に

含
ま
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

�

三
十
三
間
堂
前
に
邸
宅
を
建
築
中
で
あ
っ
た
賀
陽
宮
家
は
、
明
治
四
十
五
年
四
月
か
ら
大
正
二
年
九
月
ま
で
こ
の
北
殿
に
仮
寓
し
て
い
る
。
借
り

て
い
た
建
物
を
北
殿
と
す
る
文
献
①
と
、
小
書
院
も
含
め
る
文
献
②
が
あ
る
（
①
京
都
市
編
『
京
都
名
勝
誌
』
京
都
市
、
一
九
二
八
、
二
八
八

頁
。
②
高
市
二
「
賀
陽
宮
家
と
故
大
僧
正
」（
藤
井
覺
猛
編
『
恭
随
老
師
』
恭
随
老
師
追
慕
会
、
一
九
三
八
）
五
七
頁
）。

�

聖
護
院
所
蔵
の
明
治
期
以
降
の
文
書
群
は
、
全
て
が
未
整
理
な
の
で
は
な
く
、
す
で
に
一
部
調
査
さ
れ
、
整
理
・
目
録
化
さ
れ
た
も
の
も
存
在
す

る
（『
本
山
修
験
』
誌
上
に
連
載
さ
れ
た
文
書
目
録
、
お
よ
び
青
谷
美
羽
・
長
村
祥
知
「
聖
護
院
近
現
代
文
書
の
調
査
に
つ
い
て
」
本
山
修
験

二
〇
五
号
、
二
〇
一
七
）。
よ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
該
当
の
史
料
名
を
指
定
し
て
申
請
手
続
を
取
り
、
許
可
が
下
り
れ
ば
閲
覧
は
可
能
で
あ
る
。

�

旧
箱
番
号
一
六
八
、「
明
治
四
十
一
年
一
月

仝
四
十
二
年
十
二
月

本
院
収
入
帳
」。

	

旧
箱
番
号
一
六
八
、「
明
治
四
十
四
年
一
月

収
入
帖
」、「
従
明
治
三
十
七
年
壹
月
ヨ
リ
三
十
九
年
十
二
月
中

本
院
収
入
簿
」。




文
部
大
臣
官
房
秘
書
課
『
文
部
省
職
員
録
』
文
部
省
、
一
九
〇
四
、
一
六
二
頁
。『
人
事
興
信
録

３
版
』
人
事
興
信
所
、
一
九
一
一
、
わ
三
四

頁
。

�

渡
邊
庸
は
西
田
幾
多
郎
や
坂
口
昂
と
親
し
か
っ
た
が
（
坂
口
遼
『
あ
る
歴
史
家
の
生
涯
』
丸
善
出
版
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
一
九
七
八
年
、
一
八

〇
頁
）、
彼
ら
は
京
都
帝
大
で
の
朝
永
三
十
郎
の
同
僚
で
あ
っ
た
。
な
お
朝
永
の
入
居
時
、
こ
の
西
門
北
側
の
借
家
は
「
新
役
所
」
と
呼
ば
れ
て

お
り
、
本
来
は
寺
務
に
関
係
す
る
建
物
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
旧
箱
番
号
一
六
八
、「
大
正
二
年
一
月

本
院
収
入
帳
」
四
月
の
記
載
に
よ

西
郷
菊
次
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来
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る
）。

�
「
大
阪
朝
日
新
聞
」
明
治
三
十
七
年
十
月
七
日
付
の
臨
時
市
参
事
会
の
報
道
に
よ
る
。
な
お
、
十
月
十
一
日
の
京
都
市
会
で
は
、
年
俸
三
〇
〇
〇

円
、
舎
宅
料
も
含
め
た
交
際
費
一
五
〇
〇
円
と
い
う
形
で
可
決
さ
れ
て
い
る
（「
大
阪
朝
日
新
聞
京
都
附
録
」
明
治
三
十
七
年
十
月
十
二
日
）。

�

前
掲
⑷
③
、
一
八
〇
頁
。

�

賀
陽
宮
家
お
よ
び
朝
永
家
が
と
も
に
北
殿
だ
け
で
な
く
小
書
院
も
合
わ
せ
て
借
り
て
い
た
可
能
性
の
あ
る
こ
と
を
勘
案
す
れ
ば
、
菊
次
郎
邸
も
同

様
で
あ
っ
た
可
能
性
が
出
て
く
る
。

�

今
年
三
月
、
菊
次
郎
の
家
族
写
真
が
ご
子
孫
よ
り
龍
郷
町
へ
寄
贈
さ
れ
、
京
都
で
撮
影
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
（「
奄
美
新
聞
」
二
〇

一
八
年
三
月
二
日
）。
そ
こ
に
写
っ
て
い
る
建
物
は
、
明
治
前
期
の
第
１
図
と
照
合
す
れ
ば
、
背
後
の
四
畳
間
の
形
状
、
回
り
縁
の
配
置
、
柱
間

が
、
北
殿
を
北
側
か
ら
見
た
間
取
り
と
一
致
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
そ
こ
で
筆
者
は
こ
の
旨
を
六
月
十
六
日
に
龍
郷
町
教
育
委
員
会
へ
連
絡

し
、
写
真
原
版
を
確
認
し
た
上
で
、
七
月
二
十
日
に
現
地
を
視
察
し
た
。
現
状
で
は
濡
縁
が
室
内
に
取
り
込
ま
れ
、
四
畳
間
と
隣
室
と
の
壁
が
取

り
払
わ
れ
る
な
ど
の
改
変
を
受
け
て
い
る
が
、
建
物
の
構
造
自
体
は
旧
状
が
保
た
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
今
回
、
聖
護
院
文
書
の
裏
付
け

に
よ
っ
て
北
殿
が
菊
次
郎
邸
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
定
し
た
た
め
、
こ
の
写
真
も
北
殿
前
で
の
撮
影
と
判
断
し
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

�

前
掲
�
論
文
で
は
、「
上
り
畑
四
四
」
の
住
所
史
料
に
つ
い
て
、
明
治
前
期
の
第
１
図
の
枠
外
右
下
部
分
に
あ
た
る
地
筆
（
現
在
の
積
善
院
の
敷

地
あ
た
り
）
に
も
「
四
四
番
」
と
の
記
載
が
あ
る
こ
と
か
ら
、「
登
記
簿
の
住
所
番
地
か
ら
の
み
で
菊
次
郎
邸
を
推
定
す
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い

こ
と
が
判
明
し
た
」
と
し
て
い
る
。
し
か
し
菊
次
郎
の
同
時
代
、
こ
の
地
筆
に
は
す
で
に
「
四
三
番
」
の
地
番
が
当
て
ら
れ
て
お
り
（
京
都
地
籍

編
纂
所
編
『
京
都
市
及
接
続
町
村
地
籍
図

第
１
』
一
九
一
二
）、「
四
四
番
」
は
北
端
の
一
ヶ
所
に
限
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
上
記
の
考
証
手
続
き

に
問
題
は
な
い
。

�

聖
護
院
蔵
「
天
明
八
年
当
門
仮
皇
居
之
図
」（
歴
彩
館
所
蔵
、
近
藤
豊
撮
影
写
真
資
料
、
一
九
七
〇
年
七
月
二
十
五
日
撮
影
、
写
真
番
号
８
３
９

６
）。

�

前
掲
	
に
よ
れ
ば
、「
こ
の
別
世
界
の
境
内
に
は
建
造
物
や
庭
園
の
ほ
か
に
広
場
、
草
地
、
野
菜
と
か
草
花
と
か
が
作
ら
れ
た
畑
、
夏
に
な
る
と

雑
草
が
お
い
茂
る
広
い
桐
畑
な
ど
が
」
あ
り
、
ま
た
「
庭
は
植
え
込
み
以
外
は
広
い
芝
生
で
、
手
入
れ
が
ゆ
き
届
か
ず
、
雑
草
が
混
じ
っ
て
い

た
」（
七
〇
頁
）
と
い
う
。
な
お
、
桐
畑
は
聖
護
院
境
内
の
東
北
部
分
に
あ
り
、
賀
陽
宮
の
時
代
に
は
「
春
さ
き
に
な
る
と
、
大
妃
宮
が
可
愛
い

若
宮
や
姫
宮
を
つ
れ
て
、
塀
内
の
桐
畑
へ
つ
く
し
を
摘
み
に
出
ら
れ
る
の
が
見
う
け
ら
れ
た
」
と
あ
る
（
久
松
真
一
「
学
究
生
活
の
想
ひ
出
」
思
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想

三
七
六
、
一
九
五
五
、
九
〇
│
一
〇
〇
頁
）。

�

菊
次
郎
邸
の
番
地
表
記
に
、
建
物
本
体
の
あ
る
「
上
り
畑
四
五
」
の
地
番
が
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
背
景
に
は
、
こ
の
地
筆
が
無
税
の
官
有
地
で
あ

り
、
こ
こ
で
家
賃
収
入
を
上
げ
る
形
を
避
け
た
か
っ
た
聖
護
院
側
が
、
有
税
の
宅
地
で
あ
っ
た
北
側
の
「
上
り
畑
四
四
」
の
地
番
を
あ
え
て
充
て

た
可
能
性
も
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、「
上
り
畑
四
四
」
は
建
物
位
置
そ
の
も
の
で
は
な
い
が
、
園
地
ま
で
を
含
め
た
「
邸
宅
敷
地
」
で
は
あ

っ
た
こ
と
に
な
る
。

�

原
田
健
編
『
原
田
助
遺
集
』
原
田
健
、
一
九
七
一
、
一
六
三
頁
。
南
洲
直
筆
の
書
を
取
り
出
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
自
宅
へ
の
招
待
で
あ
っ
た
と

み
て
よ
い
。

�

本
井
康
博
『
新
島
襄
の
交
遊

維
新
の
元
勲
・
先
覚
者
た
ち
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
五
、
一
八
四
頁
。

�

し
た
が
っ
て
同
じ
く
北
垣
の
娘
と
結
婚
し
た
田
邊
朔
郞
と
下
村
は
義
理
の
兄
弟
に
あ
た
る
。
な
お
、
田
邊
の
仲
人
は
榎
本
武
揚
で
あ
っ
た
。

�

髙
久
嶺
之
介
「
新
島
襄
と
北
垣
国
道
」（
伊
藤
彌
彦
編
『
新
島
襄
全
集
を
読
む
』
晃
洋
書
房
、
二
〇
〇
二
）
三
五
│
五
六
頁
。

�

前
掲
�
、
二
四
〇
│
二
四
六
頁
。

�

渋
沢
青
渊
記
念
財
団
竜
門
社
編
『
渋
沢
栄
一
伝
記
資
料
第
三
十
五
巻
』
渋
沢
栄
一
伝
記
資
料
刊
行
会
、
一
九
六
一
、
五
四
七
頁
に
よ
れ
ば
、
明
治

四
十
一
年
十
一
月
十
一
日
に
京
都
に
お
い
て
東
洋
平
和
協
会
が
組
織
さ
れ
、
役
員
が
選
出
さ
れ
て
い
る
。

�

青
山
霞
村
『
同
志
社
五
十
年
裏
面
史
』
か
ら
す
き
社
、
一
九
三
一
、
三
七
頁
。

	

桐
野
作
人
『
さ
つ
ま
人
国
記

幕
末
・
明
治
編
』
南
日
本
新
聞
社
、
二
〇
〇
九
年
、
八
六
│
九
〇
頁
。
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検
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